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卒業まで保管





入学から卒業まで 

入学から卒業までのおおまかな学習の進め方は以下のようになります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業要件を充足した学期末に 

卒業を判定します 

各授業形態の詳細は… 

「Ⅳ．授業形態」参照 

入 学 

卒 業 

次学期・翌年度へ 

履修登録・教材申込 

単位修得 

ＩＰメディア授業 

授業出席 

科目試験 

面接授業（スクーリング） 

受講申込 

授業出席 
・ 

科目試験 

インターネットメディア授業

受講申込 

在宅受講 

科目試験申込 

科目試験 

科目試験申込 

印刷授業 

レポート提出 
科目試験 

自主学習 
（在宅学習） 

科目試験の詳細は… 

「Ⅶ．学習の進め方」参照 
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年間スケジュール（おおよその時期を表示しています。手続期限等の詳細はＨＩＵ通信等でご確認ください。）
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平成２７年度　印刷授業・インターネットメディア授業　科目試験時間割
※７月、１１月の時間割は次のページです。

科目試験については…「Ⅶ．学習の進め方　４．科目試験」参照

印刷のみは印刷授業のみ上の時間割で実施　　ＩＭのみ はインターネットメディア授業でのみ開講
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以下の科目はオンライン試験で実施します（括弧内は授業形態、ＩＭはインターネットメディア授業の略）

試験講時 ５月２３日 (土 )、１月２３日 (土 ) ５月２４日 (日 )、１月２４日 (日 )

１講時

９：４５
～

１０：４５

　経営の基礎 　英語Ⅰ（初級英語読解）
　応用経営戦略論 　経営史
▲ベンチャービジネス論 　経営者と意思決定 印刷のみ
◎コンピュータサイエンス入門 ▲管理会計論
　インターネットアプリケーション 　プログラムの仕組み
　知識マネジメントとその応用 ☆★一変数の微分法
　音声情報処理 　プログラミング言語の仕組み
　教育心理学 　多変数関数の解析

☆★数学科教育法Ⅰ ◎データベースシステム
　進路指導 　データベース技術
 　特別活動論

２講時

１１：００

～

１２：００

　心理学 　英語Ⅱ（初級英会話）印刷のみ
　初級中国語 印刷のみ 　法学
　経営の応用 ▲職業指導
▲流通概論 　定量分析とその応用
　民法入門 　経営科学

☆★三角関数・指数関数・対数関数 ▲経営情報システム
☆★ベクトル空間と線形写像 ☆★一変数の積分法
◎ディジタル画像概論 　オブジェクト指向言語Ⅰ
　プログラム言語Ⅰ ＩＭのみ 　オブジェクト指向言語Ⅱ
　ＣＧレンダリング ◎コンピュータネットワーク
　教育原理 ◎情報科教育法Ⅰ

３講時

１３：００

～

１４：００

　哲学 　憲法
▲マーケティング論 　経済システム分析
　ブランドマネジメント 　地域システム
　アントレプレナーシップ論 印刷のみ ☆データ解析入門
　コミュニケーション概論 ◎システム設計演習 ＩＭのみ
　プログラム設計 　データ伝送のしくみ
◎情報社会論 ☆★代数学
　教職概論 　データ通信システム
　特別支援教育論 ▲商業科教育法Ⅰ

☆★数学科教育法Ⅱ　※1 　学校教育相談

４講時

１４：１５

～

１５：１５

▲英語Ⅲ（中級英語読解） 　基礎生命科学
　簿記原理基礎編 　人的資源管理論
　簿記原理応用編 　財務会計学基礎編
▲ｅ－ビジネス総論 　産業心理学

☆★行列と連立 1次方程式 　財務会計学応用編
　コンピュータの構成 　コンピュータアーキテクチャ
　コンピュータの利用 ☆★確率論
★電子工学概論 　ソフトウェア開発技術論
◎知的所有権論 　ＣＧモデリング
　人工知能の基礎 ◎情報科教育法Ⅱ
　応用数学 ▲商業科教育法Ⅱ
　教育制度論 ☆数学科教育法Ⅳ（後期のみ）※2

　教育社会学

５講時

１５：３０

～

１６：３０

　英語Ⅴ（実用英語） 　物理学の基礎
▲商法 　経済学入門
　現代経済学 ▲サプライチェーンマネジメント
　経営戦略と組織 　ネットワークシステム概論
　オペレーティングシステム基礎論 ◎プログラミング基礎 ＩＭのみ

☆★複素数 　アルゴリズム
　オペレーティングシステム 　ＩＴマネジメント
◎情報職業論 　ネットワークセキュリティ
　教育課程論 ☆★統計概論
☆数学科教育法Ⅲ（後期のみ）※2 ☆数学科教育法Ⅴ（後期のみ）※2

　生徒指導 　教育の方法と技術

・ミステリを読む（印刷）※

・サスティナビリティ学（印刷）※

・モチベーションの科学（印刷）※

・情報を食べる（印刷）※

・メディア・リテラシー入門（印刷）※

・英語Ⅱ（初級英会話）（ＩＭ）
・英語Ⅳ（中級英会話）（ＩＭ）
・初級中国語（ＩＭ）
・情報リテラシー（ＩＭ）

・基礎数学（ＩＭ）
・医学医療（ＩＭ）
・情報倫理（印刷）※

・経営者と意思決定（ＩＭ）
・情報システム学概論Ⅰ（ＩＭ）
・情報システム学概論Ⅱ（ＩＭ）
・イノベーション概論（印刷）※

・消費者行動論（印刷）※

・ホスピタリティマネジメント（印刷）※

・健康と社会（印刷）※

・医療制度と医療情報システム（ＩＭ）
・アントレプレナーシップ論（ＩＭ）
・ＥＲＰシステム（ＩＭ）
・サーバ構築演習（ＩＭ）
・ソフトウェアエンジニアリング（ＩＭ）
・食と健康情報（ＩＭ）
・健康情報学（印刷）※

　　　※ オンライン試験の印刷授業はオンラインレポート提出

（’13）

（’15）



平成２７年度　印刷授業・インターネットメディア授業　科目試験時間割
※５月、１月の時間割は前のページです。

科目試験については…「Ⅶ．学習の進め方　４．科目試験」参照

印刷のみは印刷授業のみ上の時間割で実施　　ＩＭのみ はインターネットメディア授業でのみ開講
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以下の科目はオンライン試験で実施します（括弧内は授業形態、ＩＭはインターネットメディア授業の略）

試験講時 ７月１８日 (土 )、１１月２１日 (土 ) ７月１９日 (日 )、１１月２２日 (日 )

１講時

９：４５
～

１０：４５

　物理学の基礎 　英語Ⅴ（実用英語）
　経済学入門 ▲商法
▲サプライチェーンマネジメント 　現代経済学
　ネットワークシステム概論 　経営戦略と組織
◎プログラミング基礎 ＩＭのみ 　オペレーティングシステム基礎論
　アルゴリズム ☆★複素数
　ＩＴマネジメント 　オペレーティングシステム
　ネットワークセキュリティ ◎情報職業論

☆★統計概論 　教育課程論
☆数学科教育法Ⅴ（後期のみ）※2 ☆数学科教育法Ⅲ（後期のみ）※2

　教育の方法と技術 　生徒指導

２講時

１１：００

～

１２：００

　基礎生命科学 ▲英語Ⅲ（中級英語読解）
　人的資源管理論 　簿記原理基礎編
　財務会計学基礎編 　簿記原理応用編
　産業心理学 ▲ｅ－ビジネス総論
　財務会計学応用編 ☆★行列と連立 1次方程式
　コンピュータアーキテクチャ 　コンピュータの構成

☆★確率論 　コンピュータの利用
　ソフトウェア開発技術論 ★電子工学概論
　ＣＧモデリング ◎知的所有権論
◎情報科教育法Ⅱ 　人工知能の基礎
▲商業科教育法Ⅱ 　応用数学
☆数学科教育法Ⅳ（後期のみ）※2 　教育制度論

　教育社会学

３講時

１３：００

～

１４：００

　憲法 　哲学
　経済システム分析 ▲マーケティング論
　地域システム 　ブランドマネジメント
☆データ解析入門 　アントレプレナーシップ論 印刷のみ
◎システム設計演習 ＩＭのみ 　コミュニケーション概論
　データ伝送のしくみ 　プログラム設計

☆★代数学 ◎情報社会論
　データ通信システム 　教職概論
▲商業科教育法Ⅰ 　特別支援教育論
　学校教育相談 ☆★数学科教育法Ⅱ　※1

４講時

１４：１５

～

１５：１５

　英語Ⅱ（初級英会話） 印刷のみ 　心理学
　法学 　初級中国語 印刷のみ
▲職業指導 　経営の応用
　定量分析とその応用 ▲流通概論
　経営科学 　民法入門
▲経営情報システム ☆★三角関数・指数関数・対数関数

☆★一変数の積分法 ☆★ベクトル空間と線形写像
　オブジェクト指向言語Ⅰ ◎ディジタル画像概論
　オブジェクト指向言語Ⅱ 　プログラム言語Ⅰ ＩＭのみ
◎コンピュータネットワーク 　ＣＧレンダリング
◎情報科教育法Ⅰ 　教育原理

５講時

１５：３０

～

１６：３０

　英語Ⅰ（初級英語読解） 　経営の基礎
　経営史 　応用経営戦略論
　経営者と意思決定 印刷のみ ▲ベンチャービジネス論
▲管理会計論 ◎コンピュータサイエンス入門
　プログラムの仕組み 　インターネットアプリケーション

☆★一変数の微分法 　知識マネジメントとその応用
　プログラミング言語の仕組み 　音声情報処理
　多変数関数の解析 　教育心理学
◎データベースシステム ☆★数学科教育法Ⅰ
　データベース技術 　進路指導
　特別活動論

・ミステリを読む（印刷）※

・サスティナビリティ学（印刷）※

・モチベーションの科学（印刷）※

・情報を食べる（印刷）※

・メディア・リテラシー入門（印刷）※

・英語Ⅱ（初級英会話）（ＩＭ）
・英語Ⅳ（中級英会話）（ＩＭ）
・初級中国語（ＩＭ）
・情報リテラシー（ＩＭ）

・基礎数学（ＩＭ）
・医学医療（ＩＭ）
・情報倫理（印刷）※

・経営者と意思決定（ＩＭ）
・情報システム学概論Ⅰ（ＩＭ）
・情報システム学概論Ⅱ（ＩＭ）
・イノベーション概論（印刷）※

・消費者行動論（印刷）※

・ホスピタリティマネジメント（印刷）※

・健康と社会（印刷）※

・医療制度と医療情報システム（ＩＭ）
・アントレプレナーシップ論（ＩＭ）
・ＥＲＰシステム（ＩＭ）
・サーバ構築演習（ＩＭ）
・ソフトウェアエンジニアリング（ＩＭ）
・食と健康情報（ＩＭ）
・健康情報学（印刷）※

　　　※ オンライン試験の印刷授業はオンラインレポート提出
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平成２７年度 面接授業日程
地方スクーリング　スケジュール

日　程
前期（１） 前期（２） 後期（１） 後期（２）

６月１２日（金）　
　～６月１４日（日）

７月３日（金）　
　～７月５日（日）

１２月１１日（金）　
～１２月１３日（日）

１月８日（金）　
～１月１０日（日）

本　学 教職実践演習（中・高）

札　幌 アントレプレナーシップ論
三角関数・指数関数

・対数関数

秋　田 哲学

新　潟 消費者行動論 アルゴリズム

東　京 一変数の微分法 データベースシステム 教職実践演習（中・高）

名古屋 イノベーション概論
教職実践

演習（中・高）
経営史 ミステリを読む

大　阪 e-ビジネス総論 英語Ⅰ(初級英語読解)

広　島 音声情報処理 消費者行動論

北九州 CGレンダリング ベンチャービジネス論

福　岡 プログラムの仕組み
教職実践

演習（中・高）
情報
職業論

法学

大　分 経営科学 データベースシステム

鹿児島 ホスピタリティマネジメント イノベーション概論

沖　縄
（第２キャンパス）

サプライチェーンマネジメント

夏期スクーリング　スケジュール

日　程
７月２７日（月）　
～７月２９日（水）

７月３０日（木）
～８月１日（土）

８月３日（月）　
～８月５日（水）

８月６日（木）　
～８月８日（土）

本　学
プログラミング基礎 システム設計演習

定量分析とその応用 健康とスポーツ 経営史

札　幌 プログラミング基礎※

東　京 プログラミング基礎　 システム設計演習

名古屋 プログラミング基礎　 システム設計演習

大　阪 プログラミング基礎　 システム設計演習

福　岡 プログラミング基礎　 システム設計演習

「プログラミング基礎」および「システム設計演習」は６日間のスクーリングです。
※ 「プログラミング基礎」札幌会場は札幌教育センター所属の正科生Ｂのみ受講可

冬期スクーリング　スケジュール

日　程 ２月１１日（木）～２月１４日（日）

本　学
（ニセコ）

健康とスポーツ



平成２７年度 ＩＰメディア授業放映時間割
 【前　期】

時限
放　送
時間帯

チャン
ネル

月 火 水 木 金

3
13:30

～

15:00

1

情報
リテラシー

髙井　那美

英語Ⅱ
（初級英会話）

Simon Thollar

ディジタル
画像概論

髙井　那美

2
マーケティング論

坂本　英樹

初級中国語

田中　英夫

4
15:15

～

16:45

1

情報
リテラシー

髙井　那美

コミュニケーション
概論

恵藤　健二

コンピュータ
サイエンス入門

畑　　裕子

2

オペレーティング
システム基礎論

髙井　昌彰

財務会計学
基礎編

長井　敏行

 【後　期】

時限
放　送
時間帯

チャン
ネル

月 火 水 木 金

3
13:30

～

15:00

1

プログラミング
基礎

齋藤　健司

英語Ⅳ
（中級英会話）

Simon Thollar

コンピュータ
ネットワーク

広奥　暢

2

システム
設計演習

内山　俊郎

宇宙への挑戦

若松　義男

経営者と
意思決定

浜渕　久志

ネットワーク
システム概論

柳　信一

4
15:15

～

16:45

1

プログラミング
基礎

齋藤　健司

2

システム
設計演習

内山　俊郎

コンピュータ
アーキテクチャ

宮永　喜一

簿記原理
応用編

長井　敏行



ポータルサイト「無限大キャンパス」のご案内

履修登録や成績照会、インターネットメディア授業の受講等、通信教育部のポータル

サイト「無限大キャンパス」から個人トップページを通して多くの機能を利用できま

す。

◇「無限大キャンパス」へのアクセス

「無限大キャンパス」 アドレス　http://mugendai.do-johodai.ac.jp/

北海道情報大学通信教育部のホームページ（http://tsushin.do-johodai.

ac.jp/）からも入ることができます。「北海道情報大学通信教育部」のホーム

ページから「無限大キャンパス」に進んでください。



◇ＩＤ（ユーザ名）とパスワード

無限大キャンパスにアクセスし、各機能へ進むとＩＤ（ユーザ名）とパスワード

の入力が求められます。ＩＤ（ユーザ名）とパスワードは、入学時に郵送します

（正科生Ｂは教育センター経由）。

◇「無限大キャンパス」でできること

・インターネットメディア授業の受講

・オンライン科目試験

・履修登録

・各種受講手続き

・成績照会

・ＨＩＵ通信、各種申請書、学生便覧などのダウンロード

・ＦＡＱ(よくある質問と回答)

・パスワードの設定変更・再発行

・正誤表の確認

・各種申請

・電子掲示板（ｂｂｓ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

　ポータルサイトの利用・不具合等に関するお問い合わせ先

info@mugendai.do-johodai.ac.jp

電子メールのみの受付です。
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３．カリキュラム ����������������������������15

３－１．カリキュラムとは �����������������������15

３－２．本年度の開講科目 �����������������������15

３－３．適用となるカリキュラム ��������������������16
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Ⅰ．北海道情報大学　通信教育部の概要

１．北海道情報大学　建学の理念 ・ 教育目的

　北海道情報大学は、平成元年に我が国の情報化社会の黎明期に情報教育の新しい扉

を拓いた、学園創立者松尾三郎博士によって、「情報化社会の新しい大学と学問の創造」

を建学の理念として開学した大学です。

　明日の高度情報通信社会の担い手にふさわしい情報技術と知識、およびそれを支え

る幅広い教養と各種専門分野にまたがる知識の習得に裏打ちされた高度IT技術者を育

成することを目標に掲げています。また、国際情報化に適応できる国際性豊かな人材、

情報に付加価値を生み出す幅広い教養、感受性、モラル、コミュニケーション能力を

備えた人間力に優れた人材を育成することを目指しています。

２．北海道情報大学組織図

３．通信教育部　ディプロマポリシー（学位授与の方針）

　「情報化社会の新しい大学と学問の創造」の建学の理念を理解し、年齢に関係なく

学問的関心を持ち続け、何事にも挑戦し続ける姿勢を持つことを前提とし、高度情報

通信社会の担い手にふさわしい情報技術と知識、およびそれを支える幅広い教養と各

種専門分野にまたがる知識の習得し、かつ、所定の単位を修得した学生に対して学位

を授与します。

大学院

経営情報学部

通信教育部　経営情報学部

医療情報学部

情報メディア学部

北
海
道
情
報
大
学

経営ネットワーク学科

システム情報学科
システム情報学科　情報数理専攻

経営情報学研究科

先端経営学科

システム情報学科

医療情報学科

情報メディア学科
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４．通信教育部　カリキュラムポリシー（教育課程の編成方針）

　北海道情報大学通信教育部は、「経営情報学」という新しい学問的視座のもとに、「経

営」と「情報」の両分野にわたる複合的アプローチを展開しています。

　「経営ネットワーク学科」と「システム情報学科」の２学科を有し、個人の目的や

目標に合わせ、基礎から専門内容まで学べます。また、高等学校教諭１種免許状（情

報）、高等学校教諭１種免許状（商業）、高等学校教諭１種免許状（数学）の免許状取

得が可能です。

　「経営ネットワーク学科」では、いま社会で注目を集めているe-ビジネスに着目し、

インターネットを活用した新しいビジネスの構築、ネットワークの理解と創造、さら

にネットワークによって可能になる海外進出のためのコミュニケーション能力の養成

など、現代社会にマッチした企業経営を学びます。

　「システム情報学科」では、社会で求められているSE（システムエンジニア）、すな

わち企業の経営活動を理解し、最先端の情報技術を駆使して、人にやさしいシステム

を実現できる人材の育成を目指します。ビジネスの仕組みを理解するための経営分野

の基礎的な内容と、情報分野の基礎を築くコンピュータ・情報通信・ネットワークな

ど、実践的なカリキュラムのもとに学んでいきます。

　本学の授業は、「教養教育科目」「専門教育科目」「教職に関する科目」に大別され

ます。「教養教育科目」は幅広い知識の教授、知的訓練、社会の変化に対応できる能

力等の育成を目的としています。「専門教育科目」は基礎・応用・発展の３つに分類

され、学問の専門性を高めていくものです。

５．通信教育での学習

　通信教育での学習は、遠隔地教育であり、正科生Ａや科目等履修生、特修生、聴講

生は社会人の方が多いことから、在宅学習を中心に構成されています。本学または本

学が指定する施設（教育センターなど）に出向く機会は、通常、科目試験やスクーリ

ングなどの特定の場合に限られます。

　大学からの修学指導、事務連絡などは機関誌ＨＩＵ通信や郵便、インターネットの

ポータルサイトを主として行っているため、大学と学生の連絡が通学の学生に比べる

と密とは言い難い状態となります。従って、学生は本学からの指導を待つのではなく、

自ら学習計画を立てて遂行することが、円滑な学習活動を行うために必要となります。

本書や機関誌、講義概要等の配布物をよく読み、疑問な点がある場合は早めに本学へ

問い合わせて解消してください。巻頭の年間スケジュールなどを参考にして、各自、

半年・１年目～卒業までの履修計画を立てて学習活動を行うようにしましょう。

　正科生Ｂの学生は、教育センターに通学し授業に出席する必要があります。各種連

絡・指導等も教育センターを通じて行われます。

　また、通信教育では、授業の実施方法（授業形態）が複数あり、科目の特性、学生

の都合などにより、科目ごとにいずれかの授業形態を選択して学習を行うことになり

ます。「どの科目を、いつ、どの授業形態で履修するか」という、履修計画を立てる際、

授業形態により手続き、スケジュール、実施方法が大きく異なりますので十分に検討

してください。「Ⅳ．授業形態」で詳しく説明しています。
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６．北海道情報大学　通信教育部　所在地

北海道情報大学　通信教育部（本学）

　住　所　〒０６９-８５８５　北海道江
え

別
べつ

市
し

西
にし

野
のっ

幌
ぽろ

５９-２

　電　話　０１１－３８５－４００４

　ＦＡＸ　０１１－３８５－１０７４

　電子メール　hiu-tsukyo@do-johodai.ac.jp

　事務室窓口受付時間

　　　　　　月～金　９：００～１７：４５ （祝日および本学一斉休暇日を除く）

７．通信教育部　教育センター

　全国１２ヶ所に教育センターがあり、ＩＰメディ

ア授業の受講（正科生Ｂ）、スクーリング、印刷授

業およびインターネットメディア授業科目試験な

どが実施されます。

大学の地図等は…
「Ⅻ．添付資料　１．北海
道情報大学のご案内」参照

教育センターの詳細は…
「Ⅻ．添付資料　２．教育セ
ンター」参照

札幌教育センター

北海道情報大学

秋田教育センター

沖縄教育センター

第２キャンパス　

沖縄教育センター

第１キャンパス

大阪教育センター

大分教育センター

鹿児島教育センター

福岡教育センター

北九州教育センター

広島教育センター

名古屋教育センター

新潟教育センター
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８．配布物一覧

　本学からの定期的な配布物は以下のようになっています。

配布物 配布時期 内　　　　　　容

学生便覧

（本冊子）

入学時および

毎年２月中旬

入学から卒業までの学習の仕方・事務上の手続

き・通信教育部学生としての遵守事項等が説明

されています。必ず一度は目を通してください。

卒業まで保管してください。

講義概要 入学時および

毎年２月中旬

科目を履修する際に必要となる各種情報（科目

の概要、講義の方針・計画等）が記載されてい

ます。

機関誌

「ＨＩＵ通信」

合格後

毎月１０日頃
※手元に届くのは
１２～１３日頃
になります。届
かない場合はご
連絡ください。

事務部からの連絡事項やスクーリング・科目試

験の申込に関する案内、詳しい日程等の学事事

項などで構成されています。また、巻末には質

問票や各種用紙等が添付されています。機関誌

は、掲示板の役割を果たし最新の情報が記載さ

れていますので、毎月必ず目を通してくださ
い。

学習用プリント集

（ＣＤ-ＲＯＭ）

入学時および

毎年３月中旬

教科書を読んで自主学習を行う上での指針・学

習のポイント等が記載されています。

レポート課題集

　 同 　別冊

入学時および

毎年２月中旬

印刷授業で提出するレポート課題や実習課題が

まとめられています。

レポート用紙

（送付用紙、返送

用紙、採点票、裏

表紙）	

入学時および

毎年２月中旬

レポートや実習課題を作成・提出する際に使用

します。補助教材配布時に一律２０部送付され

ます。不足する場合は、別途追加の申請をして

ください。

※原稿用紙は配付しません。各自ご用意くださ

　い。

教職課程履修案内 入学時および

毎年２月中旬

教職課程に関する科目一覧・履修方法・注意事

項等が記載されています。教職課程登録者はよ

く読んで履修計画を立ててください。

教科書の購入については「Ⅵ．履修登録と教材の購入　７．教材の購入」を参照してください。
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Ⅱ．学　籍

１．正科生

在宅学習中心の「正科生Ａ」と本学指定の専門学校（教育センター）に通う

ダブルスクールの「正科生Ｂ」の２つの種類があります。どちらも、本学卒

業を目標に修学していきます。

１－１．学籍番号

学生固有の７桁の番号で、本学への問い合わせをする際に必要となります。番

号は、桁毎に次のような意味があります。

	１５	 －	 ７	 －	 ００００
	 ↑	 	 ↑	 	 ↑

入学年度	 通信教育部生	 連番

	 	 の意　　　　	　　　 (0001 ～ 1999)

本年度２年次編入学・再入学・転籍…１４

本年度３年次編入学・再入学・転籍…１３

本年度４年次再入学・転籍……………１２

１－２．正科生の修業年限・最長在学年限

正科生の修業年限（入学してから卒業するまでの最短の年数）と最長在学年

限は次の表の通りです。

入学区分 修業年限 最長在学年限

１年次入学・再入学・転籍 ４年 １０年

２年次編入学・再入学・転籍 ３年 　９年

３年次編入学・再入学・転籍 ２年 　８年

４年次再入学・転籍 １年 　７年

何らかの事情によって修業年限で卒業できなかった場合は、最長在学年限まで

在学することができます。最長在学年限を超えると除籍となりますので、注

意してください。
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１－３．学　　年

学年は、入学からの年数ではなく、休学期間などを除いた在学期間により定

められます。在学期間は月単位でカウントし、休学した期間は在学期間に算

入しません。また、学年があがるのは年度の初めのみです。年度の途中で在

学期間の条件が満たされても学年があがることはありません。

例１

H27.4	 H28.4	 H29.4	 H30.4

在学 休　学 在学 在学

←　１年生　→ ←　　２年生　　→ ←　３年生　→

例２

H27.4	 H28.4	 H28.10	 H29.4	 H30.4

在学 在学 休学 在学 在学

←　１年生　→ ←　　２年生　　→ ←　３年生　→

　　　　　※H29.10.1には3年生になる在学期間を満たしているが、年度途中なので

この時点では学年はあがらない。

例３

H27.10	 H28.4	 H29.4	 H30.4

在学 在学 在学 在学

←　１年生　→ ←　２年生　→ ←　３年生　→

　　　　　※H28.10.1には2年生になる在学期間を満たしているが、年度途中なので

この時点では学年はあがらない。

１－４．学 生 証

学生証は、学生の身分を証明するために大学が発行している身分証明書です。

試験の受験・スクーリングの受講、その他必要な場合呈示が求められます。在

学中は必ず携行し、紛失した場合は速やかに再発行の手続きを取ってください。

学生証の有効期限は、入学時（４月または１０月）から修業年限までです。

修業年限を超えて在籍する場合は、毎年所定の手続きによって更新しなければ

なりません。卒業・退学・除籍等で大学の籍が無くなる場合は、必ず返却して

ください。

再発行手続きは…
「Ⅷ．事務手続き　５．学
生証（受講証）の更新と再
発行」参照
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１－５．学籍異動

在学中以下のような学籍異動を行うことができます。

　(1)休　学
やむを得ない事情により次学期から修学することのできない者は、事前に許可

を得て休学することができます。

その他に、病気等の事情によっては本学から休

学を命ずることがあります。

　　　期　間

　　　　　・休学は学期単位（前期・後期・前後期）です。一度に許可できる期間は

１年間までで、年度をまたぐことはできません。次年度も引き続き休学

する場合は、あらためて休学願を提出する必要があります。

　　　　　　　　前期：４月１日～９月３０日

　　　　　　　　後期：１０月１日～３月３１日

　　　　　・学期途中からの休学、および遡って休学することはできません。

　　　　　・休学期間は通算で４年間までです。

　　　　　・休学した学期は在学期間に算入されません。

　　　休学月数のカウント方法

　　　　　・休学期間は月単位でカウントします。例えば前期休学であれば、休学期

間は６ヵ月です。

　　　学　費

　　　　　・休学中は、学費は免除されます。

　　　　　　ただし、休学料として前期・後期ごとに１０．０００円の支払いが必要です。

　　　　　　≪注≫休学終了までに休学料の未納が解消しない場合は除籍となります。

　　　　　例１：翌年度１年間（４月１日～翌３月３１日）の休学を願い出た場合

　　　　　　　　前期分・後期分の休学料（各１０，０００円）を納入する

　　　　　例２：後期（１０月１日～翌３月３１日）の休学を願い出た場合

　　　　　　　　後期分の休学料（１０，０００円）を納入する

　　　休学願の提出にあたって

　　　　　・記載内容に不備（保証人の氏名が本学への届出と異なる等）があると受

付できません。

　　　　　・未納の学費（スクーリング受講料、インターネットメディア授業受講料、

教職課程受講料、教材料含む）がある場合は受け付けることができませ

ん。

休学手続きは…
「Ⅷ．事務手続き　３－１．
休学手続き」参照
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　　　休学願の受付期限

　　　　　・ＨＩＵ通信にて連絡します。

　　　　　・期日までに手続きが完了しない場合は学費の支払い義務が生じますの

で、提出期日には注意してください。

　　　その他

　　　　　・休学中は、レポート提出、科目試験受験、スクーリング出席等の学習活

動はできません。

　　　　　・休学学期以前に受けた科目試験の成績は保持されます。

　　　　　・休学中もＨＩＵ通信は送付します。

　(2)復　学
　　　休学の事由が終了した時は、復学を願い出ることができます。

　　　復学のタイミング

　　　　　・復学は学期の始め（前期：４月１日、後期：１０月１日）に限ります。

　　　　　・１年間休学の承認を受けている場合でも、後期から復学可能です。

　　　復学願の提出にあたって

　　　　　・記載内容に不備（保証人の氏名が本学への届出と異なる等）があると受

付できません。

　　　　　・休学料の未納がある場合は受け付けることができません。

　　　　　　≪注≫休学終了までに休学料の未納が解消しない場合は除籍となります。

　　　復学願の受付期限

　　　　　・ＨＩＵ通信および個別の通知にて連絡します。

　　　復学時の手続き

　　　　　・復学の手続きと同時に、履修登録等の手続きが必要となります。

　　　　　・正科生Ｂは所属センターの指示に従ってください。

　　　復学願の未提出

　　　　　・次学期の休学願・退学願どちらも提出されていない場合は、復学するも

のとして扱います。

復学の手続きは…
「Ⅷ．事務手続き　３－２．
復学手続き」参照
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　(3)退　学
　　　退学しようとする者は、退学願を提出し、許可を得なければなりません。

　　　退学願の提出にあたって

　　　　　・記載内容に不備（保証人の氏名が本学への届出と異なる等）があると受

付できません。

　　　　　・未納の学費（スクーリング受講料、インターネットメディア授業受講料、

教職課程受講料、教材料含む）がある場合は受け付けることができません。

　　　退学願の受付期限

　　　　　・退学願は随時受け付けますが、学期末の退学願の受付締切日はそれぞれ

別に定め、ＨＩＵ通信にて連絡します。

　　　　　・学期末に手続きを行う場合、期日までに手続きを完了できない場合は、

次学期在学扱いとなり学費の支払い義務が生じますので、学期末の提出

期日には注意してください。

　(4)除　籍
次の事項に該当する者は除籍となります。除籍者には一部例外を除き除籍通知

を送付します。

　　　・最長在学年限を超えてなお卒業し得ない者

　　　・所定の授業料、およびその他の納入金を期日までに納入せず、かつ督促に応

じない者

　　　・休学期間を超えてなお復学できない者

　　　・成業の見込みのない者

　(5)卒　業
以下の条件を全て満たしている者については卒業を認

め、学士（経営情報学）の学位および学位記を授与します。

・修業年限以上在学した者

・所定の単位を修得した者

・学費および諸経費を完納した者

　(6)再入学
退学した者（懲戒による退学を除く）、在学年限を超えて卒業できなかった者、

または学費未納により除籍となった者が、再度本学通信教育部正科生として入

学を希望する場合は、再入学することができます。

カリキュラム、学費等納付金および在学年限は、再入学する年度の当該学年の

学生と同じになります。学籍番号の左２桁が該当学年の入学年度を表していま

す。

再入学手続きの詳細は入学志願要項に記載されていますので、再入学を希望さ

れる場合は入学志願要項を取り寄せてください。

卒業については…
「Ⅲ．卒業要件とカリ
キュラム」参照
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２．科目等履修生

科目等履修生は、本学で開講している科目のうち、教育職員免許状の取得や教

養・研修のために必要な科目のみを履修します。

２－１．学籍番号

学生固有の７桁の番号で、本学への問い合わせをする際に必要となります。番

号は、桁毎に次のような意味があります。

　１５　　－　　７　　－　　７　　－　　０００
	 ↑	 ↑	 ↑	 ↑

	入学年度	 通信教育	 科目等履修生	 連番

	 	 部生の意	 の意　　　　	　　　(001 ～ 999)

２－２．科目等履修生の在籍期間

科目等履修生の在籍期間は次の表の通りです。

入学区分 在籍期間 最長在籍期間

科目等履修生 １年 ４年

在籍期間終了前に継続の手続きをすることにより、在籍期間を１年間延長する

ことができます。継続は３回まで、最長４年間在籍することができます。継続

の手続きがなければ、１年間で終了となります。

２－３．受 講 証

受講証は、本学の科目等履修生であることを証

明するために大学が発行している身分証明書

です。試験の受験・スクーリングの受講、その

他必要な場合呈示が求められます。在籍中は、

必ず携行し、紛失した場合は速やかに再発行の

手続きを取ってください。

受講証の有効期限は１年間です。継続する場合は、毎年所定の手続きによって

更新しなければなりません。科目等履修生を終了する場合は、必ず返却してく

ださい。

再発行手続きは…
「Ⅷ．事務手続き　５．学
生証 (受講証 )の更新と再
発行」参照
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２－４．学籍異動

科目等履修生は１年単位の在籍となり、期間満了で自動的に終了となります。

休学はできません。

　(1)継　続
終了前に所定の手続きをすることにより、１年単位で継続して在籍することが

できます。継続手続きが可能な回数は３回までです。継続している間は正科生

と同様に学習内容を保持します（不合格科目の再履修など）。

手続きについては、期間満了前にＨＩＵ通信等で案内します。

　(2)終　了
継続の手続きをしない場合は、１年単位で自動的に終了となります。

３回継続しそれ以上継続できなくなった場合も、自動的に終了となります。

「休学・退学願」（本冊子巻末）により退学手続きをすることで、期間途中の学

期末に終了することができます。受付締切日はＨＩＵ通信にて連絡します。

例１（春期入学生）

	 H27.4入学	 H28.3終了

1年間

例２（春期入学生で継続）

	 H27.4入学	 H28.3継続	 H29.3終了

1年間 1年間

例３（秋期入学生）

	 H27.10入学	 H28.3	 H28.9終了

1年間

　　　　平成２８年３月で年度は変わるが、在籍は１年単位なので、

　　　　平成２８年９月で終了となる。
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３．特修生

特修生は、大学入学資格を持たない方が、本学通信教育部の正科生Ａ１年次へ

の入学資格を得るために１年間で所定の単位を修得し入学を目指すものです。

３－１．学籍番号

学生固有の７桁の番号で、本学への問い合わせをする際に必要となります。番

号は、桁毎に次のような意味があります。

　１５　　－　　７　　－　　８　　－　　０００
	 ↑	 ↑	 ↑	 ↑

	 入学年度	 通信教育	 特修生の意	 連番

	 	 部生の意	 	 　　　(001 ～ 999)

　　　　

３－２．特修生の在籍期間

特修生の在籍期間は次の表の通りです。

入学区分 在籍期間 最長在籍期間

特　修　生 １年 ２年

正科生Ａへの入学資格を１年間で取得できない場合は、さらに１年間延長する

ことができます。２年目は授業料を徴収しません。

２年間で正科生Ａへの入学資格を取得できない場合は終了となります。再度特

修生となるには、全ての手続きを新規に行わなければなりません。また、所定

の単位を全て修得し直す必要があります。

３－３．受 講 証

受講証は、本学の特修生であることを証明する

ために大学が発行している身分証明書です。試

験の受験・スクーリングの受講、その他必要な

場合呈示が求められます。在籍中は、必ず携行

し、紛失した場合は速やかに再発行の手続きを

取ってください。

受講証の有効期限は１年間です。２年目も在籍する場合は、所定の手続きによ

って更新しなければなりません。本学通信教育部正科生Ａへの入学資格を得た

場合または終了する場合は、必ず返却してください。

再発行手続きは…
「Ⅷ．事務手続き　５．学
生証 (受講証 )の更新と再
発行」参照
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３－４．学籍異動

特修生は１年単位の在籍となります。休学はできません。

　(1)継　続
１年間の終了前に所定単位を修得していない場合は、さらに１年間延長して

修学することができます。（自動延長。ただし、受講証の更新手続きは必要で

す。）

　(2)修　了
１年以上在籍し本学正科生Ａへの入学資格を得た場合、修了となります。２年

間で正科生Ａへの入学資格を取得できない場合は終了となります。

「休学・退学願」（本冊子巻末）により退学手続きをすることで、期間途中の学

期末に終了することができます。受付締切日はＨＩＵ通信にて連絡します。

３－５．正科生への入学資格

特修生が、本学通信教育部正科生Ａへの入学資格を取得するためには、次の条

件を満たすことが必要です。

・在籍期間

　　本学通信教育部の特修生として１年以上在籍すること。

・必要単位数

「Ⅲ．卒業要件とカリキュラム　７．特修生のカリキュラム」に記載され

ている科目の中から１６単位以上修得すること。

・資格の有効期限

　　入学資格は、取得から２年間有効です。これを超えると資格は失効します。

３－６．単位認定

特修生で修得した単位は、正科生Ａへ入学する際に既修得単位として認定しま

す。認定される単位数は１６単位までです。詳細は別途お問い合わせください。

３－７．その他

特修生から正科生Ａへの出願のタイミングは、正科生Ａの志願受付期間中のみ

となります。
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４．聴講生

仕事上のスキルアップや生涯学習の一環として本学の授業科目の一部を学習し

たいという方は、聴講生として在籍できます。聴講生には、単位の付与はあり

ません。

４－１．聴講生番号

学生固有の７桁の番号で、本学への問い合わせをする際に必要となります。番

号は、桁毎に次のような意味があります。

　１５　 － 　７　 － 　９　 － 　０００
	 ↑	 ↑	 ↑	 ↑

	入学年度	 通信教育	聴講生の意	 連番

	 	 部生の意	 	 　　　(001 ～ 999)

４－２．聴講生の聴講期間

聴講期間は６ヶ月間です。継続して聴講を希望する場合は改めて出願する必要

があります。

４－３．終　了

６ヶ月単位で自動的に終了となります。途中の休学、退学などはできません。

４－４．学習と単位修得

聴講生は学習にあたって教員の指導を受けることはできますが、単位の付与は

ありません。
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Ⅲ．卒業要件とカリキュラム

１．卒業要件

次の要件をすべて満たした学期で卒業となります。卒業となる方には本学から

通知を送付します。

・修業年限以上の在学（Ⅱ.学籍 １.正科生　参照）

・必要な単位数の修得（本項４および５参照）

・学費の完納

２．卒業に必要な単位数

卒業に必要な単位数は１２４単位以上です。このうち３０単位以上は面接授業

で修得する必要があります。

教職に関する科目は、修得しても卒業要件に含まれません。

３．カリキュラム

卒業要件科目は適用されるカリキュラム毎に異なります。次ページを確認のう

え、卒業に向けた履修計画を立てるようにしてください。

本年度入学した正科生は、カリキュラム（’０５）または（’１５）が適用されます。

在学している正科生は、入学年度によって、カリキュラム（’０３）または（’０５）

が適用されます。「Ⅺ．授業科目一覧」をよく確認し、自分の卒業要件を間違いの

ないように把握してください。

３－１．カリキュラムとは

カリキュラムとは、教育目標の達成のために編成され提供される教育内容のこ

とです。本学通信教育部では開設以来、数回のカリキュラム改正を行っていま

すが、カリキュラムは入学時のものが卒業まで適用されるため、現在は複数の

カリキュラムが同時に存在する状態となっています。適用となるカリキュラム

によって、履修できる科目、必修選択の区分、卒業に必要な単位数の内訳など

が異なります。

「卒業要件カリキュラム」と「教職課程カリキュラム」の２種類のカリキュラ

ムが存在しますが、本書では「卒業要件カリキュラム」について説明していき
ます。「教職課程カリキュラム」については別冊子「平成２７年度　教職課程

履修案内」にて確認してください。

３－２．本年度の開講科目

本年度はカリキュラム（’０５）、（’１５）から授業が開講されます。
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３－３．適用となるカリキュラム

(1)正科生のカリキュラム
正科生は下の表で適用となるカリキュラムを確認し、自分がどのカリキュ

ラムに基づいて学習を行うのかよく把握しておいてください。

カリキュラムの科目詳細は、それぞれのカリキュラムの科目一覧を参照し

てください。

(2)科目等履修生のカリキュラム
受講年度に実施されるカリキュラムの科目を履修、修得することになりま

すが、継続する場合は正科生と同様に最初に入学した時のカリキュラムが

適用されます。

(3)特修生のカリキュラム
特修生のカリキュラムは別にあります。「７．特修生のカリキュラム」を

参照してください。

(4)聴講生のカリキュラム
聴講生のカリキュラムは別にあります。「８．聴講生のカリキュラム」を

参照してください。

〈正科生・科目等履修生　適用カリキュラム一覧表〉

学籍番号の左２桁 卒業要件カリキュラム 教職課程カリキュラム

１５

経営ネットワーク学科
カリキュラム （‘０５）

カリキュラム （‘１５）
システム情報学科

システム情報学科
情報数理専攻

カリキュラム （‘１５）

１３ ・ １４ カリキュラム （' ０５） カリキュラム （' １３）

１１ ・ １２ カリキュラム （' ０５） カリキュラム （' １１）

１０ カリキュラム （' ０５） カリキュラム （' １０）

０９ カリキュラム （' ０５） カリキュラム （' ０９）

０７ ・ ０８ カリキュラム （' ０５） カリキュラム （' ０７）

０５ ・ ０６ カリキュラム （' ０５） カリキュラム （' ０５）

０４ カリキュラム （' ０３） カリキュラム （' ０３）
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４．科目の分類によって必要な単位数

科目の内容（分類）および必修・選択の違いにより修得すべき科目や単位数が

決められています。

編入学生は入学時に単位数の減免措置（一括認定）を行いますので、本学に入

学後修得すべき単位数は卒業所要単位数（１２４単位）より少なくなります。

詳細は４－２、４－３を参照してください。

・必修単位とは、卒業までに必ず修得しなければならない科目の単位です。

・選択単位とは、卒業までに選択科目の中からいずれかを選んで修得する科目

の単位です。

４－１．１年次入学生

　平成１７～２７年度１年次入学生…適用カリキュラム(’０５)(’１５)
　　　＜必要修得単位数＞

分　　類
修　得　単　位

カリキュラム (’０５) カリキュラム (’１５)

教養教

育科目

教 養 科 目
全科目区分より

合計１２４単位以上

※必修科目はありません

全科目区分より
合計１２４単位以上

※必修科目は「４－４．
　情報数理専攻の学生」
　を参照してください

外国語科目

専門教

育科目

基 　 礎

応 　 用

発 　 展

　平成１６年度１年次入学生…適用カリキュラム(’０３)
　　　＜必要修得単位数＞

分　　類 修得単位 学　　科 必　修 選　択

教
養
教
育
科
目

基礎技
法科目

技法１ 6単位 共通 6単位 なし

技法２ 6単位 共通 2単位 4単位以上

情報社会の

人間教育科目
16単位以上 共通 なし 16単位以上

専門教育科目 96単位以上
経営ネットワーク 14単位 82単位以上

システム情報 12単位 84単位以上

必要修得単位数

合計
124単位以上

経営ネットワーク 22単位 102単位以上

システム情報 20単位 104単位以上
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４－２．２年次編入学生

　平成２０～２７年度２年次編入学生…適用カリキュラム(’０５)
　　　＜必要修得単位数＞

分　　類 修　得　単　位 一括認定単位数

教養教

育科目

教 養 科 目
全科目区分より

合計94単位以上

※必修科目はありません

30単位

外国語科目

専門教

育科目

基　　　礎

応　　　用

発　　　展

４－３．３年次編入学生

　平成１９～２７年度３年次編入学生…適用カリキュラム(’０５)
　　　＜必要修得単位数＞

分　　類 修　得　単　位 一括認定単位数

教養教

育科目

教 養 科 目
全科目区分より

合計62単位以上

※必修科目はありません

62単位

外国語科目

専門教

育科目

基　　　礎

応　　　用

発　　　展

　平成１８年度３年次編入学生…適用カリキュラム(’０３)
　　　＜必要修得単位数＞

分　　類 修得単位 学　　科 必　修 選　択
一括認定

単位数

教
養
教
育
科
目

基礎
技法
科目

技法１ なし 共通 なし なし ６単位

技法２ なし 共通 なし なし ６単位

情報社会の　

人間教育科目
なし 共通 なし なし 16単位

専門教育科目 62単位以上
経営ネットワーク 14単位 48単位以上 34単位

システム情報 12単位 50単位以上 34単位

必要修得単位数

合計
62単位以上

経営ネットワーク 14単位 48単位以上

システム情報 12単位 50単位以上
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４－４．情報数理専攻の学生

　システム情報学科情報数理専攻に所属する正科生は、以下の必修科目の３４

単位を含めて、１２４単位を修得する必要があります。

　　　・必修科目（１４科目２８単位修得）

科　目　名 単位数

行列と連立１次方程式 ２

三角関数・指数関数・対数関数 ２

複素数 ２

一変数の微分法 ２

一変数の積分法 ２

データ解析入門 ２

ベクトル空間と線形写像 ２

システム設計演習 ２

ディジタル画像概論 ２

代数学 ２

確率論 ２

情報職業論 ２

データベースシステム ２

統計概論 ２

　　　・選択必修科目（４科目中６単位以上修得）

科　目　名 単位数

基礎数学 ２

プログラム言語Ⅰ ４

多変数関数の解析 ２

応用数学 ２
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５．授業形態の分類によって必要な単位数

５－１．面接授業での修得が必要な単位数

「４．科目の分類によって必要な単位数」のうち、面接授業での修得が必要な

単位数が決められています。面接授業で修得しなければならない単位数は次の

通りです。

入学区分
面接授業で必要な

単位数
入学時一括認定
面接授業単位数

1年次入学生 ３０単位以上 なし

２年次編入学生 ２２単位以上 ８単位まで

３年次編入学生 １４単位以上 １６単位まで

５－２．一括認定面接授業単位数の上限

編入学した学生で、前に在学していた大学（または短期大学）が通信教育課程

だった場合、その大学で修得した面接授業の単位が本学の入学時一括認定面接

授業単位数の上限に満たないときは、これまで修得してきた面接授業の単位数

を上限に認定します。この場合、本学で修得しなくてはならない面接授業の単

位数は、その不足分加算されます。

５－３．メディア授業の振替

インターネットメディア授業およびＩＰメディア授業で修得した単位は、面接

授業で修得した単位に振り替えることができます。

各メディア授業で修得した単位数　＋　面接授業で修得した単位数　＋　入学

時一括認定面接授業単位数の合計が３０単位以上であれば、卒業に必要な面接

授業単位を満たします。ただし、教職に関する科目は、面接授業や各メディア
授業で修得しても卒業要件に含まれません。

６．その他

・入学時の一括認定面接授業単位数は、科目分類による一括認定単位数に含ま

れます。それぞれの一括認定単位数を合計して卒業に必要な単位数１２４単

位から差し引くことはできません。

・編入学生でカリキュラム（’０３）が適用される場合、一括認定されていて

修得の必要がない科目分類に属する科目でも、面接授業や各メディア授業で

修得することができます。その際の卒業要件上の取扱いは次のようになりま

す。

科目分類による卒業要件…選択科目の修得単位としてカウント

授業形態による卒業要件…それぞれ面接授業や各メディア授業で修得した

単位としてカウント
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７．特修生のカリキュラム

特修生が履修できる授業科目は次の表の科目のみとなります。授業形態は印刷

授業、面接授業およびインターネットメディア授業のいずれで履修しても構い

ません。各科目の授業形態については「Ⅺ．授業科目一覧　１．平成２７年度

授業科目一覧」を参照してください。

科目分類 科　目　名 単位数

教
養
教
育
科
目

教
養
科
目

心理学 ２

哲学 ２

物理学の基礎 ２

基礎生命科学 ２

ミステリを読む ２

サスティナビリティ学 ２

モチベーションの科学 ２

情報を食べる ２

メディア・リテラシー入門 ２

外
国
語
科
目

英語Ⅰ（初級英語読解） ２

英語Ⅱ（初級英会話） ２

英語Ⅲ（中級英語読解） ２

初級中国語 ２

専
門
教
育
科
目

法学 ２

経済学入門 ２

情報リテラシー ２

行列と連立１次方程式 ２

基礎数学 ２

コンピュータサイエンス入門 ２

コンピュータアーキテクチャ ２

プログラムの仕組み ２

三角関数・指数関数・対数関数 ２

ベクトル空間と線形写像 ２

在籍期間を満たし、科目分類に関係なく上記の表にある科目から合計１６単位

以上を修得することで、本学通信教育部正科生Ａへの入学資格を得ることがで

きます。
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８．聴講生のカリキュラム

聴講生が聴講できる授業科目は次の表の科目のみとなります。また、授業形態

はインターネットメディア授業のみとなります。

区分 授業科目

教
養
教
育
科
目

物理学の基礎

英語Ⅱ（初級英会話）

英語Ⅳ（中級英会話）

初級中国語

専
門
教
育
科
目
（
基
礎
）

マーケティング論

情報リテラシー

基礎数学

コンピュータサイエンス入門

コンピュータアーキテクチャ

オペレーティングシステム基礎論

コミュニケーション概論

医学医療

一変数の微分法

専
門
教
育
科
目
（
応
用
）

経営者と意思決定

簿記原理応用編

財務会計学基礎編

情報システム学概論Ⅰ

情報システム学概論Ⅱ

プログラミング基礎

ディジタル画像概論

プログラム言語Ⅰ

医療制度と医療情報システム

専
門
教
育
科
目
（
発
展
）

ｅ－ビジネス総論

アントレプレナーシップ論

ＥＲＰシステム

知的所有権論

データベースシステム

コンピュータネットワーク

サーバ構築演習

ソフトウェアエンジニアリング

食と健康情報
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Ⅳ．授業形態

本学通信教育部における授業形態には次の４種類があります。

・印刷授業

・面接授業（スクーリング）

・インターネットメディア授業（正科生Ｂは一部の科目のみ履修可）

・ＩＰメディア授業（正科生Ｂのみ履修可）

１．印刷授業

１－１．印刷授業の概要

　(1)印刷授業の概要
印刷授業は、学習用プリント集などに沿って教科書をもとに学習する「自主学

習」が主です。計画的に毎日学習を進めていく必要があります。学習は教科書

が中心ではありますが、できるだけ参考図書を読むなどして、内容を充実させ

るように心掛けましょう。

また、印刷授業ではレポート提出が義務づけられています。レポート課題集お

よびレポート課題集別冊の設題に沿ってレポートを作成し、科目試験時に提出

します。なお、レポート提出および科目試験は、会場で実施する科目とオンラ

インで実施する科目があります。

≪「健康科学」について ≫

　この科目は、科目試験を行わずレポートで評価されます。

　ＨＩＵ通信で案内する期間中に本学必着で送付してください。

学習の仕方・担当教員への質問の出し方に
ついては…　
「Ⅶ．学習の進め方　２．質問の仕方」参照
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　(2)印刷授業の流れ

履修登録
教材申込

⇩
教材到着

⇩
自主学習

レポート作成

⇩
※　 受験申込 　　

⇩
レポート提出
科目試験受験

⇩
レポート合格

科目試験合格

⇩
単位修得

　　　※オンラインでレポート提出・科目試験を実施する科目は受験申込不要です。

１－２．印刷授業の学習方法

　(1)履修登録・教材申込
印刷授業で学習するには、まず履修登録することが必要です。オンラインまた

は用紙で登録します。用紙は年度ごと（一部学生は後期の始め）に本学から送

られます。履修登録の仕方をよく読んで履修登録をしてください。

　(2)教材到着
教科書は、指定業者から代金引換便で送られます。

なるべく早く学習が開始できるように、準備のでき

たものから何回かに分けて送ることがあります。

教材を入手した時点から
学習開始です

科目試験受験時に

レポートを持参・提出

試験成績送付時期（予定）
・前期①　　６月下旬
・前期②　　８月下旬
・後期①　１２月下旬
・後期②　　２月下旬

申込案内掲載予定号
・前期 ①　ＨＩＵ通信４月号
・前期 ②　ＨＩＵ通信６月号
・後期 ①　ＨＩＵ通信１０月号
・後期 ②　ＨＩＵ通信１２月号

科目試験受験許可証交付

履修登録、教材の申込方
法については…　
「Ⅵ．履修登録と教材の
購入」参照

※レポート持参を忘れないように！
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　(3)自主学習・レポート作成
学習の仕方は、「Ⅶ．学習の進め方」を参考にしてください。

印刷授業ではレポート提出が義務づけられています。レポートの作成は、学生

便覧等と一緒に送られるレポート課題集の課題に沿って行います。詳しくは、

「Ⅶ．学習の進め方　３．レポートの作成・提出」を参照してください。

　(4)受験申込
各会場で実施する科目試験の受験には、試験の都度申込が必要です。
履修登録をしていない科目は申込できません。同一

時に実施される科目の中から、いずれか１科目を選

んで申込みます。試験月前月のＨＩＵ通信にて期限
等を案内しますので、申込忘れのないようご注意く
ださい。

　(5)レポート提出・科目試験受験・単位修得
受験の際に、受験科目のレポートを持参し提出します。

（もし忘れた場合は、現場の指示に従ってください。）

受験せずにレポートのみを提出することはできません。

レポートと試験の両方に合格すると単位が付与されます。

＜レポートは合格で科目試験は不合格だった場合＞

平成２１年度以降にレポートに合格した科目は、学籍がなくなるまで

その合格は有効です。次回の科目試験受験時にレポートの提出は必要

ありません。

＜レポートが不合格・未提出の場合＞

試験の採点はレポートに合格していること

が前提です。そのため、レポートが不合格・
未提出の場合、試験も不合格と同じ扱いに
なります。次回、もう一度レポートの提出

と科目試験の受験が必要です。

　(6)オンラインレポート提出・オンライン科目試験
オンラインで実施するレポート提出・科目試験については、無限大キャンパス

の「印刷授業 オンライン科目試験」ページで案内します。「Ⅶ．学習の進め方

３．レポートの作成・提出、４．科目試験」とあわせて確認してください。

　(7)成績発送
試験成績の送付時期は次の通りです（予定）。

　前期 ① 　６月下旬　　　前期 ② 　８月下旬

　後期 ① １２月下旬　　　後期 ② 　２月下旬

それぞれの結果を確認して、次回の受験申込をしてください。

科目試験については…
「Ⅶ．学習の進め方　
４．科目試験」参照

レポートについては…
「Ⅶ．学習の進め方　
３．レポートの作成・
提出」参照

重  要



－ 26 －Ⅳ　授業形態

Ⅳ
授
業
形
態

２．面接授業（スクーリング）

２－１．面接授業の概要

　(1)面接授業の概要
面接授業は、直接担当教員から短期集中で講義を受ける授業形態です。

最終日に実施する科目試験に合格することで単位修得となります。

　(2)面接授業の種類
・地方スクーリング

春と冬に全国にある教育センター

（もしくは教育センターのある地域

の別会場）および東京で実施

・夏期スクーリング

７～８月に本学、札幌（札幌教育セ

ンター所属の正科生Ｂのみ）、東京、名古屋、大阪、福岡で実施

・冬期スクーリング

　　　２月に北海道内のスキー場（ニセコ予定）で実施

　(3)面接授業の流れ

履修登録
教材申込

⇩
教材到着

⇩
受講申込

⇩
受講料納入

⇩
スクーリング受講
科目試験受験

⇩
科目試験合格

⇩
単位修得

申込案内掲載予定のＨＩＵ通信
・前期地方スクーリング　ＨＩＵ通信４月号
・夏期スクーリング　　　ＨＩＵ通信６月号
・後期地方スクーリング　ＨＩＵ通信１０月号
・冬期スクーリング　　　ＨＩＵ通信１１月号
※掲載号は前後する場合があります

スクーリング受講許可証交付
受講料納入用紙発送

試験成績送付時期（予定）
・前期地方スクーリング　８月上旬
・夏期スクーリング　　　９月上旬
・後期地方スクーリング　２月中旬
・冬期スクーリング　　　２月下旬

スクーリング会場については…
「Ⅻ．添付資料　２．教育セン
ター」および「Ⅻ．添付資料　３．
その他の科目試験・スクーリン
グ会場」参照
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２－２．面接授業の学習方法 

　(1)履修登録
スクーリングを受講するには、まずは履修登録

することが必要です。オンラインまたは用紙で

登録します。用紙は年度ごと（一部学生は後期

の始め）に本学から送られます。履修登録の仕

方をよく読んで履修登録をしてください。

年間スケジュールが決まっていますので、日程・会場等を確認して受講可能な

スクーリングを履修登録してください。

・会場について

希望の会場で受講してください。ただし正科生Ｂは、地方スクーリングに

ついては指定の会場で受講してください。

　(2)受講申込
スクーリングは履修登録だけでは受講できません。

スクーリングを受講する場合は、ＨＩＵ通信で案内される

申込案内に従って受講申込をする必要があります。

・掲載予定のＨＩＵ通信

　　　前期地方スクーリング　　ＨＩＵ通信　４月号

　　　夏期スクーリング　　　　ＨＩＵ通信　６月号

　　　後期地方スクーリング　　ＨＩＵ通信１０月号

　　　冬期スクーリング　　　　ＨＩＵ通信１１月号

・受講許可証の発送

申込があった科目について受講許可証を発送します。

　(3)受講料納入
スクーリングを受講するには、別途「スクーリング受講料」

が必要です。受講申込をした科目について、学費支払者

宛に振込用紙を送付しますので、指定期日までに納入して

ください。受講料が納入されないと、学費未納による除籍

の対象となり、成績がつきませんので注意してください。

　(4)スクーリング受講・科目試験・単位修得
・受講当日に必要なもの

・スクーリング最終日の授業終了後に試験を実施します。

　試験に合格すると単位が付与されます。

※一部科目は後日提出物あり。
（「Ⅶ．学習の進め方 ５．実習の実施方法」参照）

・短期間（３日間または６日間）に集中して講義を受

けますので、欠席・遅刻・早退等はないようにしてください。

学生証（受講証）、スクーリング受講許可証、指定教科書、
筆記用具、その他指定のあったもの

スクーリングスケジュール
については…
巻頭「平成２7年度面接授
業日程」参照

科目試験については…
「Ⅶ．学習の進め方
４．科目試験」参照

スクーリング受講料に
ついては…
「X．学費　６－１．
スクーリング受講料」
参照

重  要



－ 28 －Ⅳ　授業形態

Ⅳ
授
業
形
態

　(5)成績発送
試験成績の送付時期は次の通りです（予定）。

　・前期地方スクーリング　８月上旬

　・夏期スクーリング　　　９月上旬

　・後期地方スクーリング　２月中旬

　・冬期スクーリング　　　２月下旬

２－３．スクーリング日程

スクーリングの日程は次の通りとなっています。各開催地での開講科目は年

度により異なります。日程・科目・会場等の詳細については、巻頭「平成

２７年度面接授業日程」を参照してください。

　(1)地方スクーリング
・日程　前期（１）…　６月１２日(金) ～　６月１４日(日)

　　　　前期（２）…　７月　３日(金) ～　７月　５日(日)

　　　　後期（１）…１２月１１日(金) ～１２月１３日(日)

　　　　後期（２）…　１月　８日(金) ～　１月１０日(日)

・時間　９：００～１７：４５

　　　　　※最終日の授業終了後に科目試験を実施します。

・場所　各教育センター（または同地区別会場）および東京会場

　　　　　※一部スクーリングを実施しない教育センターがあります。

　(2)夏期スクーリング
・日程　夏期（１）…　７月２７日(月)～　８月　１日(土)

　　　　夏期（２）…　８月　３日(月)～　８月　８日(土)

　　　　月～水 ・ 木～土の各３日間　または　月～土の６日間

・時間　９：００～１７：４５

　　　　　※最終日の授業終了後に科目試験を実施します。

・場所　本学会場、札幌会場（札幌教育センター所属の正科生Ｂのみ）、

　　　　東京会場、名古屋会場、大阪会場、福岡会場

　(3) 冬期スクーリング
・日程　２月１１日（木）～２月１４日（日）

・時間　９：００～１７：４５

　　　　　※初日は午前集合、午後授業　最終日は午前授業、午後解散

・場所　北海道内のスキー場（ニセコ予定）

上記の日程は、履修者数、会場の都合などにより変更することがあります。

変更の案内はＨＩＵ通信等で行いますので、見落としのないようにしてください。

また、授業の進み具合により上記の時間を超える場合があります。
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２－４．受講の取りやめ・印刷授業への変更

履修登録後、印刷授業に変更したい場合は所定の手続きが必要で

す。変更できる科目は、印刷授業で開講されている科目に限りま

す。ＨＩＵ通信の案内を確認のうえ手続きを行ってください。

　(1)受講しない場合
受講申込をせず履修登録のみの状態にしておいてください。受講申込をしなけ

ればスクーリング受講料は発生しません。

　(2)印刷授業に変更する場合
＜受講申込前＞

受講申込をせずに、ＨＩＵ通信の案内にしたがってオンライン手続き、または

「スクーリング受講変更届」を提出してください。

＜受講申込後＞

ＨＩＵ通信の案内にしたがってオンライン手続きをしてください。変更期間内

に手続きをした場合に限り、スクーリング受講料は発生しません。

変更期間中に手続きがない場合は受講するとみなし各種準備を進めますので、

実際にスクーリングを受講するしないにかかわらず、受講申込をした科目数分
の受講料を納入しなければなりません。納入しない場合は、学費未納による除

籍の対象となりますので注意してください。

２－５．スクーリング受講の準備

　(1)出席依頼状
勤務先に対して、本学から出席依頼状を発行します。希望者は、手続きにした

がって「出席依頼状発行願」を提出してください。

　(2)学生旅客運賃割引証（学割証）
スクーリング受講の際は、学割証を申請

できます（正科生のみ）。希望者は、手

続きにしたがって「学割証発行願」を提

出してください。

　(3)宿泊施設
宿泊施設等の斡旋は行いません。各自、Ｗｅｂサイトや旅行代理店などで近隣

の宿泊施設を手配してください（別に指定のある場合は除く）。最寄りの駅・

交通機関等は、「Ⅻ．添付資料　１．北海道情報大学のご案内」、「Ⅻ．添付資

料　２．教育センター」および「Ⅻ．添付資料　３．その他の科目試験・スク

ーリング会場」等で確認してください。また、学生便覧で案内している会場以

外で実施する場合はＨＩＵ通信で案内します。

重  要

出席依頼状・学割証については…
「Ⅷ．事務手続き　７－２．出席
依頼状」及び「Ⅷ．事務手続き　
７－３．学生旅客運賃割引証（学
割証）」参照
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２－６．卒業要件としての面接授業

・３０単位以上の修得（一括認定単位を含む）が卒業要件として定められてい

ますので、必要単位が修得できるように卒業までの計画を立ててください。

なお、各メディア授業で修得した単位は、すべてスクーリングの単位に振り

替えられます。

・教職に関する科目は、スクーリングで修得した場合でも面接授業の卒業要件

には含まれませんので注意してください。

・編入学生の面接授業の卒業要件については、「Ⅲ．卒業要件とカリキュラム５．

授業形態の分類によって必要な単位数」を参照してください。

３．インターネットメディア授業

３－１．インターネットメディア授業の概要

　(1)インターネットメディア授業の概要
インターネットメディア授業は、インターネットを介してオンデマンドで視聴

できるコンテンツによって、自宅等で受講することができます。科目試験は、

会場で実施する科目とオンラインで実施する科目があります。

対象は、正科生Ａ、科目等履修生、特修生、聴講生です。ただし、正科生Ｂに

ついては、指定された科目についてのみ受講可能です。

授業コンテンツは、担当教員の講義映像、フリップ、練習問題、掲示板、ＦＡ

Ｑなどからなり、学生はいつでも好きな時に受講することができます。

インターネットメディア授業で修得した単位はすべて面接授業の単位に振り替

えられます（ただし、教職に関する科目は除く）。

インターネットメディア授業開
講科目は…
「Ⅺ．授業科目一覧　２．平成
２７年度インターネットメディ
ア授業開講科目一覧」参照

インターネットメディア授業は学期（前期・後期）ごとに受講料が発生し
ます。
受講申込後の取消はできませんので注意してください。
インターネットメディア授業は、常に１単元目を視聴することができます

（情報システム学概論Ⅰを除く）ので、あらかじめ授業の内容確認を行い、

履修登録の参考にしてください。

学期途中で受講申込をすると学習期間が短くなるため、受験許可要件を満

たせずに受験できない場合があります。受験できなければ単位修得はでき

ませんので、学習期間に余裕を持って受講申込してください。
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　(2)インターネットメディア授業の流れ

入学時にＩＤと

パスワードを発送

⇩
履修登録・教材申込
登録科目の受講開始

⇩
教材到着

⇩
受講申込

⇩
※　　 受験申込 　　　

⇩
受講料納入

⇩
科目試験受験

⇩
科目試験合格

⇩
単位修得

　　※オンラインで科目試験を実施する科目は受験申込不要です。

　　※聴講生は上記の流れとは異なりますので、別途送られる書類をご確認ください。

３－２．インターネットメディア授業の学習方法 

　(1)入学時にＩＤ（ユーザ名）とパスワードを発送
正科生Ａ、科目等履修生、特修生、聴講生の方には、履修の授業形態に関わり

なくインタ－ネットメディア授業の受講に必要なＩＤ（ユーザ名）とパスワー

ドを郵送します。

ＩＤとパスワードは自由に変更することができます。

正科生Ｂへは教育センターを経由してお知らせします。

　(2)履修登録
インターネットメディア授業で学習するには、まず履修登録することが必要で

す。インターネットメディア授業で開講されている科目であることを確認し、

履修登録の仕方をよく読んで登録をしてください。オンラインまたは用紙で登

録します。用紙は年度ごと（一部学生は後期の始め）に本学から送られます。

履修登録を行うことで、３単元まで視聴
できます

申込案内掲載予定号
・前期 ①　ＨＩＵ通信４月号
・前期 ②　ＨＩＵ通信６月号
・後期 ①　ＨＩＵ通信１０月号
・後期 ②　ＨＩＵ通信１２月号

ＨＩＵ通信や各科目ページで申込期間を
案内します。受講申込をすることで全単
元視聴できるようになり、受講料が発生
します。

科目試験受験許可証交付
受講料納入用紙発送

印刷授業の試験と同時に行われます。
※オンライン試験科目を除く

試験成績送付時期（予定）
・前期 ① 　６月下旬
・前期 ② 　８月下旬
・後期 ① １２月下旬
・後期 ② 　２月下旬
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　(3)登録科目の受講開始
履修登録をした科目は３単元目まで視聴可能となります。

自宅等のＰＣから「無限大キャンパス」にアクセスし、受講してください。

ＩＤ（ユーザ名）とパスワードを入力して進んでください。

北海道情報大学通信教育部のホームページ（ http://tsushin.do-johodai.

ac.jp/ ）からも入ることができます。「北海道情報大学通信教育部」のホーム

ページから「無限大キャンパス」に進んでください。

　(4)受講申込
インターネットメディア授業は履修登録だけでは最後まで受講
できません。受講を確定する場合はポータルサイトから受講申

込の手続きを行ってください。各科目の受講を進めると自動で案内が表示され

ます。申込期間については、ＨＩＵ通信や各科目ページで案内します。

同一日時に試験が設定されているインターネットメディア授業の科目は、前期・

後期ごとに１科目のみ受講申込が可能です。

履修登録した科目は、受講申込の有無にかかわらずコンテンツの一部（３単元

目まで）を視聴することができます。ただし、受講申込締切後は申込していな

い科目は視聴することができなくなります。

　(5)受講料納入
インターネットメディア授業を受講するに

は、別途「インターネットメディア授業受

講料」が必要です。受講申込をした科目に

ついて、学費支払者宛に振込用紙を送付し

ますので、指定期日までに納入してくださ

い。受講料が納入されないと、学費未納による除籍の対象となり、成績がつき

ませんので注意してください。

　(6)受験申込
各会場で実施する科目試験の受験には、試験の都度、申込が
必要です。試験月前月のＨＩＵ通信にて期限等を
案内しますので、申込忘れのないようご注意くだ
さい。
ただし、オンライン試験科目は受験申込不要です。

　(7)受験許可
各会場で実施する科目試験は、受験許可要件として、期限までに受講申込をし、
受験許可受講回数を満たしている必要があります。受験申込をしている場合でも、

受験許可が得られなかった科目は受験できませんので、各科目ページで受験許可

受講回数を確認し、計画的に学習を進めてください。

オンライン試験科目の受験許可要件は、各科目ページで確認してください。

「無限大キャンパス」アドレス　http://mugendai.do-johodai.ac.jp/

インターネットメディア授業受
講料については…
「Ⅹ．学費　６－２．インターネッ
トメディア授業受講料」参照

重  要

重  要

科目試験については…
「Ⅶ．学習の進め方　４．
科目試験」参照
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　(8)科目試験受験・単位修得
科目試験は印刷授業科目試験と同日程で実施

し、試験に合格すると単位が付与されます。

オンライン試験を行う科目については、各科

目ページで試験期間を確認してください。

＜課題提出について＞

インターネットメディア授業では印刷授業のような全科目対象のレポート提

出義務はありませんが、実習課題の提出が必要な科目があります。未提出（提
出物が不完全な場合も含む）の場合、試験も不合格と同じ扱いになります。
ＨＩＵ通信や各科目ページで案内する期日までに提出してください。

実習課題提出の持ち越しについては、「Ⅶ．学習の進め方 ７．レポート合格

および実習課題提出の持ち越し」をご参照ください。

　(9)成績発送
試験成績の送付時期は次の通りです（予定）。

　　前期 ① 　６月下旬　　　前期 ② 　８月下旬

　　後期 ① １２月下旬　　　後期 ② 　２月下旬

それぞれの結果を確認して、次回の受験申込をしてください。

３－３．受講の取りやめ・印刷授業への変更

履修登録後、印刷授業に変更したい場合は所定の手続き

が必要です。変更できる科目は、印刷授業で開講されて

いる科目に限ります。ＨＩＵ通信の案内を確認のうえ手

続きを行ってください

　(1)受講しない場合
受講申込をせず履修登録のみの状態にしておいてください。受講申込をしなけ

ればインターネットメディア授業受講料は発生しません。受講申込した場合は、

実際にインターネットメディア授業を受講するしないにかかわらず、受講申込
をした科目数分の受講料を納入しなければなりません。

　(2)印刷授業に変更する場合
受講申込をせずに、ＨＩＵ通信の案内にしたがって期日までにオンライン手続

き、または「インターネットメディア授業受講変更届」を提出してください。

受講申込後の変更はできません。

オンライン試験科目は…
「Ⅺ．授業科目一覧　２．平
成２７年度インターネットメ
ディア授業開講科目一覧」参照

重  要
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３－４．動作環境

Windows系 Macintosh、iOS系 Android系

ＯＳ
Windows

Vista/7/8/8.1

Mac OS X

iOS6 以上
Android4.0 以上

Ｗｅｂブラウザ
IE9 以上

（32ビット版のみ）※

Safari

（標準ブラウザ）

ブラウザ

（標準ブラウザ）

映像再生
WindowsMediaPlayer11

以上
－ －

アニメーション
Adobe FlashPlayer10

以上
－ －

画面解像度 XGA（1024×768）　以上

ネットワーク ブロードバンド推奨（ナローバンドでは受講制限があります）

その他

・科目により、MS-Word、MS-Excel、VNC、SSH等、必要なア

プリケーションが別途指定されている場合があります。実

習や演習については、それらのアプリケーションが利用で

きるパソコンでの実施を推奨します。

　詳しくは、講義概要の各科目ページでご確認ください。

・上記の動作環境を満たしていても、機種や設定、インスト

ールされているアプリケーションによって動作しない可能

性もあります。インターネットメディア授業は、常に１単

元目を視聴することができます（情報システム学概論Ⅰを

除く）ので、履修登録する前に、お手持ちのパソコンやタ

ブレット端末で受講できるかをご確認ください。

・スマートフォンでの利用はサポート対象外です。

※64ビット版ＯＳは、32ビット版ＩＥで動作可能
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３－５．ＩＤ（ユーザ名）・パスワードとＰＣ用メールアドレスの登録

視聴の都度、ＩＤ（ユーザ名）とパスワードの入力が必要です。最初は入学

時に文書でお知らせしたＩＤ（ユーザ名）とパスワードで入ります。

・ＩＤ（ユーザ名）とパスワードの変更

ＩＤ（ユーザ名）とパスワードは自由に変更することができます。

不正アクセスを防ぐために最初のログオン後は「ＩＤ（ユーザ名）」

および「パスワード」を変更するようにしてください。

・ＰＣ用メールアドレスの登録

お知らせや各種連絡などのために、ＰＣ用メールアドレスの登録

をお願いしています。現在は最初にログオンすると入力画面が開

きますので、そこで登録してください。ただし

携帯のアドレスは登録できません。

在学生でＰＣ用メールアドレスをまだ登録し

ていない方は、早急に登録をお願いします。

・パスワードの再発行

パスワードの再発行は、無限大キャンパスにメールアドレスを登

録していれば、トップページから即時発行の手続きが可能です。

在学生でＰＣ用メールアドレスを登録してい

ない場合は、事務部へ申請する必要がありま

す。この場合再発行されたパスワードは郵送に

て通知されますので、入手までに時間がかかり

ます。

３－６．注意事項

氏名に使用している漢字がＪＩＳコードおよびシフトＪＩＳコードにない場

合、通常本学において外字を使用していますが、外字はＨＰ上では表示でき

ないため、簡略字などに置き換えている場合があります。予めご了承くださ

い。

正科生Ｂは、一部科目のみ履修可能です。指定された科目以外はインターネ

ットメディア授業で履修できませんので注意してください。正科生Ｂが履修

できる科目は「Ⅺ．授業科目一覧　２．平成２７年度インターネットメディ

ア授業開講科目一覧」を参照してください。

在学生は
注意　　

在学生は
注意　　
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４．ＩＰメディア授業

４－１．ＩＰメディア授業の概要

　(1)ＩＰメディア授業の概要
正科生Ｂのみが履修可能な授業形態です。教育センターで受講することができ

ます。正科生Ｂ以外は受講できません。

ＩＰメディア授業は、地上専用回線を通して講義を行います。科目の特性にあ

わせて双方向機能を使って質疑応答を行いながら授業が進められます。各教室

にはＩＰメディア授業受講の環境づくりをするティーチングアシスタント（Ｔ

Ａ）がいて、学生と本学教員との橋渡しをしてくれます。

ＩＰメディア授業で修得した単位はすべて面接授業の単位に振り替えられます

（ただし、教職に関する科目は除く）。

　(2)ＩＰメディア授業の流れ

履修登録
教材申込

⇩
教材到着

⇩
授業受講

⇩
科目試験受験

⇩
科目試験合格

⇩
単位修得

午後から配信される授業映像を所属
センターで受講します。

授業の最終週に試験が行われます。

試験成績送付時期（予定）
・前期　８月下旬
・後期　１月下旬
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４－２．ＩＰメディア授業の学習方法

　(1)履修登録
所属する教育センターの指示にしたがい登録してください。

　(2)授業受講
所属の教育センターで、ＴＡの指示にしたがい受講してください。

　(3)科目試験受験・単位修得
科目試験は、最終週に実施します。試験に合格すると単位が付与されます。

受験要件のひとつに受験許可受講回数を満たしていることがあります。詳細に

ついては、「Ⅶ．学習の進め方 ４－４．ＩＰメディア授業の科目試験」を参照

のうえ、計画的に学習を進めてください。

　(4)成績発送
試験成績の送付時期は次の通りです（予定）。

　　　前期　８月下旬

　　　後期　１月下旬

４－３．時間割

ＩＰメディア授業の時間割については、巻頭「平成２７年度ＩＰメディア授業

放映時間割」を参照してください。
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Ⅴ．単位修得・認定・互換

１．単位修得

１－１．必修科目と選択科目
必修科目とは、卒業までに必ず修得しなくてはならない科目で、選択科目とは

いずれかを選んで修得する科目です。

卒業要件カリキュラム（’０５）には必修科目はありませんので、全ての科目

の中から自由に科目を選択することができます。

卒業要件カリキュラム（’０３）以前、および卒業要件カリキュラム（’１５）

が適用になる場合は必修科目があります。修得しなければ卒業要件を満たしま

せん。

１－２．単位とは
単位とは科目の学習量を表すもので、科目試験に
合格すると単位修得となります（一部科目は試験

なし）。

本学が開講している科目には、１単位科目、２単

位科目、４単位科目、８単位科目の４種類があります。

カリキュラム（’０５）（’１５）では、

　　１単位科目 … 健康科学、健康とスポーツ

　　４単位科目 … プログラミング基礎、プログラム言語Ⅰ

　　８単位科目 … 卒業論文

これら以外はすべて２単位科目です。

１－３．単位修得に必要な期間
今年度開講する科目は、卒業論文を除き、１科目半年で完結します。また科目

の単位数に関係なく、１度の科目試験合格でその科目の単位を修得することが
できます。

卒業論文については「Ⅶ．学習の進め方　８．卒業論文」を参照してください。

１－４．科目の読み替え
本年度開講されるのは、カリキュラム（’０５）および（’１５）の科目です。カリキュ

ラム（’０３）が適用される方は、カリキュラム（’０５）の科目を履修して、カリキュ

ラム（’０３）の科目に置き換えることになります。これを「科目の読み替え」と呼び

ます。

科目の読み替えの詳細については、「Ⅺ．授業科目一覧　６．科目読み替え表」をご

覧ください。

科目試験については…
「Ⅶ．学習の進め方　
４．科目試験」参照



－ 39 － Ⅴ　単位修得・認定・互換

　
単
位
修
得
・

Ⅴ　
認
定
・
互
換

２．単位認定・互換

２－１．単位認定・互換の種類
（1）入学時一括認定

（2）既修得単位の認定

（3）資格試験の合格による単位認定

（4）放送大学との単位互換

（5）指定専門学校で修得した単位の認定

２－２．対象学生・申請方法
（1）入学時一括認定

正科生を対象に、本学入学前に他大学等で修得した単位について、科目に関

わらず単位数のみを認定する制度です。

＜編入生に適用される一括認定単位＞

・申請不要です。出願書類に基づき自動で認定します。

・認定単位数については、「Ⅲ．卒業要件とカリキュラム」を参照してくだ

さい。

＜正科生入学前に修得した本学の単位＞

・本学科目等履修生として修得した単位は２０単位まで、本学特修生として

修得した単位は１６単位までを申請に基づき認定します（教職に関する科

目を除く）。申請書類は入学手続用に送付する履修届に同封しますので、

確認・捺印の上、本学に送付してください。

・科目トライアル生、科目カプセル生として修得した単位は、出願書類に基

づき認定します。

・上記単位は、単位修得したときの授業形態で認定します。

（2）既修得単位の認定
正科生を対象に、本学入学前に他の大学、短期大学、高等専門学校および専

修学校で修得した単位を申請に基づき本学で修得した単位として認定する制

度です。

１．認定単位数の上限

入学区分 認定対象科目 認定単位数上限 備　　　考

１年次入学生 すべての科目 60単位
他の認定・互換単位と
あわせて６０単位まで※

２年次編入学生 なし なし

３年次編入学生 なし なし

※　入学時一括認定単位を除く
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２．申請の時期・方法

申請は、履修登録時に所定の手続きによって行います。「Ⅷ．事務手続

き　８．既修得単位の認定手続き」を参照してください。

申請には必ず、単位を修得した大学の当該年度の「シラバス（講義概要）」

が必要となりますので、手元にない場合は事前に出身校より入手してく

ださい。

認定申請は入学後も受け付けますが、時期は履修登録時のみです。

３．認定の条件

次の条件をすべて満たす科目を教授会等の審議を経たうえで認定します。

・申請の科目が本学のカリキュラム上の科目に該当すること。

　本学のカリキュラム上の科目に該当するかどうかは、すでに単位を

修得した大学等での科目の概要と本学の科目の概要を照らし合わせ

て判断することになります。本学の科目概要については、本冊子と

同時に配布される講義概要を参照してください。

・修得済みの単位数が本学の該当する科目の単位数と一致するか、また

はそれ以上であること。

・本学担当教員が認定を承認すること。

・本学で未修得であること。

　本学で既に修得した科目に対する申請は認められません。申請は、

履修登録時に所定の手続きによって行います。「Ⅷ．事務手続き　８．

既修得単位の認定手続き」を参照してください。

４．認定申請科目の履修登録

・認定を願い出る科目は、認定を願い出るその学期に履修登録をしない
でください。認定されるとその科目は本学で履修することができませ

ん。認定結果の通知には、単位認定願を受け付けしてから１ヶ月程度

かかりますので、認定結果の通知を受ける前にスクーリングの申込や

レポート作成を行うことになり、学習活動に支障がでます。

・教科書の返本はできませんので、認定を願い出る科目の教科書は、認

定結果が通知されるまで購入しないようにしてください。

　認定されずに教科書が必要となった場合は、その時点で「教材交付願」

（ＨＩＵ通信巻末に添付）により購入申込をしてください。

・一度認定を受けた科目を、認定後本学で履修することはできません。

５．認定単位の授業形態

認定された科目は印刷授業により修得した単位として認定します。

６．教職課程科目の単位認定

「教職課程履修申込」をしている正科生が対象です。

詳細は別冊子「平成２７年度　教職課程履修案内」を参照してください。
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（3）資格試験等の合格による単位認定
社会的評価の高い知識および技能に関して、大学教育に相当する水準を有す
ると認められる資格試験等の合格を、申請に基づき本学で修得した単位とし
て認定する制度です。取得した資格に対する本学授業科目のうち、認定を希
望する未修得科目を認定します。対象となる資格等は、次ページの「６．資
格試験等の合格による単位認定科目一覧」をご覧ください。

１．対象学生
カリキュラム（’０５）および（’１５）の正科生
※カリキュラム（’０３）の学生は下表をご覧ください。

カリキュラム（’０３）の学生が申請できる資格及び認定授業科目

資格試験の名称 認定授業科目

「基本情報技術者試験」
（第２種情報処理技術者試験含む）

「初級システムアドミニストレータ試験」
（システムアドミニストレータ試験含む）

「ＩＴパスポート試験」

カリキュラム（’０３）
「アプリケーション
　　　　　　 システム」
（情報学系専門教育
　　　 科目選択２単位）

２．認定単位数の上限
　他の認定・互換単位とあわせ６０単位まで（入学時一括認定単位を除く）

３．申請の時期・方法
詳細はＨＩＵ通信（前期７月号、後期１月号予定）でお知らせします。
指定の期間に次のものを本学に送付し申請してください。
　◇単位認定願（ＨＩＵ通信の案内掲載号に添付）
　◇合格証明書または公式認定証

４．認定単位の授業形態および評価
印刷授業の単位としてカリキュラム（’０５）
および（’１５）は「資格認定」、カリキュ
ラム（’０３）は「優」という評価で認定し、
ＧＰは付与しません。

５．その他
・カリキュラム（’０３）の学生は、あらかじめ履修登録が必要です（受
験申込は不要）。カリキュラム（’０５）および（’１５）の学生は履修
登録の有無は問いません。ただし履修登録している場合、次に該当する
場合は単位認定をすることはできません。
◇申請期間前後に印刷授業の受験申込済みである科目
◇ＩＰメディア授業で履修登録済みである科目
◇スクーリングおよびインターネットメディア授業の受講申込済みで
ある科目

・基本情報技術者試験（第二種含む）で既に単位認定を受けた方は、再度
の申請によりオペレーティングシステムの認定も可能です。

・編入学生は編入元の学校において、再入学生は再入学前の学籍にて単位
認定を受けている資格は対象外となります。

・休学中は申請できません。

ＧＰについては…
「Ⅶ．学習の進め方　
４-7．結果通知」参照
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６．資格試験等の合格による単位認定科目一覧(カリキュラム（’０５）、（’１５）の正科生)

分野 資格試験または検定の名称 基準 認定授業科目 提出書類

外
　
　
国

　
　
語

実用英語技能検定
（（財）日本英語検定協会）

１級
英語Ⅴ（実用英語）

合格証明書

英語Ⅰ（初級英語読解）

準１級
英語Ⅴ（実用英語）

英語Ⅰ（初級英語読解）

２級 英語Ⅰ（初級英語読解）

ＴＯＥＩＣ
（（財）国際ビジネスコミュニケーション協会）

７３０
以上

英語Ⅴ（実用英語）

公式認定証英語Ⅰ（初級英語読解）

４７０
以上

英語Ⅰ（初級英語読解）

中国語検定試験
（（財）日本中国語検定協会）

１級

初級中国語 合格証明書

準１級

２級

３級

４級

経
　
　
　
理

簿記検定
（日本商工会議所）

１級
財務会計学応用編

合格証明書

簿記原理基礎編

２級
財務会計学応用編

簿記原理基礎編

３級 簿記原理基礎編

簿記能力検定
（（社）全国経理教育協会）

上級
財務会計学応用編

合格証明書
簿記原理基礎編

１級 簿記原理基礎編

２級 簿記原理基礎編

ビジ
ネス

中小企業診断士
（（社）中小企業診断協会）

合格
経営の応用 第２次試験

合格証明書経営者と意思決定

情
　
　
　
　
　
　
報

システム監査技術者試験
（（独）情報処理推進機構）

合格

ＩＴマネジメント

合格証明書
ソフトウェア開発技術論

オペレーティングシステム

インターネットアプリケーション

ＩＴサービスマネージャ試験
情報セキュリティスペシャリスト試験
プロジェクトマネージャ試験
システムアーキテクト試験
ＩＴストラテジスト試験
応用情報技術者試験

（旧ソフトウェア開発技術者試験）
（旧第一種情報処理技術者試験）
（（独）情報処理推進機構）

合格

ソフトウェア開発技術論

合格証明書オペレーティングシステム

インターネットアプリケーション

エンベデッドシステムスペシャリスト試験
データベーススペシャリスト試験
ネットワークスペシャリスト試験
基本情報技術者試験

（旧第二種情報処理技術者試験）
（（独）情報処理推進機構）

合格

オペレーティングシステム

合格証明書

インターネットアプリケーション

ＩＴパスポート試験
（旧初級システムアドミニストレータ試験）
（旧システムアドミニストレータ試験）
（（独）情報処理推進機構）

合格 インターネットアプリケーション 合格証明書

情報検定（Ｊ検）情報システム試験
基本スキル

（（財）職業教育・キャリア教育財団）
合格 オペレーティングシステム基礎論

各スキルの
合格証明書情報検定（Ｊ検）情報システム試験

プログラミングスキル
（（財）職業教育・キャリア教育財団）

合格 プログラム設計

ディジタル技術検定　１級情報部門
（（財）国際文化カレッジ）

合格
コンピュータの構成

合格証明書
コンピュータの利用
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（4）放送大学との単位互換
放送大学は、テレビ・ラジオの放送による授業を主な教育手段とする４年制

大学です。本学では、この放送大学との単位互換を認めています。

平成２７年度は、本学が指定する３科目が対象です。

１．放送大学での身分

放送大学との単位互換では、本学の学生が放送大学の「特別聴講学生」

となり、放送大学の単位を修得します。

２．単位の認定と授業形態

この制度によって修得できる単位は、すべて本学の卒業要件単位として

認められます。認定された科目は専門教育科目の印刷授業により修得し

た単位として認定します。

３．学習期間と視聴方法

放送大学の学習期間は６ヶ月単位で、第１学期は４月１日から、第２学

期は１０月１日から開始されます。

放送大学の講義は、ＢＳデジタル放送、地上波放送（関東地区のみ）、

ケーブルテレビ、インターネット配信等の方法により自宅で視聴するこ

とができます。

また、再視聴を希望する場合は、全国にある放送大学の学習センターで、

ＣＤやＤＶＤ等により視聴することができます。

４．学習の流れ

第１学期 第２学期 内　　　　容

３月下旬　 ９月下旬　 印刷教材（テキスト）・学生証等送付

４月１日　 10月１日　 授業開始（視聴方法は前項参照）

５月上旬　 11月上旬　 通信指導問題（レポート）送付

６月上旬　 12月上旬　 通信指導問題（レポート）送付

７月下旬　

～８月下旬

１月下旬　

～２月下旬
単位認定試験

・特別聴講学生は、通信指導問題の成績にかかわらず単位認定試験を受験

できます。

・通信指導問題の未提出、単位認定試験の未受験・不合格の場合は、翌学

期に再度提出および受験を行うことができます（放送大学から案内がき

ます）。

５．単位認定試験

単位認定試験は、全国にある放送大学の学習センターで受験します。
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６．授業料

特別聴講学生の授業料は１科目１１, ０００円（教科書代込み）です。

翌年度の通信指導問題の再提出および単位認定試験の再受験は無料で

す。

７．出願

特別聴講学生の募集案内は、第１学期はＨＩＵ通信の前年度１１月号、

第２学期はＨＩＵ通信５月号で案内します。

８．単位互換科目

ＨＩＵ通信にて案内します。

（5）指定専門学校で修得した単位の認定
対象は正科生Ｂのみです。所属の教育センターから案内があります。
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Ⅵ．履修登録と教材の購入

１．履修登録の概要

１－１．履修登録の原則

履修登録は、全ての科目履修の基となります。後で受講申込を必要とする授業

形態の科目であっても、履修登録していない科目は受講申込できません。その

年度に履修する科目は必ず履修登録してください。

１－２．履修年次・履修学科

「卒業論文」および教職に関する科目の「教育実習Ⅰ」、「教育実習Ⅱ」、「教育

実習Ⅲ」、「教職実践演習（中・高）」以外の科目は、履修年次および履修学科

の指定はありません。いずれの年次・学科の学生も履修できます。

１－３．登録単位数の目安・上限

登録単位数の目安は、１年間に３２～４０単位程度です。教職課程も併せて履

修する場合は、その分多くなります。登録単位数の上限は下表の通りです。

入学年度・学生種類 登録単位数の上限

平成２６年度以降入学の正科生
（編入学、再入学、転籍入学を含む）

年間５８単位
※認定単位を除く　　　　
※教職に関する科目を除く

平成２５年度まで入学の正科生 なし

正科生以外 なし

１－４．セメスター制度

本学通信教育部ではセメスター制度（２学期制）を導入しており、卒業論文を除き

授業は半年で完結します。基本的にすべての科目が前期・後期ともに開講され、ど

ちらの学期で履修登録してもかまいません。

インターネットメディア授業については、コ

ンテンツの開発・改修のために一方の学期し

か開講されないことがあります。

面接授業・ＩＰメディア授業は年間スケジュ

ールに沿って実施されます。

１－５．卒業論文および海外事情（アメリカ編）、海外事情（中国編）

「卒業論文」は正科生Ａ・Ｂのみ、「海外事情（アメリカ編）」および「海外事情（中

国編）」は正科生Ｂのみ履修できます。

面接授業・ＩＰメディア授業の
スケジュールについては…
巻頭「平成 27年度面接授業日
程」および「平成 27年度ＩＰ
メディア授業放映時間割」参照
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２．履修登録等の仕方

２－１．履修登録等の時期

(1)正科生の履修登録時期
４月入学生は、毎年春に前・後期分の履修登録を行います。

後期に追加登録、授業形態の変更も可能です。

１０月入学生は、入学時にその年度の後期分を履修登録し、翌年度からは前・

後期分の登録を行います。

後期に追加登録、授業形態の変更も可能です。

(2)科目等履修生の履修登録時期
４月入学生は、入学（継続）時に前・後期分の履修登録を行います。

後期に追加登録、授業形態の変更も可能です。

１０月入学生は、入学（継続）時にその年度の後期分、翌年度は前期分の登

録を行います。

(3)特修生の履修登録時期
４月入学生は、入学（継続）時に前・後期分の履修登録を行います。

後期に追加登録、授業形態の変更も可能です。

１０月入学生は、入学時にその年度の後期分を履修登録し、翌年度は前・後

期分の登録を行います。２年目継続の場合、翌々年度は前期分の登録を行い

ます。

(4)聴講生の科目の申込時期
出願時に在籍学期分の科目の申込を行います。
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２－２．履修登録の仕方

(1) １科目１授業形態
１科目につき、いずれか１つの授業形態を選んで履修登録を行ってください。

授業形態は再履修時に変更可能です。

(2) １科目１学期
１科目につき、前期・後期のどちらかでのみ履修登録を行ってください。

(3)印刷授業・インターネットメディア授業
印刷授業およびインターネットメディア授業の履修登録は、科目試験のスケ

ジュールを勘案して登録するようになっています。

同じ試験時間の枠の中で複数科目を履修登録してもかまいません。科目試験

受験申込をする際に、登録した科目の中から受験する科目を選択することに

なります。ただし、同じ試験枠内に配置されているインターネットメディア

授業は、前期・後期それぞれ１科目のみ、受講申込および試験申込を受け付

けます。

なお、正科生Ｂの学生はインターネットメディア授業で履修できる科目に制

限があります。「Ⅺ．授業科目一覧 ２．平成２７年度インターネットメディ

ア授業開講科目一覧」で確認してください。

(4)面接授業
面接授業の履修は、面接授業の実施時期・会場を選んで登録します。

日程重複に関するチェックは、本学では行わずそのまま履修登録します。日

程が重なるといずれか１科目しか受講できませんので、十分に検討して履修

登録を行ってください。

(5)ＩＰメディア授業
ＩＰメディア授業は正科生Ｂのみ履修が可能です。時間割を勘案して登録し

ます。同一講時に複数科目を選択することはできません。

ＩＰメディア授業の履修登録については、教育センターの指導を受けてくだ

さい。

２－３．後期の追加履修・授業形態変更

後期の追加履修および授業形態変更については、ＨＩＵ通信等で案内します。

追加や変更を希望する方は、ＨＩＵ通信等での案内をご覧ください。
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２－４．卒業論文および海外事情(アメリカ編)、海外事情(中国編)の履修登録

「卒業論文」および「海外事情（アメリカ編）」、「海外事情（中国編）」の履修

登録は別途行います。

「卒業論文」は、正科生Ａ・Ｂのみ履修可能です。３年次に提出する「卒業論文テー

マ選択届」で履修申込とみなします。

「海外事情（アメリカ編）」および「海外事情（中国編）」は、正科生Ｂのみ履

修可能です。別途各教育センターで履修者を募り、申込受付の際に併せて履修

登録を行います。同年度中はアメリカ編と中国編のどちらか一方のみ履修可能

です。平成２４年度まで開講していた「海外事情」の単位を修得した方も履修

可能です。

２－５．教職に関する科目の履修登録

「教職に関する科目」および「教科又は教職に関する科目」は、教職課程履修

申込書を提出した方（科目等履修生含む）だけが履修できます。正科生が教職

課程履修申込書を提出した場合は、提出した年度に教職に関する科目を１科目

以上履修登録してください。教職課程に関する詳細は、別冊子「平成２７年度

　教職課程履修案内」をご覧ください。

・教育実習
教育実習は４年次に履修する科目です。前年度までに修得が必要な科目が定め

られています。

「教育実習Ⅰ」・「教育実習Ⅱ」・「教育実習Ⅲ（中学数学のみ）」は同じ年度に履

修してください。教育実習終了後に「教育実習Ⅰ」・「教育実習Ⅱ」・「教育実習

Ⅲ」を併せて評価します。

「教育実習Ⅲ」は教職課程カリキュラム（’１５）以降の学生のみ履修すること

ができます。

・教職実践演習（中・高）
「教職実践演習（中・高）」は、教育実習受講後に履修する科目です。面接授業

でのみ開講します。

本学において「教育実習Ⅰ」・「教育実習Ⅱ」・「教育実習Ⅲ（中学数学のみ）」
を修得した方のみ履修することができます。「教職実践演習（中・高）」のみの

履修はできませんので注意してください

・道徳教育の理論と実践、数学科教育法Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ
教職課程カリキュラム（’１５）以降の学生のみ履修することができます。
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３．手続き方法

３－１．オンラインで登録する場合

ポータルサイト「無限大キャンパス」の「オンライン手続」、「（1）オンライン

履修手続（追加・変更・閲覧）」から、画面の指示に従って手続きしてください。

３－２．履修登録用紙で登録する場合

専用の履修登録用紙に必要事項を記入し、返信用封筒で返信してください。

(1)履修登録用紙の入手
履修登録用紙は、登録時期に大学から各自にあてて送ります(正科生Ｂ

は教育センター経由)。履修登録用紙は、ＯＣＲ用紙で４枚１組です。

(2)学籍番号と氏名の記入
履修登録用紙には４枚すべての最上部に、学籍番号、氏名の記入欄があ

ります。氏名は普通に記入してかまいません。学籍番号は機械で読み取

りますので、書体サンプルを参照して丁寧に記入してください。

書体サンプル 0 I 2 3 4 5 6 7 8 9

(3)履修する科目の記入
履修を希望する科目の履修登録欄の［　　］内に横線を記入してくださ

い。網掛けのある欄および記入不要の欄には何も記入しないでください。

(4)記入上の注意
・履修届の記入は、黒色の鉛筆またはボールペンを使用してください。

・機械で読み取りますので、汚したり折り曲げたりしないでください。

４．履修登録の注意点

・現在の学籍において単位修得済の科目および認定を受けた科目は、授業形態

にかかわらず履修することはできません。

・講義概要の「関連受講科目」欄に、先に修得していることが望ましい科目が

記載されている場合、その科目の知識を前提に講義が進められますので、前

提となる科目を先に修得しておくことをお勧めします。ただし、履修の順序

を制限するものではありません。
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５．再履修

再履修とは、一度履修登録をした科目の単位を修得できなかったときに、その科

目を次の学期以降に再度履修することをいいます。再履修には次の２つがあります。

・前期から後期へ自動的に登録される再履修

・年度が変わる際に各自が選択して履修を届け出る再履修

５－１．前期から後期へ自動的に登録される再履修

(1)対象となる科目
前期に履修登録し単位修得できなかった科目は、原則として同じ年度の後期
に自動的に再履修の登録が行われます。

＜対象となる例＞

前期に履修登録したが、

・科目試験を受験しなかった、または不合格だった

・印刷授業のレポートを提出しなかった、または不合格だった

・インターネットメディア授業および面接授業の受講申込をしなかった

・面接授業の受講申込をしたが出席しなかった

・課題提出が必要な科目で提出しなかった

(2)自動的再履修の対象外科目
後期に自動的に再履修登録されない科目は、次の表の通りです。

科目名 事　由 備　考

海外事情（アメリカ編）
後期未開講のため 正科生Ｂのみ履修可能

海外事情（中国編）

卒業論文 通年履修のため
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(3)自動的再履修科目の授業形態
後期に自動的に登録される再履修科目の授業形態は、原則として印刷授業とな

ります。ただし、印刷授業が行われない科目については次の表の通りとなります。

科 目 名
正科生Ａ・

科目等履修生・特修生
正科生Ｂ

健 康 と ス ポ ー ツ 面　接　授　業 面　接　授　業

英 語 Ⅳ(中 級 英 語 読 解 ）

インターネット
メディア授業

ＩＰメディア授業

情 報 リ テ ラ シ ー インターネットメディア授業

基 礎 数 学 インターネットメディア授業

医 学 医 療 インターネットメディア授業

情報システム学概論Ⅰ インターネットメディア授業

情報システム学概論Ⅱ インターネットメディア授業

プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 ＩＰメディア授業

シ ス テ ム 設 計 演 習 ＩＰメディア授業

プ ロ グ ラ ム 言 語 Ⅰ インターネットメディア授業

医療制度と医療情報システム インターネットメディア授業

Ｅ Ｒ Ｐ シ ス テ ム インターネットメディア授業

サ ー バ 構 築 演 習 インターネットメディア授業

ソフトウェアエンジニアリング インターネットメディア授業

食 と 健 康 情 報 インターネットメディア授業

(4)自動的再履修の授業形態の変更
後期に自動的に登録された再履修科目の授業形態は、希望により変更可能で

す。変更方法等は再履修の時期にＨＩＵ通信で案内しますので、期間内に手

続きを行ってください。なお、後期に開講されていない授業

形態には変更できません。

※インターネットメディア授業や面接授業で再履修する場合、
学期毎に受講申込に応じてあらたに受講料がかかります。前
期に既に受講料を支払っていても再度納入が必要となります。

(5)自動的再履修を望まない場合
後期に自動的に登録された科目の再履修を望まない場合は、そのまま学習を

中止してください。インターネットメディア授業や面接授業の場合は、受講
申込の手続きを行わないでください。受講申込をしなければ受講料はかかり

ません。

重  要
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５－２．年度をまたぐ再履修

履修登録した年度に単位修得できなかった科目は、翌年度以降、再度各自が再

履修登録して学習することができます。

(1)再履修科目の授業形態
履修登録する年度に開講されている授業形態の中から選択してください。

前年度以前に履修していた授業形態と同じである必要はありま

せん。

ただし、インターネットメディア授業や面接授業で再履修する
場合、学期毎に受講申込に応じてあらたに受講料がかかります。
前年度までに一度受講料を支払っていても再度納入が必要とな

ります。

(2)学習の継続
・レポート合格の持ち越し

平成２１年度以降に合格したレポート

は、学籍がなくなるまで有効です。

・実習課題提出の持ち越し

平成２１年度以降に提出した実習課題

は、学籍がなくなるまで有効です。ただ

し、「システム設計演習（平成26年度までの提出分）」「プログラム言語Ⅰ」

「サーバ構築演習」は対象外です。

なお、オンライン提出の実習課題は、提出した学期に受験申込をしなか

った場合、および受験許可を得られなかった場合は持ち越し対象外とな

ります。

・科目等履修生・特修生の学習の継続

科目等履修生や特修生は、在籍を継続した場合にのみ再履修の取り扱い

となり、レポート合格・実習課題提出持ち越しの対象となります。継続

をせずに再び新規に科目等履修生や特修生となる場合は、すべて新規履

修となります。

(3)正科生ＢのＩＰメディア授業の再履修
正科生ＢがＩＰメディア授業での再履修を希望する場合は、所属する教育セ

ンターに相談してください。教室の収容人数により、ＩＰメディア授業を受

講できない場合があります。その場合は、他の授業形態で再履修してくださ

い。

レポートおよび実習課題の
持ち越しについては…
「Ⅶ．学習の進め方　６．
レポート合格および実習課
題提出の持ち越し」参照

重  要
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６．履修モデルコース

６－１．履修モデルコースの概要

卒業要件カリキュラム（’０５）には、学生が学習目的に応じた科目を選択し

やすいようにする目的で、履修モデルコースを設けています。

以下に、各モデルコースの概要と主要科目一覧を記しますので、学習目的に合っ

た科目を選択する際の参考としてください。

履修モデルコースについては、本学においてコース登録などは一切行いません。

また、卒業時に特別な資格が得られるわけではありません。あくまで、履修科
目を選択する際の「指針」となるものです。単位修得にあたり、修得していな

い主要科目があっても卒業可能です。

６－２．主に経営関連科目を学ぶモデルコース

(1)「経営管理システムスペシャリスト」モデルコース
経営環境のグローバル化、高度情報通信技術の普及、規制緩和の進展によっ

て、企業の生き残りをかけた市場競争は日々その厳しさの度合いを深めてい

る。こうしたなか、企業経営者は、日常的に的確かつ迅速な意思決定を行わ

なければならない。「経営管理システムスペシャリスト」コースでは、最新

の経営理論をはじめとする幅広い経営知識の学習を通して、２１世紀の経営

者に求められる高度な経営判断能力の養成を目指していく。

(2)「e- ビジネススペシャリスト」モデルコース
経営環境の構造的変化は、現代の多くの企業に過去の成功体験に根ざした知

識体系では解決できない問題をもたらし、産業、企業、マーケットにパワー

シフトを生起させた。規模の拡大が企業の成長を意味していた時代は終焉し、

新たな知識と情熱に満ちあふれたベンチャービジネスが輩出している。「e-

ビジネススペシャリスト」コースでは、「時間」と「空間」の制約から解放

された２１世紀型ビジネスに必要とされる経営知識の学習を通して、現代の

企業家に求められるアントレプレナーシップの養成を目指していく。

(3)「グローバルビジネススペシャリスト」モデルコース
経営環境のグローバル化、高度情報通信技術の普及、規制緩和の進展の結果、

今日、想像を超える規模の巨大な世界市場が出現している。企業の資金、原

材料、人材をはじめとする経営資源の調達も、もはや、国レベル、地域レベ

ルではなく、地球レベルで、最適な組み合わせを考えなければ、市場競争に

勝ち残っていくことができない。「グローバルビジネススペシャリスト」コー

スでは、ビジネスの国際的な広がりに対応する知識と技術を学び、インター

ナショナルに活躍できるビジネススペシャリストを目指す。
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経営関連科目　履修モデルコース　主要科目一覧

●印が各モデルコースで履修を勧める主要科目

分　
　
　

類

履
修
年
目
安

科　　目　　名

単　

位　

数

履修モデルコース

経 営 管 理

シ ス テ ム

スペシャリスト

ｅ-ビジネス

スペシャリスト

グローバル

ビ ジ ネ ス

スペシャリスト

基　
　
　

礎

１
・
２
年
次

経営の基礎 ２ ● ● ●

経営の応用 ２ ● ● ●

マーケティング論 ２ ● ● ●

簿記原理基礎編 ２ ● ● ●

経済学入門 ２ ● ● ●

経営史 ２ ● ● 　

流通概論 ２ ● ● ●

現代経済学 ２ ● ● ●

人的資源管理論 ２ ● ● ●

情報リテラシー ２ ● ● ●

行列と連立1次方程式 ２ ● ● ●

コンピュータサイエンス入門 ２ ● ● ●

コンピュータアーキテクチャ ２ ● ● ●

プログラムの仕組み ２ ● ● ●

コミュニケーション概論 ２ 　 ● ●

三角関数・指数関数・対数関数 ２ ● ● ●

ネットワークシステム概論 ２ 　 　 ●

経営情報システム ２ ● ● ●

応　
　
　

用

２
・
３
年
次

経営者と意思決定 ２ ● ● ●

ブランドマネジメント ２ ● ● ●

定量分析とその応用 ２ ● ●

簿記原理応用編 ２ ● ● ●

財務会計学基礎編 ２ ●

経営戦略と組織 ２ ● 　 ●

応用経営戦略論 ２ ● ● ●

経営科学 ２ ● ● ●
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分　
　
　

類

履
修
年
目
安

科　　目　　名

単　

位　

数

履修モデルコース

経 営 管 理

シ ス テ ム

スペシャリスト

ｅ-ビジネス

スペシャリスト

グローバル

ビ ジ ネ ス

スペシャリスト

応　
　
　

用

２
・
３
年
次

管理会計論 ２ ●

経済システム分析 ２ ● 　 　

イノベーション概論 ２ ● ●

消費者行動論 ２ ●

プログラミング基礎 ４ ● ● ●

システム設計演習 ２ ● ● ●

インターネットアプリケーション ２ ● ● ●

データ伝送のしくみ ２ ● ● 　

知識マネジメントとその応用 ２ ● ● ●

発　
　
　

展

３
・
４
年
次

財務会計学応用編 ２ ●

地域システム ２ 　 ●

ｅ－ビジネス総論 ２ 　 ●

サプライチェーンマネジメント ２ 　 ● ●

ベンチャービジネス論 ２ ● 　 ●

アントレプレナーシップ論 ２ 　 ● ●

ＩＴマネジメント ２ ● ●

ネットワークセキュリティ ２ ● ● ●

知的所有権論 ２ 　 ● ●

データ通信システム ２ ● ●

主要単位合計数 ７４単位 ７８単位 ６８単位

卒業するにはその他開講科目から ５０単位 ４６単位 ５６単位
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６－３．主に情報関連科目を学ぶモデルコース

(1) 「情報技術基礎」モデルコース
パソコンの初心者や今までパソコンを活用したことのなかった人で、これか

ら仕事や趣味に積極的にパソコンを活用していきたい人、また、基礎からも

う一度学びたいと考える人のためのコース。コンピュータを扱ったことのな

い人でも、企業で必要とされるWordやExcelの演習からシステム設計やデー

タベース、プログラミングの基礎までを無理なく学びながら、様々な業種で

幅広く活躍できる人材を育成する。

(2) 「情報テクニカルスペシャリスト」モデルコース
日々変化し、高度化する情報社会から要望されている技術者を育成する。シ

ステムの開発やマルチメディア利用技術、ネットワーク活用技術など幅広い

技術を基礎から習得していく。ビジネスシーンにおいてはソリューションを

提供したり、日常の中では、コンピュータを自由に操り、それをコーディネー

トできる人材を育成する。

(3) 「情報システム開発スペシャリスト」モデルコース
企業内におけるシステム開発のプロジェクトリーダーとして、また、技術者

としては、企業のニーズを汲み取りコンピュータシステムを設計するＳＥ、

データベースを活用した企業情報システムを構築するエンジニアとして活躍

できる人材を育成する。日々変化する社会環境、経済環境、組織に対して、

情報活用技術をタイムリーに提案できるビジネスマン、ビジネスパートナー

として企業に信頼される人材を育成する。

(4) 「健康情報」モデルコース
高齢社会の到来にともない国民の健康増進への関心は高い。特にがんや糖尿

病・肥満などの生活習慣に関連した疾病についての情報は新聞、インターネッ

トなどのメディアから数多く配信され、これらの情報を正しく理解し、実践

することが求められている。

本コースでは、解剖学や生理学など基礎医学、医療制度や福祉介護制度に関

連した社会医学、さらにがんや生活習慣病などの臨床医学まで幅広い医学医

療情報を学ぶことができる。また、疾病の予防、健康寿命の延伸には食の重

要性が指摘されている。さらに「食と健康」をテーマにした講義内容を取り

入れ、健康に関する情報を網羅的に学習するとともにICTの活用も含めたコー

スとなっている。
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情報関連科目　履修モデルコース　主要科目一覧
●印が各モデルコースで履修を勧める主要科目

分　
　
　

類

履
修
年
目
安

科  　目 　 名

単　

位　

数

履修モデルコース

情 報

技術基礎

情 報

テクニカル

スペシャリスト

情 報

システム開発

スペシャリスト

健康情報

基　
　
　

礎

１
・
２
年
次

経営の基礎 ２ ● ● ● ●

経営の応用 ２ ● ● ● ●

マーケティング論 ２ ● ● ● ●

簿記原理基礎編 ２ ● ● ● ●

流通概論 ２ 　 　 ●

情報リテラシー ２ ● 　 ●

コンピュータサイエンス入門 ２ ● ● ● ●

コンピュータアーキテクチャ ２ ● ● ● ●

プログラムの仕組み ２ ● ● ● ●

コンピュータの構成 ２ ● 　 ●

コンピュータの利用 ２ ● 　 ●

オペレーティングシステム基礎論 ２ ● ● ●

コミュニケーション概論 ２ ● 　 ●

電子工学概論 ２ 　 ●

ネットワークシステム概論 ２ 　 ● ●

経営情報システム ２ ●

医学医療 ２ 　 　 ●

応　
　
　

用

２
・
３
年
次

ブランドマネジメント ２ ● ● ● ●

簿記原理応用編 ２ ● ● ● ●

応用経営戦略論 ２ ● ● ● ●

経営科学 ２ ● ● ● ●

健康と社会 ２ ●

プログラム設計 ２ ● ● ●

プログラミング基礎 ４ ● ● ●

プログラミング言語の仕組み ２ ● ●

アルゴリズム ２ ● ● ●
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分　
　
　

類

履
修
年
目
安

科 　 目  　名

単　

位　

数

履修モデルコース

情 報

技術基礎

情 報

テクニカル

スペシャリスト

情 報

システム開発

スペシャリスト

健康情報

応　
　
　

用

２
・
３
年
次

オペレーティングシステム ２ ● ●

システム設計演習 ２ ● ● ●

インターネットアプリケーション ２ ● ● ● ●

データ伝送のしくみ ２ ● ● ● ●

ディジタル画像概論 ２ ● ● ● ●

知識マネジメントとその応用 ２ ● ●

医療制度と医療情報システム ２ 　 ●

発　
　
　

展

３
・
４
年
次

ｅ－ビジネス総論 ２ 　 　 ●

サプライチェーンマネジメント ２ 　 　 ●

ソフトウェア開発技術論 ２ 　 　 ●

情報社会論 ２ ●

ネットワークセキュリティ ２ ● ● ● ●

知的所有権論 ２ 　 　 ●

データベースシステム ２ ● ● ● ●

データベース技術 ２ ● ● ● ●

データ通信システム ２ ● ● ● ●

オブジェクト指向言語Ⅰ ２ 　 ●

オブジェクト指向言語Ⅱ ２ 　 ●

コンピュータネットワーク ２ 　 ●

サーバ構築演習 ２ ●

人工知能の基礎 ２ ●

食と健康情報 ２ 　 ●

主要単位合計数 ６０単位６８単位６０単位５８単位

卒業するにはその他開講科目から ６４単位５６単位６４単位６６単位
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７．教材の購入

７－１．教科書の申込

(1) 教材申込書類の入手
履修登録用紙等と一緒に配布します。

(2) 申込のタイミング
期限はありませんが、申込忘れのないよう履修登録と同時に行うことをお勧

めします。履修登録をしても、教材申込をしなければ教科書は購入すること

ができません。

(3) 申込先
教科書は市販本を使用します。

申込先は本学通信教育部ではなく、本学指定の書店になります。「教材申込書」

で指定書店（紀伊國屋書店北海道営業部）へ直接申し込んでください。

紀伊國屋書店　北海道営業部
〒０６０-０００５

北海道札幌市中央区北５条西５丁目７　sapporo55　３Ｆ

ＴＥＬ．０１１-２５１-７８４１

ＦＡＸ．０１１-２６１-８５４８

※申込後の不明な点は、直接書店に確認してください。
　市販本教材の申込状況は次のサイトで確認できます。

　　　　http://hiu.xerga.com/

※紀伊國屋書店の店頭では対応できません。

(4) 購入の流れ
申込から発送までは、おおむね次のような流れとなります。

申込により指定書店から発送されます。

申込が集中する時期は、申請から１～２週間程度か

かります。

準備のできたものから何回かに分割して送付される

こともあります。

一部離島については、先に振込用紙を送り入金を確

認後、発送します。

教材申込

⇩
代金引換便で教材発送

⇩
教材到着
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(5) 注意
・申込書を指定書店ではなく本学に送付された場合は、一定期間留め置きの

上まとめて書店に転送されるため、通常より時間がかかることになります。

送付先を間違わないよう十分注意してください。

・教科書は一般の書店でも取り扱っているものがあります。本学指定書店以

外で独自に購入する場合は、「講義概要」巻頭の教材一覧で「書籍名」「著

者」「出版社」「版」を確認の上、購入してください。独自に購入した場合、

理由によらず交換等の申し出には応じられません。

７－２．補助教材

教科書以外の学習用教材を「補助教材」と呼びます。補助教材は毎年度変更に

なるため、入学時と毎年２月中旬頃にすべての学生に配布します。

(1) 補助教材の種類
・学習用プリント集(ＣＤ－ＲＯＭ)

・レポート課題集・レポート課題集別冊

・レポート用紙

・「英語Ⅱ（初級英会話）」学習用プリント（印刷授業履修登録済の希望者のみ）

これらは無料です。ただし、聴講生には学習用プリント集のみ配布します。

「英語Ⅱ（初級英会話）」の学習用プリント希望者は、ＨＩＵ通信巻末の「教

材交付願」で申し込んでください。

(2) 学習用プリント集について
学習用プリント集はＣＤ－ＲＯＭで配布します。

科目毎の学習用プリントの有無については、別冊子「講義概要」の教材一覧

で確認できます。

７－３．教材の再申込・追加申込

教科書等の教材を紛失・汚損等により再度購入したい場合、購入し忘れた教材

を購入する場合、および補助教材を追加で希望する場合は、「教材交付願」で

注文することができます。「教材交付願」はＨＩＵ通信の巻末に添付されてい

ます。

市販本は本学指定書店、補助教材は通信教育部に、それぞれ申し込んでくださ

い。

手続きは…
「Ⅷ　事務手続き　７－１．
教材交付願」参照
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Ⅶ．学習の進め方

１．学習の基本的心構え

本学通信教育部では、印刷授業、面接授業（スクーリング）、インターネット
メディア授業、ＩＰメディア授業の４つの授業形態で学習を進めていきます。
特に印刷授業では、学習用プリント集などに沿って教科書を読むという自主学
習が中心で、担当教員からの直接の講義・指導がありません。ただ漫然と教科
書を読んでいても学習効果はなかなか上がりませんので、学習方法をいろいろ
と自分で工夫することが必要です。
以下に学習の際の心構えをいくつかあげますので参考にしてください。

１－１．メモ・アンダーライン

教科書を読む際、ただ目で字を追っていてもなかなか頭に入らないものです。
そこで、メモを取る、アンダーラインを引く、声を出して教科書を読むなど、
自ら効率よく学習を進めていくことが必要となります。特に、ノートを作成す
る、重要箇所にアンダーラインを引くといった作業は、科目試験勉強の際にも
役立つでしょう。

１－２．参考資料を利用する

教科書を読むだけでは、知識の深さ、広がりという点で物足りない場合があり
ます。また、教科書の中でわからないことがでてくる場合もあります。このよ
うな場合には、関連図書やインターネット等を利用することをお勧めします。
参考書は学習用プリント集や講義概要に載っている場合もありますが、図書館
等で様々な本に触れてみることが有効です。是非、学習を深めるためにも利用
してみてください。

１－３．１日の学習量

１日でまとめて勉強して早く教科書を終わらせてしまおうと思わず、毎日少し
ずつ学習することが大切です。特に科目試験受験日が近くなると、あわてて教
科書を終わらせようとして無理な学習計画を立てる場合が多くなるようです。
１日の学習量には個人差があるとは思いますが、十分に余裕をもった学習計画
を立て、計画的に学習を進めましょう。

１－４．学習の開始と進め方

学習の開始は、手元に教科書・補助教材が届いた時点からとなります。特に印
刷授業の場合は、計画的に学習し、科目試験受験時に持参・提出するレポート
を順次作成していく必要があります。
また、面接授業・インターネットメディア授業は、指定の期限までに受講申込
手続が必要となりますので、ＨＩＵ通信の申込案内や「無限大キャンパス」の
掲載情報を確認することも学習を進めるうえで重要となります。
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２．質問の仕方

自分で学習を進めていくうえで疑問点がある場合は、担当教員に直接質問する

手段として、質問票を利用することができます。

２－１．質問票の送付先

必ず、本学通信教育部事務部学生係宛にお送りください。指示があった場合を

除き、担当教員宛に直接送付することはできません。

２－２．提出方法

(1) 郵送の場合
第四種郵便で送ることができます。

封筒の表に「質問票在中」と明記してください。

次のものを同封してください。

◇質問票（用紙サイズ：Ａ４またはＢ５）

無限大キャンパスから「質問票」をダウンロードし印刷するか、任意の

用紙に次の項目を記入してください。

[記入項目]

・題名として一番上に「質問票」と記入してください。

・学籍番号

・氏名

・科目名

・担当教員名（授業形態により異なる場合があります）

・質問内容

※必要に応じて送付前にコピーをとってください。

◇返信用封筒（宛名明記、１５円分の切手貼付)

＜送付先＞

〒０６９－８５８５

北海道江別市西野幌５９－２

北海道情報大学　通信教育部事務部　学生係　宛

(2) ＦＡＸの場合
次のものを送付してください。

◇質問票（用紙サイズ：Ａ４またはＢ５）

無限大キャンパスから「質問票」をダウンロードし印刷するか、任意の

用紙に上記「郵送の場合」の記入項目＋回答の返信先ＦＡＸ番号を明記

してください。

第四種郵便については…
「Ⅷ．事務手続き　２－２．
郵便の場合」参照
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＜送付先＞

北海道情報大学　通信教育部事務部　学生係　宛

ＦＡＸ．０１１－３８５－１０７４

(3) 電子メールの場合
利用条件

・添付ファイル（PDF等）を受信・閲覧できること

・次の送付要領に従うこと

・携帯メールは不可

送付要領

・件名（Subject） 　：“質問票”と明記してください

・送付先（To）　  　：hiu-tsukyo@do-johodai.ac.jp

・送信元（From） 　：このアドレスに返信しますので、誤りがないか

　　　　　　　　　　必ず確認してください

・本　文　　 　　　：次の項目を順に明記してください

・学籍番号
・氏名
・科目名
・担当教員名（授業形態によって異なる場合があります）
・質問内容

※ファイルを添付する場合

・ファイル種類は、MS－Word、Excel、PowerPoint、一太郎、PDF、

画像ファイル（JPG、GIF、PNG）のいずれか

・ファイルサイズは１つのメールで合計３ＭＢ未満

※ウイルス感染メールは受け取れません（自動的に削除されます）。

各自留意してください。

２－３．質問票の書き方・質問内容について

・科目ごとに用紙またはメールを分けてください。
・提出された質問票は原則そのまま担当教員に渡されます。

・質問票の内容は、科目の内容に関することに限ります。授業範囲外の質問に

ついては対応できない場合があります。事務手続きについての問い合わせは

「Ⅷ．事務手続き」を参照し、事務部宛にお送りください。

・科目試験の問題を知りたい等の質問については回答できません。

・「勉強の仕方がわからない」等の漠然とした質問は避けてください。担当教

員には質問者のどこに（何に）問題があるのかがわからず、“回答のしよう

がない”ということになります。なるべく具体的に質問するよう心がけてく
ださい。

・練習問題などの解答を確認する場合は、ただ「解答を教えてください」では

なく、まず自分なりの解答を作成し、その内容が十分なものかどうかについ

て担当教員に質問するようにしてください。

・レポート課題の解答の要望・事前の添削依頼については、公平性の観点から

受付できません。
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２－４．回答期間

・回答までに、およそ７～１０日＋郵送期間（郵送の場合）がかかります。余裕

をもって質問してください。（担当教員の都合により、遅れる場合もあります）

・郵送の場合は２週間、ＦＡＸや電子メールの場合には１０日間以上回答がない

場合は、郵便事故・メールの返信先の誤り等も考えられますので、通信教育部

事務部まで連絡してください。

＜連絡先＞

北海道情報大学　通信教育部事務部　学生係

ＴＥＬ．０１１－３８５－４００４

ＦＡＸ．０１１－３８５－１０７４

電子メール　hiu-tsukyo@do-johodai.ac.jp

２－５．その他

正科生Ｂの学生は、各教育センター経由でもかまいません。ティーチングアシ

スタント（ＴＡ）に相談してください。

３．レポートの作成・提出

３－１．レポートについて

レポートは卒業論文を除くすべての印刷授業の科目で提出が必要です。レポート

課題集の内容に沿って作成し、担当教員の添削指導を受けます。体裁・提出方法

等は、レポート課題集に記載されていますので、確認してから作成してください。

３－２．提出時期

・会場で科目試験を実施する科目

科目試験受験の際にその科目のレポートを持参し、会場で提出することにな

ります。受験せずにレポートのみを提出することはできません。
もし忘れた場合は現場の指示に従ってください。

・オンラインで科目試験を実施する科目

事前に認証情報登録のうえ指定する提出期間中にオンラインで提出します。

無限大キャンパスの「印刷授業 オンライン科目試験」ページで提出期間を

確認してください。

レポート提出後、試験未受験であっても添削されます。

認証情報登録については、「４－１.印刷授業の科目試験＜オンラインで実施

する科目＞」を参照してください。
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３－３．評　価

評価は合格か不合格となります。ただし、「健康科学」は科目試験がありませ

んので、優、良、可、不可の評価になります。

レポートは合否に関わらず返却されます。返却するレポートは添削されていま

すので学習の参考にしてください。オンライン提出したレポートは、無限大キ

ャンパスの「印刷授業 オンライン科目試験」ページで評価および講評が確認

できます。

３－４．合格の有効期限

平成２１年度以降に合格したレポートは、学籍がなくなるまで有効です。一度

合格すると、再提出の必要はありません。

平成２０年度までに合格したレポートについては、再履修す

る場合、再度提出する必要がありますので注意してください。

３－５．レポート用紙

・レポート用紙は「レポート課題集」の指示に

従ってください。

・レポート用紙が不足した場合は、正科生Ａ、

科目等履修生、特修生は本学通信教育部事務

部へ、正科生Ｂは所属教育センターへ請求してください。

３－６．実習を含む場合の取扱い

一部科目については、レポート課題に実習が含まれていることがあります。詳

しくはこの後の「５．実習の実施方法」および「６．レポート合格および実習

課題提出の持ち越し」をご覧ください。

３－７．レポートの不合格・未提出

試験の採点は、レポートが合格していることが前提です。レポートが不合格ま

たは未提出の場合、試験は不合格と同じ扱いになり、その科目の成績は不可と

なります。

３－８．注意事項

・当年度のレポート課題集の内容に沿って作成してください。
・他人のレポートを書き写して提出した場合やインターネットのサイトの内容

などを丸写ししたようなものは、不正行為とみなされます。この場合は添削

の対象となりません。場合によっては処分の対象となります。また、白紙等

の場合も提出と認められません。

在学生は
注意　　

レポート用紙の請求につい
ては…
「Ⅷ．事務手続き　７－１．
教材交付願」参照
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４．科目試験

４－１．印刷授業の科目試験

＜会場で実施する科目＞
インターネットメディア授業の科目試験と同時に実施します。

同一日時に行う科目は、１回の試験につき１科目のみ受験可能です。

(1) 試験会場・日程・時間割
会場　…　「４－５．科目試験会場」を参照してください。

日程・時間割　…　巻頭「平成２７年度印刷授業・インターネットメディ

ア授業科目試験時間割」を参照してください。［５月・

１月］と［７月・１１月］で試験講時および曜日が入

れ替わります。

(2) 受験申込
受験するためには試験毎に受験申込が必要です。申込時に受験会場と受験

科目を選択します。ＨＩＵ通信や無限大キャンパスの案内に従って手続き

をしてください。

＜申込案内掲載予定号＞

・前期 ①　ＨＩＵ通信４月号

・前期 ②　ＨＩＵ通信６月号

・後期 ①　ＨＩＵ通信１０月号

・後期 ②　ＨＩＵ通信１２月号

なお、本学・旭川・仙台・東京・横浜・静岡会場は席数に限りがあります。

詳しくは「４－５．科目試験会場」を参照してください。

(3) 科目試験受験許可証
受験申込により「科目試験受験許可証」が送られます。発送日はＨＩＵ通

信でお知らせします。手元に届かない場合は郵便事故などが考えられます

ので、事務部へ連絡してください。

＜連絡先＞　北海道情報大学　通信教育部事務部　教務係

　　　　　　ＴＥＬ．０１１－３８５－４００４

(4) 受験の要件
初めて受験する科目や以前提出したレポートが不合格だった科目は、レポ

ートを持参していること。平成２１年度以降にレポート合格している場合

は不要です。

重  要
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(5) 当日の持ち物
学生証（受講証）、科目試験受験許可証、筆記用具、持ち込み許可物、
その他指定のあったもの

持ち込み許可物自由の場合は、最低限教科書を持参することをおすすめします。

＜オンラインで実施する科目＞
無限大キャンパスの「印刷授業 オンライ

ン科目試験」ページで実施します。自宅等

のＰＣで受験してください

(1) 認証情報登録
個人認証を行うため事前の認証情報登録が必要です。「印刷授業 オンライ

ン科目試験」ページの案内に従い登録してください。レポート提出時およ

び科目試験受験時に、登録した認証情報の入力が求められます。

(2) 試験日程
前期①：　５月１８日（月）１０：００～　５月２２日（金）１６：００

前期②：　７月２１日（火）１０：００～　７月２７日（月）１６：００

後期①：１１月１３日（金）１０：００～１１月１９日（木）１６：００

後期②：　１月１４日（木）１０：００～　１月２０日（水）１６：００

(3) 受験の要件
初めて受験する科目や以前提出したレポートが不合格だった科目は、レポ

ートを提出していること。前回までにレポート合格している場合は不要で

す。

４－２．面接授業の科目試験

(1) 試験会場・日程
各スクーリング会場で、最終日の授業終了後に行います。

(2) 当日の持ち物
学生証（受講証）、スクーリング受講許可証、筆記用具、持ち込み許可物、
その他指定のあったもの

(3) その他
原則として、遅刻・欠席がある場合は科目試験を受験できません。

４－３．インターネットメディア授業の科目試験

＜会場で実施する科目＞
印刷授業の科目試験と同時に実施します。

同一日時に行う科目は、１回の試験につき１科目のみ受験可能です。

オンライン試験科目の一覧は…
巻頭「平成２７年度印刷授業・
インターネットメディア授業科
目試験時間割」参照
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(1) 試験会場・日程・時間割
会場　…　「４－５．科目試験会場」を参照してください。

日程・時間割　…　巻頭「平成２７年度印刷授業・インターネットメディ

ア授業科目試験時間割」を参照してください。［５月・

１月］と［７月・１１月］で試験講時および曜日が入

れ替わります

(2) 受験申込
受験するためには試験毎に受験申込が必要です。申込時に受験会場と受験

科目を選択します。ＨＩＵ通信や無限大キャンパスの案内に従って手続き

をしてください。

＜申込案内掲載予定号＞

・前期 ①　ＨＩＵ通信４月号

・前期 ②　ＨＩＵ通信６月号

・後期 ①　ＨＩＵ通信１０月号

・後期 ②　ＨＩＵ通信１２月号

なお、本学・旭川・仙台・東京・横浜・静岡会場は席数に限りがあります。

詳しくは「４－５．科目試験会場」を参照してください。

(3) 受験できる科目
次の要件を指定する期限までに全て満たしている必要があります。

・履修登録後、受講申込をしている

・規定の単元以上を受講している

・受験申込をしている

受験できる科目は試験前に送られる「科目試験受験許可証」に記載されて

いますので、それに従って受験してください。

(4) 受験に必要な単元数
指定期限までに次の表の単元以上を受講していない場合、科目試験を受験

することができません。受験申込をしていた場合、その科目の申込は取り

消されます。各科目サイトで期限と必要な単元数を確認のうえ、計画的に

受講してください。

総単元数 １５単元 １４単元 １３単元 １２単元
受験に必要な単元数 ９単元以上 ８単元以上 ７単元以上

(5) 科目試験受験許可証
受験申込により「科目試験受験許可証」が送られます。発送日はＨＩＵ通

信でお知らせします。手元に届かない場合は郵便事故などが考えられます

ので、事務部へ連絡してください。

＜連絡先＞　北海道情報大学　通信教育部事務部　教務係

　　　　　　ＴＥＬ．０１１－３８５－４００４

重  要

重  要
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(6) 当日の持ち物
学生証（受講証）、科目試験受験許可証、筆記用具、持ち込み許可物、
その他指定のあったもの

持ち込み許可物自由の場合は、最低限教科書を持参することをおすすめします。

＜オンラインで実施する科目＞
各科目サイトで実施します。自宅等のＰＣ

で受験してください

(1) 試験日程

各科目サイトで確認してください。会

場で実施する試験とは日程が異なりま

す。

(2) 受験の要件

各科目サイトで確認してください。必要単元数の受講や練習問題の解答等

が必要です。

４－４．ＩＰメディア授業の科目試験

(1) 試験日程
ＩＰメディア授業の科目試験は、前期・後期放映の最終週に行います。

前期：７月１３日(月) ～ ７月１６日(木)

後期：１２月７日(月) ～ １２月１０日(木)

(2) 試験会場
所属の教育センターで実施します。

(3) 受験の要件
ＩＰメディア授業の受講回数が９回以上でない場合は、科目試験を受験す

ることができません。ただし、次の事項により欠席した場合に限り、出席

したものとして受講数に数えることとします。

・就職試験またはそれに相当するもの（移動日含む）

・忌引き（１親等：７日以内、２親等：３日以内）

４－５．科目試験会場

印刷授業およびインターネットメディア

授業の試験会場は次の通りです。

変更になる場合はＨＩＵ通信等でお知ら

せします。

会場の場所等は…
「Ⅻ．添付資料　２．教育センター」
および「Ⅻ．添付資料　３．その他
の科目試験・スクーリング会場」参
照

オンライン試験科目の一覧は…
巻頭「平成２７年度印刷授業・
インターネットメディア授業科
目試験時間割」参照
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(1) 正科生Ａ、科目等履修生、特修生の試験会場
受験する試験会場は、受験申込のたびに選択します(曜日ごとに選択可能)。

次の会場から選択してください。ただし、太字の会場は席数制限がありま
す。先着順で受け付けますのでご注意ください。

(2) 正科生Ｂの試験会場
正科生Ｂは所属の教育センターで受験してください。

４－６．試験範囲・持ち込み許可物

試験範囲と当日の持ち込み許可物は、講義概要の各科目ページおよび巻頭の注意

事項をご覧ください。

４－７．結果通知

(1) 評価
結果は、「優・良・可・不可」の４段階で評価します。

いずれか１回の科目試験に合格すると単位修得となります。

点数 ＧＰ 評価 合否 

９０～１００ ４
優

合格
８０～８９ ３

７０～７９ ２ 良 

６０～６９ １ 可 

　０～５９ ０ 不可 不合格 

本学では、ＧＰＡ（Grade Point Average）の値は学習指導の基礎資料や

成績表に記載され、成績証明書等、証明書には記載されません。

ＧＰＡ ＝
科目ＧＰ×科目単位数　＋　科目ＧＰ×科目単位数　＋ ･･･ 

受験科目総単位数

(2) 再受験・再履修
不合格の場合は、次回以降の試験で再度受験することができます（印刷授

業・インターネットメディア授業は同学期内の再受験可）。受験申込は受

験の都度必要です。なお、学期をまたぐ場合は再履修となります。詳細は

「Ⅵ．履修登録と教材の購入　５．再履修」を参照してください。

本学（５４）、旭川（４２）、仙台（３６）、東京（１２０）、
横浜（１０８）、静岡（３０）
各教育センター（札幌、秋田、新潟、名古屋、大阪、広島、

　　　　　　　　北九州、福岡、大分、鹿児島、沖縄第１、沖縄第２）

※括弧内の数字は予定席数です。試験毎の正式な席数はＨＩＵ通信で案内しま

　す。本学と札幌は別会場です。
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４－８．その他

・印刷授業・インターネットメディア授業の追試験は行いません。事故・病気・

その他やむを得ない事由で科目試験を欠席した場合も同様です。次回以降の

試験で受験してください。（受講料がかかるインターネットメディア授業は、

前期５月、後期１１月に受験できるように学習することをおすすめします）

・答案の返却は行いません。

・不正が発見された場合は、受験停止や合格取消などの処置を行い、処分の対

象となります。

・申請により、勤務先に対して本学から科目試験の出席依頼状を発行します。

手続きについては「Ⅷ．事務手続き　７－２．出席依頼状」を参照してくだ

さい。
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５．実習の実施方法

実習を伴う科目とその実施方法について、次の表に記しますので間違いのない

ように実施してください。特に、実習課題を提出しないと試験の結果が良くて

も成績は「不可」となりますので十分に注意してください。

５－１．実習を伴う科目

実習を伴う科目

実　施　方　法

印刷授業 面接授業
インターネット

メディア授業

ＩＰメディア

授業

情報リテラシー ――― ―――
課題提出

(オンライン)

授業中に

実施

コミュニケーション概論
課題提出

(試験会場持参)
―――

課題提出

(オンライン)

授業中に

実施

プログラミング基礎 ―――
授業中に

実施

課題提出

(オンライン)

授業中に

実施

システム設計演習 ―――
授業中に

実施

課題提出

(オンライン)

授業中に

実施

ディジタル画像概論
課題提出

(試験会場持参)
―――

課題提出

(オンライン)

授業中に

実施

データベースシステム
課題提出

(試験会場持参)

課題提出

(郵送)

課題提出

(オンライン)
―――

データベース技術
課題提出

(試験会場持参)
――― ――― ―――

ＣＧモデリング
課題提出

(試験会場持参)
――― ――― ―――

ＣＧレンダリング
課題提出

(試験会場持参)

課題提出

(郵送)
――― ―――

オブジェクト指向言語Ⅰ
課題提出

(試験会場持参)
――― ――― ―――

コンピュータネットワーク
課題提出

(試験会場持参)
―――

課題提出

(オンライン)

授業中に

実施



－ 73 － Ⅶ　学習の進め方

Ⅶ
学
習
の
進
め
方

５－２．実施方法・提出時期

・印刷授業の「課題提出（科目試験会場持参）」の場合

科目試験受験時にレポート課題を提出してください（対象科目のレポート

課題に実習の内容が含まれています）。実習課題はレポートとして返却し

ます。

・面接授業の「授業中に実施」の場合

授業中に実習を行います。実習内容については担当教員から直接指示があ

ります。

・面接授業の「課題提出(郵送)」の場合

印刷授業のレポート課題を提出してください（対象科目のレポート課題に

実習の内容が含まれています）。

スクーリング終了日の翌日から２週間以内（締切日が大学休業日の場合は、
翌受付可能日まで）に本学へ提出してください。
実習課題は返却しません。

・インターネットメディア授業の「課題提出（オンライン）」の場合

実習内容・提出期限については科目サイトなどで案内します。

実習課題は返却しません。

・ＩＰメディア授業の「授業中に実施」の場合

授業中に実習を行います。実習内容については担当教員から直接指示があ

ります。

５－３．実習課題の未提出

試験の採点は、実習課題（完成しているもの）を提出していることが前提です。

そのため、実習課題が未提出の場合および不完全な場合は、試験も不合格と同

じ扱いになり、その科目の成績は不可となります。
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６．レポート合格および実習課題提出の持ち越し

(1) 持ち越し対象の授業形態と提出方法

レポート課題

　・印刷授業 ･･･ 試験会場持参

　・印刷授業 ･･･ オンライン

実習課題

　・印刷授業 ･･･ 試験会場持参

　・面接授業 ･･･ 郵送

　・インターネットメディア授業 ･･･ オンライン

平成２１年度以降に、これらの授業形態と提出方法でレポート合格および実習

課題を提出した科目（システム設計演習は平成２７年度以降提出分）は、科目

試験不合格等により単位を修得できなかった場合、レポート合格および実習課

題提出は在籍中は当該科目が閉講しない限り有効です。次回以降これらの授業

形態で履修する場合は、試験に合格すると単位を修得できます。

　

※オンライン提出の実習課題は、提出した学期に受験申込をしなかった場合、

および受験許可を得られなかった場合は持ち越し対象外となります。

これらの方法でレポート合格および実習課題を提出した場合、次回以降の科目

試験では次のようになります。

・印刷授業で履修する場合はレポート提出が不要

・面接授業で課題を郵送する科目を履修する場合は課題の提出が不要

・インターネットメディア授業で課題をオンライン提出する科目を履修する場

合は課題の提出が不要

ただし、インターネットメディア授業の実習課題提出不要の場合でも、規定の

単元数以上を受講しなければ科目試験の受験許可は得られません。

(2) 持ち越し対象外科目

・平成２０年度までにレポート合格および実習課題を提出した科目

・システム設計演習（平成２６年度までの提出分）

・プログラム言語Ⅰ

・サーバ構築演習
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７．卒業論文

７－１．卒業論文を履修できる学生

卒業論文は、正科生だけが履修できる選択科目です。正科生以外は履修できま

せん

７－２．履修資格

(1) ４月入学生
・卒業論文を履修する前年度末までに在学期間が３６ヶ月以上あること

（２年次編入学生は２４ヶ月以上、３年次編入学生は１２ヶ月以上）。

・卒業論文を履修する前年度末までに

１００単位以上を修得済みであること

（卒業要件の一括認定単位を含む）。

(2) １０月入学生
・卒業論文を履修する前年度末までに在学期間が３０ヶ月以上あること

（２年次編入学生は１８ヶ月以上、３年次編入学生は６ヶ月以上）。

・卒業論文を履修する前年度末までに８４単位以上を修得済みであること

（卒業要件の一括認定単位を含む）。

７－３．テーマの選択・申込

卒業論文を履修する前年度の１２月にその年度末で卒業論文の履修資格を満たす

見込みのある方に、本学より「卒業論文申込可否通知」を送付します。申込可否

通知が「申込可」となっている方のみ申込することができます。申込を希望する

場合は、無限大キャンパスに公開される「卒業論文手引きとテーマ」の中から希

望するテーマを選択し卒業論文の申込をします。テーマは複数選択します。

「卒業論文手引きとテーマ」には、選択テーマの提出方法の詳細が記載されてい

ますので、よく読んで提出してください。

７－４．テーマについて

テーマには「個人テーマ」と「グループテーマ」があります。１人で履修する

ことができるテーマを「個人テーマ」、指定された人数でグループを組んで履

修するテーマを「グループテーマ」と呼びます。「グループテーマ」を選択し

た場合も、卒業論文としての合否はグループ全体ではなく、個人個人が審査の

対象となります。

一括認定単位については…
「Ⅲ．卒業要件とカリキュ
ラム」参照
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７－５．テーマの決定と論文の作成

複数選択されたテーマの中から、本学がどれかひとつを指定します。これを仮

決定といいます。仮決定は卒業論文を履修する前年度１月の予定です。

テーマ仮決定通知が事務部から送付されたら論文作成を開始します。

担当教員の指示に従って論文を作成します。学生・担当教員間のやりとりは、

担当教員から特に指示がある場合を除き、事務部が窓口となります。

４月に卒業論文履修資格の確認を行います。資格を満たした場合に正式決定の

通知が送られます。

７－６．論文の提出と総合面接

論文の提出締め切りは９月末日です。

卒業論文が提出されると、教員による論文審査が行われます。その後本学にお

いて総合面接が行われ、合否が確定します。総合面接の日程は本学が指定します。

７－７．全体スケジュール

着手前年１２月上旬
卒業論文申込可否通知を本学より送付

「卒業論文手引きとテーマ」公開

１２月下旬 卒業論文申込締切

翌　年　１月中旬
卒業論文テーマ仮決定通知を本学より送付

卒業論文作成開始

４月上旬

履修資格の確認を本学が行う

資格を満たした学生→卒業論文テーマ正式決定通知送付

資格を満たさない学生→連絡文書送付

　　　　　　　　（卒業論文は次年度以降に作成する）

４月以降
履修資格を満たした学生のみ卒業論文作成継続

教員の指示に従い指導を受ける

９月末 卒業論文提出締切

１０月～翌年１月 本学において総合面接

２月中旬 合否確定
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Ⅷ．事務手続き

１．事務手続きの概要

１－１．通信教育部事務組織

通信教育部事務部は次の係で運営されています。必要に応じて各係宛に連絡を

取ってください。担当係が不明な事項の場合は「事務部」宛に連絡してください。

１－２．事務手続きの問い合わせ先

問い合わせ先・送付先は次の通りです。問い合わせは、電話・郵便・ＦＡＸ・

電子メールにて受け付けています。

※正科生Ｂは、所属の教育センターを通して問い合わせてください。

所 在 地：〒０６９-８５８５

　　　　　　北海道江
え べ つ し

別市西
にしのっぽろ

野幌５９－２

宛　　　先：北海道情報大学　通信教育部事務部

電 話 番 号：０１１-３８５-４００４

ＦＡＸ番号：０１１-３８５-１０７４

電子メール：hiu-tsukyo@do-johodai.ac.jp

受 付 時 間：月～金　９：００～１７：４５

　　　　　　ただし、次の日は受付できません。

　　　　　　　・土曜日、日曜日

　　　　　　　・国民の祝日に関する法律に定める休日

　　　　　　　・年末年始

　　　　　　　・その他本学が特に定めた日

ＦＡＸ・電子メールは時間外でも受信できますが、対応は翌受付可能日になり

ます。

１－３．個人情報の照会

学生の住所等連絡先・成績・履修状況等の個人情報に関しての照会に、電話や

電子メールでは応じられません。

郵便やＦＡＸで個人情報の照会があった場合は、原則として本学登録住所に郵

送にて回答します。

通信教育部

事　務　部

教務係 教育課程、授業実施、科目試験、
成績、教職課程に関する業務　　等

学生係 入学選考、学籍、証明書、質問票、
学費、奨学金に関する業務　　等
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１－４．その他

匿名でのお問い合わせはご遠慮ください。不審メール等と見なし対応しない場

合があります。

２．事務への問い合わせ方法

２－１．電話の場合

・受付時間内（月～金　９：００～１７：４５）に問い合わせてください。

・用件、学籍番号、氏名を伝えてください。

・お問い合わせ内容の要点を事前に箇条書きにして質問するなど、効率化にご

協力ください。

・即答できない内容については、折り返しの連絡となります。

２－２．郵便の場合

(1) 学習に直接かかわる郵便物は第四種郵便
学習に直接かかわる質問票、実習課題、卒業論文等は「第四種郵便」で送る

ことができます。事務手続に関する質問等、学習に直接かかわらない書類は

第四種郵便の適用外です。

〈第四種郵便料金〉

１００ｇまでが１５円、以降１００ｇ毎に１０円ずつ加算されます。

重さ 100ｇまで 200ｇまで 300ｇまで 400ｇまで ･･････ １㎏まで

料金 １５円 ２５円 ３５円 ４５円 ･･････ １０５円

(平成２６年１２月１日現在)

＜第四種郵便の送付方法＞

・封筒の表面に「文部科学省認可通信教育」と表示してください

・封筒の表面または裏面に内容物を記入してください

　　　例：「質問票在中」等

・封筒の上端３分の１程度を切り取ってください

・宛先は本学通信教育部事務部宛としてください

・封筒の裏面に住所・氏名・学籍番号を記入してください

＜内容物＞

・質問票、実習課題、卒業論文等

・質問票の場合は返信用封筒（宛名明記・切手（第四種郵便料金）貼付）

を同封

上記に準拠していても、「文部科学省認可通信教育」と手書きで記載した場

合郵便局窓口で料金不足である等指摘を受ける場合があるようですが、本学

では上記の形態を取る限り手書きでも問題がないことを確認済みです。
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＜封筒見本＞

(2) それ以外の郵便物は一般郵便
学習に直接かかわらない書類（事務への質問等）を送付する際は、一般郵便

でお送りください。

＜一般郵便の送付方法＞

・宛先は本学通信教育部事務部宛としてください

・封筒の表面または裏面に内容物を記入してください

　　　例：「証明書申請書在中」等

・封筒の裏面に住所・氏名・学籍番号を記入してください

＜内容物＞

・直接学習にかかわるもの以外のすべて

一般的な事務への質問等については、ＨＩＵ通信の巻末に添付されている

「ＦＲＥＥ ＴＡＬＫ」等を使用してください。その際は、忘れずに学籍

番号・氏名・件名を明記してください。

・返信が必要な場合は返信用封筒（宛名明記・切手貼付）を同封

不審な郵便物は受け取りを拒否することがありますので、体裁を守ってお送

りください。

（表） （裏） 

北
海
道
江
別
市
西
野
幌
５
９-

２

文
部
科
学
省
認
可
通
信
教
育

３
分
の
１
程
度
カ
ッ
ト「

文
部
科
学
省
認
可
通
信
教
育
」
と
明
記

切
手
貼
付 

糊
付
け

表
ま
た
は
裏
面
に

内
容
物
を
明
記 

「質問票在中」 

東
京
都
中
野
区
中
野
・
・
・ 

情
報 

花
子 

(

１
５
７
０
０
０
０) 

164-0001 

069-8585 

北
海
道
情
報
大
学

通
信
教
育
部
事
務
部

○
○
係

御
中
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＜封筒見本＞

２－３．ＦＡＸの場合

ＨＩＵ通信巻末の「ＦＲＥＥ ＴＡＬＫ」等に、次の内容を明記してお送りく

ださい。

　・学籍番号、氏名、件名、回答の返信先ＦＡＸ番号

返信先の記載に誤りがあった場合は返信できませんのでご注意ください。

送信する際は、送信面（表面・裏面）に十分ご注意ください。

２－４．電子メールの場合

件名（Subject） ： 簡潔に問い合わせ内容を記載してください

本文 ： 学籍番号、氏名、質問等内容を明記してください

・受付日から約１週間以内に送信元アドレス宛に返信します。届かない場合は

メールの未着・到着遅延が考えられますので、宛先・送信元設定を確認のう

え再送をお願いします。

・本学からの返信はＰＣメールを前提としているため、携帯端末等で受け取る

場合は読みづらい場合があります。

・携帯電話等から問い合わせる場合は、ＰＣからの返信を受け取れるように設

定しておいてください。

・要領が守られていない場合は回答を行わず、その旨記載して返信することも

あります。

・ウイルス感染メールは自動的に削除されます。各自留意してください。

うら 

北
海
道
江
別
市
西
野
幌
５
９
―
２

北
海
道
情
報
大
学

通
信
教
育
部
事
務
部

○
○
係

御
中

諸
変
更
届
在
中

おもて 

164-0001 
東
京
都
中
野
区
中
野
・
・
・ 

情
報 

花
子 

(

１
５
７
０
０
０
０) 

069-8585 

表
ま
た
は
裏
面
に

内
容
物
を
明
記 
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２－５．「無限大キャンパス」からの場合

サイト内の案内に従い、必要項目を入力し送信してください。

「無限大キャンパス」への接続等は、巻頭　ポータルサイト「無限大キャンパス」

のご案内を参照してください。

３．学籍異動に関する諸手続き　＜担当 ：学生係＞

３－１．休学手続き

(1) 提出するもの
ＨＩＵ通信で案内する期限までに次のものを提出してください。

・「休学・退学願」（休学に○印を付ける）（本冊子巻末に添付）

・返信用封筒（宛名明記・切手貼付）

・休学の事由を証明するものの提出を求めることがあります。

(2) 提出先
正科生Ａ･･･北海道情報大学 通信教育部事務部

正科生Ｂ･･･所属の教育センター

(3) 提出方法
・「休学・退学願」は原紙の郵送でのみ受付します。

・書留郵便（簡易書留・特定記録含む）で送ることをおすすめします。

・郵便事情などにより予定していた日数では到着しない場合がありますの

で、発送日が締切間際になってしまった場合には、電話で到着確認をして

ください。

(4) 注意点
・記載内容に不備（保証人の氏名が本学への届出と異なる等）があると受付

できません。

・未納の学費（スクーリング受講料、インターネットメディア授業受講料、

教職課程受講料、教材料含む）がある場合は受け付けることができません。

・学期途中からの休学、および遡って休学することはできません。
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３－２．復学手続き

(1) 提出するもの
ＨＩＵ通信および個別の文書で案内する期限までに、次のものを提出してください。

・「復学願」（本冊子巻末に添付）
・返信用封筒（宛名明記・切手貼付）
・履修届（オンラインで登録する場合は不要）
・復学の事由を証明するものの提出を求めることがあります。

(2) 提出先
正科生Ａ･･･北海道情報大学 通信教育部事務部
正科生Ｂ･･･所属の教育センター

(3) 提出方法
・「復学願」は原紙の郵送でのみ受付します。
・書留郵便（簡易書留・特定記録含む）で送ることをお勧めします。
・郵便事情などにより予定していた日数では到着しない場合がありますの
で、発送日が締切間際になってしまった場合には、電話で到着確認をして
ください。

(4) 注意点
・記載内容に不備（保証人の氏名が本学への届出と異なる等）があると受付

できません。

・休学料の未納がある場合は受け付けることができません。休学終了までに
休学料の未納が解消しない場合は除籍となります。

・復学願提出とあわせて履修登録手続きをしてください。

・正科生Ｂは、教育センターの指示に従って履修登録手続きをしてください。

３－３．退学手続き

(1) 提出するもの
・「休学・退学願」（退学に○印を付ける）（本冊子巻末に添付）
・学生証
・返信用封筒（宛名明記・切手貼付）

(2) 提出先
正科生Ａ･･･北海道情報大学 通信教育部事務部
正科生Ｂ･･･所属の教育センター

(3) 提出方法
・「休学・退学願」は原紙の郵送でのみ受付します。
・書留郵便（簡易書留・特定記録含む）で送ることをおすすめします。
・郵便事情などにより予定していた日数では到着しない場合がありますの
で、発送日が締切り間際になってしまった場合には、電話で到着確認をし
てください。
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(4) 注意点
・退学願は随時受け付けますが、学期末の退学願の受付締切日はＨＩＵ通信

にて案内します。

・退学日は本学で承認した日となりますので、退学日の欄には何も記入しな

いでください。

・記載内容に不備（保証人の氏名が本学への届出と異なる等）があると受付

できません。

・未納の学費（スクーリング受講料、インターネットメディア授業受講料、

教職課程受講料、教材料含む）がある場合は受け付けることができません。

３－４．除籍の取り扱い

学費未納による除籍の場合、除籍に関する「確認書」の提出を促しますが、所

定の期日までに未納が解消しない場合は確認書の提出がなくても除籍とし、学

費が未納分の学期の在籍期間・成績が抹消されます。

一部例外を除き、除籍者には除籍通知を送付します。

３－５．卒業の手続き

卒業にあたり手続きは不要です。卒業要件（在籍年数・必要単位数等）を充足

した学期で卒業となります。卒業確定者へは本学から通知文書を送付します。

卒業が認定された学期に「学位記」を授与します。受け渡し方法は、年度末の

場合は学位記授与式出席者へは会場で手渡し、出席しない場合は宅配便で発送

します。前期末の場合は宅配便で発送します。

「卒業証明書」などの証明書類は申請がなければ発行されませんので、必要な

方は「６．証明書の申請手続き」を参照し手続きをしてください。



－ 84 －Ⅷ　事務手続き

Ⅷ
事
務
手
続
き

４．届出事項の変更手続き　＜担当：学生係＞

学生情報は、学籍簿に基づき次の種類で個別に管理されています。

「学生本人」「緊急連絡先」「学費支払者」「保証人」

これらは、内容が同じでも別々のものとして管理されますので、変更がある場

合はそれぞれについて手続きする必要があります。

４－１．学生氏名の変更

(1) 提出するもの
・「諸変更届（本人）」＜氏名変更欄に記入＞（本冊子巻末に添付）

・戸籍抄本または氏名変更がわかる公的書類　１通

・「証明書等交付申請書」＜学生証（受講証）欄に記入＞（ＨＩＵ通信に添付）

・旧氏名の学生証（受講証）

・学生証（受講証）発行手数料　郵便定額小為替５００円

記入欄は無記入・捺印なし
有効期限（発行日から６ヶ月）内のもの

・顔写真（脱帽・背景無地・縦３.０ｃｍ×横２.５ｃｍ） １枚

・返信用封筒

学生証（受講証）の入る大きさ
宛名明記
切手貼付（定形：８２円、定形外：１２０円）

(2) 提出先
北海道情報大学 通信教育部事務部

(3) 提出方法
・提出物はすべて原紙の郵送でのみ受付します。

・書留郵便（簡易書留・特定記録含む）で送ることをおすすめします。郵送

途中の紛失に関しては、本学では責任を負いかねます。
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４－２．学生住所等の変更

学生本人の住所、電話番号、勤務先、本籍地（都道府県）に変更があった場合

は、速やかに届け出てください。

(1) 提出するもの
・「諸変更届（本人）」＜該当欄に記載＞（本冊子巻末に添付）

(2) 提出先
北海道情報大学 通信教育部事務部

(3) 提出方法
郵送、ＦＡＸ、電子メールで提出。またはポータルサイト「無限大キャンパス」

の「オンライン手続き」、（Ｃ）事務処理関連「（１）オンライン諸変更届（本

人）」から手続きしてください。

(4)「緊急連絡先」「保証人」「学費支払者」の住所等も同時に変更となる場合
「緊急連絡先」「保証人」「学費支払者」のいずれかの住所および電話番号が本

人と同時に同じ住所・電話番号に変わる場合は、「諸変更届(本人)」の該当す

る欄に○印を付けてください。これにより「４－４．その他の変更」の手続

きが不要になります。記載がない場合は、学生本人のみ変更されます。

(5) 郵便局への転居届
住所を変更する場合は、郵便局にも転居届（郵便局備え付け）を提出してく

ださい。１年間は新住所へ転送してもらえますので、転居してから住所変更

の手続きが終わるまでの間も郵便物が滞りなく手元に届きます。

郵便局へ転居届を提出しないと郵便物が“宛先不明”で大学に戻されること

がありますので注意してください。

毎月１０日発行のＨＩＵ通信には、各種手続きの詳細や期限、重要

な連絡事項等が掲載されていますが、準備の都合上、発行月前月の

登録住所に送付します。転送に時間がかかる場合や手続き忘れによ

り届かない場合は、無限大キャンパスからダウンロードし内容を確

認してください内容を確認してください。
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４－３．保証人または学費支払者の変更

保証人または学費支払者を変更する場合、保証人または学費支払者の氏名変更

があった場合は、速やかに届け出てください。

(1) 提出するもの
・「保証人・学費支払者変更届」＜いずれかに○印を付ける＞（本冊子巻末に添付）

(2) 提出先
北海道情報大学 通信教育部事務部

(3) 提出方法
・「保証人・学費支払者変更届」は原紙の郵送でのみ受付します。

・書留郵便（簡易書留・特定記録含む）で送ることをおすすめします。郵送

途中の紛失に関しては、本学では責任を負いかねます。

(4) 印鑑について
・保証人の変更の際は、本人と保証人の印鑑は別のものを用いてください。

・学費支払者の変更の際は、本人と学費支払者の印鑑は別のものを用いてく

ださい。ただし、本人が学費支払者となる場合は、同一印鑑でかまいません。

４－４．その他の変更

次のいずれかについて変更があった場合は、速やかに届け出てください。

・緊急連絡先の氏名、続柄、住所、電話番号

・保証人の住所、電話番号

・学費支払者の住所、電話番号

(1) 提出するもの
・「諸変更届（その他）」＜該当欄に記入＞（本冊子巻末に添付）

(2) 提出先
北海道情報大学 通信教育部事務部

(3) 提出方法
・「諸変更届（その他）」は郵送、ＦＡＸ、電子メールで受付します。

・緊急連絡先、保証人、学費支払者のいずれかの住所・電話番号が本人と同

時に同じ住所・電話番号に変わる場合は、「諸変更届（本人）」の該当する

欄に○印を付けることにより、この手続きが不要になります。
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５．学生証（受講証）の更新と再発行　＜担当：学生係＞

５－１．学生証（受講証）の有効期限

(1) 正科生
学生証の有効期限は、入学日から修業年限までです。

(2) 科目等履修生・特修生
受講証の有効期限は、入学日から１年間です。

５－２．更新手続き

正科生が修業年限を超えて在学する場合や、科目等履修生および特修生が継続

する場合は、毎年更新手続きを行ってください。

(1) 提出するもの
・期限の切れる学生証（受講証）

・返信用封筒

学生証（受講証）の入る大きさ
宛名明記
切手貼付（定形：８２円、定形外：１２０円）

(2) 提出先
北海道情報大学 通信教育部事務部

(3) 更新方法
学生証（受講証）に有効期限の変更を裏書きして返却します。

(4) 更新時期
ＨＩＵ通信で案内します。
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５－３．再発行

学生証（受講証）を紛失したり汚損がひどい等の場合は、再発行の手続きをし

てください。学生証（受講証）は、スクーリングや科目試験等の際に必要です。

氏名に変更があった場合は、「４－１．学生氏名の変更」を参照してください。

(1) 提出するもの
・「証明書等交付申請書」＜学生証（受講証）欄に記入＞（ＨＩＵ通信に添付）

・学生証（受講証）発行手数料　郵便定額小為替５００円

記入欄は無記入・捺印なし
有効期限（発行日から６ヶ月）内のもの

・顔写真（脱帽・背景無地・縦３.０ｃｍ×横２.５ｃｍ） １枚

・返信用封筒

学生証（受講証）の入る大きさ
宛名明記
切手貼付（定形：８２円、定形外：１２０円）

・身分証明書の写し

　（表面、正科生Ｂが教育センター経由で申請する場合は不要）

・汚損の場合は旧学生証（受講証）

(2) 提出先
北海道情報大学 通信教育部事務部

(3) 提出方法
・「証明書等交付申請書」は原紙の郵送でのみ受付けします

・書留郵便（簡易書留・特定記録含む）で送ることをおすすめします。郵送

途中の紛失に関しては、本学では責任を負いかねます。

５－４．返　却

卒業、退学、除籍、終了、修了等によって学籍を失う場合は、必ず学生証（受

講証）を本学に返却してください。
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６．証明書の申請手続き　＜担当：学生係＞

６－１．証明書の種類

本学では次の表の証明書を発行しています。

証明書等種類 手数料 正科生
科目等
履修生

特修生

成績証明書 ２００円 ○ ○ ○

在学証明書 ２００円 ○

卒業見込証明書 ※１ ２００円 ○

受講証明書 ５００円 ○ ○

その他の証明書 ５００円 ○ ○ ○

英文証明書（学力に関する証明書（教員免許用）を除く） ５００円 ○ ○ ○

※１　以下の条件をすべて満たす方に発行します。

・前年度末時点で３６ヶ月（２年次編再入学生は２４ヶ月、３年次編再入学

生は１２ヶ月）以上在学、６２単位以上修得（認定単位含む）している者

・当該年度、卒業要件を満たす単位数分の履修登録をしている者

卒業した方が申請できる証明書

証明書等種類 手数料 正科生
科目等
履修生

特修生

卒業証明書 ２００円 ○

在籍期間証明書 ５００円 ○

教職課程履修者が申請できる証明書

証明書等種類 手数料 正科生
科目等
履修生

特修生

学力に関する証明書（教員免許用） ５００円 ○ ○

教員免許状取得見込証明書 ※１ ５００円 ○ ○

人物に関する証明書 ※２ ５００円 ○ ○

※１　申請にあたっては別冊子「平成２７年度 教職課程履修案内」をご覧ください。

※２　事前に必ず事務部に問い合わせてください。

　　　発行条件等については「平成２７年度 教職課程履修案内」をご覧くだ

さい。
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６－２．証明書の申請方法

(1) 提出するもの
・「証明書等交付申請書」＜該当欄に記入＞（ＨＩＵ通信に添付）

英文証明書を申請する場合は、氏名の英語表記（ブロック体）
を記入してください。

・手数料分の郵便定額小為替　※過不足がある場合は受付できません

記入欄は無記入・捺印なし
有効期限（発行日から６ヶ月）内のもの

・返信用封筒

封筒のサイズは長形３号（２３.５ｃｍ×１２ｃｍ）以上
宛名明記
切手貼付（金額は次を参照）

・学生証・受講証の写し、または身分証明書の写し

　（表面、正科生Ｂが教育センター経由で申請する場合は不要）

※　本人以外が代理申請する場合は、上記に加え委任状

　（様式自由、本人署名および捺印のあるもの）

(2) 証明書の返送にかかる郵便料金の目安と封筒のサイズ

部数 郵便料金 封筒サイズについて

１ ８２円

定形外の封筒を使用した場合は
１～４部まで１４０円

封筒は以下を参考に準備してください。

証明書１部のサイズ
　　２１６ｍｍ×８３ｍｍ　厚さ約１ｍｍ

２～４ ９２円

５～９ １４０円

１０～１５ ２０５円

１６～２４ ２５０円

書　　留・・・　＋４３０円　　　簡易書留・・・　＋３１０円

特定記録・・・　＋１６０円　　　速　　達・・・　＋２８０円

・２０１４年１２月１日現在の郵便料金です。最新の料金は、日本郵便株式会

社で確認してください。

・証明書種類、送付封筒種類によっては目安より軽くなる場合がありますが、

料金不足にならないよう、上記に基づいて返信用切手をご準備ください。
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(3) 提出先
北海道情報大学 通信教育部事務部

(4) 提出方法
・「証明書交付申請書」は原紙の郵送でのみ受付します。

・書留郵便（簡易書留・特定記録含む）で送ることをおすすめします。郵送

途中の紛失に関しては、本学では責任を負いかねます。

６－３．証明書の発行日

証明書の発行は、原則として「証明書等交付申請書」が本学に到着した翌日（翌

事務取扱日）となりますが、諸事情により発送が遅れる場合もありますので、

余裕を持って請求してください。

なお、書式が先方より指定されたもの、および英文証明書の発行については、

発行まで約１週間を要します。

６－４．発行できない場合

次の場合は証明書を発行できません。

・未納の学費がある場合（スクーリング受講料、インターネットメディア授業

受講料、教職課程受講料、教材料等を含む）

・手数料に過不足がある場合
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７．その他の申請手続き　＜担当：学生係＞

７－１．教材交付願

教科書を紛失・汚損等により再度購入したい場合や追加購入する場合、および

補助教材の追加を希望する場合は「教材交付願」で請求してください。

(1) 提出するもの
「教材交付願（市販教材）」または「教材交付願（本学教材）」（ＨＩＵ通信に

添付）

科目名・書名は略さず正確に記入してください

(2) 提出先と提出方法
教材交付願（市販教材）：本学指定書店（紀伊國屋書店北海道営業部）

教材交付願（本学教材）：北海道情報大学 通信教育部事務部

郵送またはＦＡＸでお送りください。電話による受付はできません。

(3) 到着まで
・市販教科書の場合

「教材交付願（市販教材）」が本学指定書店に届いてから、教材到着まで

に１～２週間程度かかります（一部離島を除く）。

費用は代金引換となります。不在伝票等が入っていた場合は速やかに再

配達の依頼をしてください。一部離島に関しては、代金振込後の発送と

なります。

・補助教材の場合

原則として「教材交付願（本学教材）」が本学に届き次第発送となりま

すが、発送までに数日かかる場合もありますので余裕をもって申し込ん

でください。

補助教材は無料です。

７－２．出席依頼状

科目試験の受験や面接授業への出席を職場等へ依頼するためのものです。

(1) 提出するもの
・「出席依頼状発行願」（ＨＩＵ通信に添付）

・返信用封筒

封筒のサイズは長形３号（２３.５ｃｍ×１２ｃｍ）
宛名明記
８２円切手貼付

(2) 提出先
北海道情報大学 通信教育部事務部
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(3) 提出方法
「出席依頼状発行願」は原紙の郵送でのみ受付します。

(4) 到着まで
作成に３～４日かかりますので、余裕を持って手続きをしてください。

７－３．学生旅客運賃割引証（学割証）

学生旅客運賃割引証（以下「学割証」という）は、修学上の経済的負担を軽減

し、学校教育の振興に寄与すること目的として実施されている制度です。

(1) 対象となる交通機関等
ＪＲのみが対象で、乗車区間が営業距離で最短片道区間１００ｋｍを超える

場合に使用できます。

１枚の学割証で１往復購入することができます。

(2) 対象となる学生
通信教育では正科生に限り利用できます。

(3) 利用の目的
次の目的にのみ利用可能です。

　・スクーリングの出席　　・科目試験の受験

　・卒業論文総合面接　　　・入学式・学位記授与式など大学行事への出席

(4) 提出するもの
・「学割証発行願」（ＨＩＵ通信に添付）

・返信用封筒

封筒のサイズは長形３号（２３.５ｃｍ×１２ｃｍ）
宛名明記
８２円切手貼付

(5) 提出先
北海道情報大学 通信教育部事務部

(6) 提出方法
「学割証発行願」は原紙の郵送でのみ受付します。

(7) 到着まで
作成に３～４日かかりますので、余裕を持って手続きをしてください。なお、

目的が科目試験受験またはスクーリング受講の場合、受験（受講）申込締切

後の発行となります。
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７－４．通学証明書

本学会場で実施する夏期スクーリングに長期間（２週間以上）通学する場合は、

通学定期（１ヶ月）を購入することができます。購入する際には、本学からの

「通学証明書」が必要になります。

(1) 対象となる交通機関等
ＪＲ北海道および札幌市営交通（地下鉄・バス）です。その他の交通機関に

ついては、必要書類を通学定期発行元に確認のうえ、別途ご相談ください。

(2) 対象となる学生
本学の夏期スクーリングを受講する正科生に限ります。

(3) 提出するもの
・「ＦＲＥＥ ＴＡＬＫ」（ＨＩＵ通信に添付）に必要事項を記入したもの

所属学科、学籍番号、氏名
住所（ホテル等に滞在する場合は滞在するホテルの名称と住所）
定期を購入する駅またはバス停、区間

・返信用封筒

封筒のサイズは長形３号（２３.５ｃｍ×１２ｃｍ）
宛名明記
８２円切手貼付

(4) 提出先
北海道情報大学 通信教育部事務部

(5) 提出方法
申請用紙は原紙の郵送でのみ受付します。

(6) 到着まで
作成に３～４日かかりますので、余裕を持って手続きをしてください。

(7) 定期券の購入
通学定期は、ＪＲ北海道の各駅の窓口および札幌市営交通の定期券販売窓口

で購入してください。その際、学生証と通学証明書を提示してください。
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８．既修得単位の認定手続き　＜担当：教務係＞

(1) 提出するもの
・「既修得単位の認定願」（本冊子巻末に添付）

・申請する科目が記載されている成績証明書

平成２７年度入学生は、出願時に提出した

成績証明書に申請する科目が記載されてい

る場合は不要。

・シラバス（講義概要）

履修した年度の講義内容が記載されている原本を提出してください。

後日返却します。原本が提出できない場合は本学に連絡してください。

本学の教職課程に指定されている科目の認定を希望し、既修得単位を教職課

程のある大学・短期大学等で修得してきた場合には、次のものも併せて提出

してください。本学で教職課程を履修しない場合でも必要となります。

・教員免許申請用 学力に関する証明書

教職課程のある大学、短期大学に在籍して

いた方は、免許教科・学校種にかかわらず

必ず提出してください。教職課程を履修して

いなかった場合でも発行される場合がありま

すので、事前に出身学校に確認してください。

・出身大学等における教職課程の科目一覧

認定を願い出る科目が出身学校の教職課程

の科目かどうかが確認できるもの。

(2) 手続き方法
・履修登録時に併せて提出してください

・提出するものは、すべて原紙の郵送でのみ受付します

既修得単位の認定につい
ては…
「Ⅴ．単位修得・認定・
互換」参照

教職課程の科目について
は…
「Ⅺ．授業科目一覧　１．
平成２７年度授業科目一
覧」参照
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Ⅸ．学生生活

１．施設の利用

１－１．北海道情報大学の施設利用
本学は通信教育棟、大学本部棟、校舎棟１号館、

校舎棟２号館、体育館・厚生棟、松尾記念館、ｅ

ＤＣタワーよりなっています。通信教育部生は、

本学の諸施設を利用することができます。

本学の諸施設の利用を希望する場合は、事前に事

務部に連絡してください。

１－２．教育センターの利用

正科生Ｂは通常、教育センターで学習活動を行います。

正科生Ａ、科目等履修生、特修生は、科目試験や面接授業、図書閲覧等で利用

することができます。

キャンパスの配置について
は…
「Ⅻ．添付資料　１．北海道
情報大学のご案内」参照
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２．図書館

２－１．本学図書館の利用（来館時）

本学図書館はｅＤＣタワー４階～６階にあります。入館の際は、カウンターに

学生証（受講証）を提示してください。

(1)開館時間・日程等
開館時間　＜通学課程授業期間＞

平日　　　　９:００～１９：００

土　　　　１０:００～１６：００

日・祝　　　休館

＜通学課程休業期間（春・夏・冬）＞

平日　　　　９:００～１７：４５

土・日・祝　休館

休 館 日　入学試験実施日、年末年始、本学の一斉休暇日　等

詳細は、本学ホームページで確認してください。臨時休館や開館時間の変更も

ホームページでお知らせします。

(2)図書の貸出・返却
・貸出期間　２ヶ月

・貸出冊数　１０冊まで

・学生証（受講証）と借りたい図書を受付に提示してください。貸出票を発

行しますので、返却期限を確認してください。

注意事項

・事典、辞書、新着雑誌、新聞、視聴覚資料および特定の図書は貸出できま

せん（館内閲覧のみ）。

・貸出期間の延長は行いません。返却期限は厳守してください。

(3)その他
・視聴覚コーナーを使用する時は、カウンターに申し込んでください。

(4)注意事項
・館内での飲食、喫煙および携帯電話等での通話はできません。

・館内では他の利用者に迷惑をかける行為は慎んでください。

図書館ＵＲＬ http://www.do-johodai.ac.jp/library/
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２－２．本学図書館の利用（遠隔利用）

本学図書館では、遠隔地の学生に対し、本学図書の貸出、複写サービスを行っ

ています。

北海道情報大学図書館ホームページの「蔵書検索（ＯＰＡＣ）」で希望の図書

等を検索し、利用の際は、必ず本学に所蔵があることを確認してください。

各依頼申込書は、本学図書館ホームページからダウンロードするか、ＨＩＵ通

信の巻末に添付（隔月）されている所定の用紙（コピー可）を使用してください。

(1) 本学所蔵図書の貸出・返却
「図書借用依頼申込書」に必要事項を記入の上、（3）の申込先に送付してく

ださい。

・貸出期間　 ２ヶ月

・貸出冊数　 １０冊まで

・郵 送 料　 貸出時：無料

　　　　　　 返却時：利用者負担

注意事項

・事典、辞書、新着雑誌、新聞、視聴覚資料および特定の図書は貸出できま

せん。

・貸出期間の延長は行いません。返却期限は厳守してください。

(2) 本学所蔵資料の文献複写
「文献複写依頼申込書」に必要事項を記入の上、（3）の申込先に送付してく

ださい。

・郵送料　 本学負担

・複写料　 本学負担

(3) 申込先
〒０６９-８５８５

　北海道江別市西野幌５９番２

　北海道情報大学図書館

TEL．０１１-３８５－３７７８

FAX．０１１-３８５－４４１９

E-mail：tosyo@do-johodai.ac.jp （所定の用紙を添付のこと）

その他、文献調査の方法、資料の探し方等を知りたい場合は、「参考調査依頼

申込書」に必要事項を記入の上、上記宛先まで送付してください。

２－３．教育センターの図書室

本学通信教育部生は、全国各地の教育センターの図書室を利用できます。

使用にあたっては、各教育センターに問い合わせてください。

図書館ＵＲＬ http://www.do-johodai.ac.jp/library/



－ 99 － Ⅸ　学生生活

Ⅸ
学
生
生
活

３．奨学制度

３－１．北海道情報大学奨学金

(1)給付による奨学金
２～４年次（編入学１年目の学生は除く）に在学する学業成績および人物に

優れている正科生で、経済的理由により修学困難であると認められた者に、

半期授業料の１/ ２相当額を給付する制度です。採用人数は学年にかかわら

ず毎学期１０名以内です。詳細はＨＩＵ通信等で案内します。

(2)貸付による奨学金
「海外事情（アメリカ編）」、「海外事情（中国編）」を履修するため海外留学

する正科生Ｂに、１５０, ０００円を限度に貸付する制度です。在学中は、

願い出により返還を猶予することができます。詳細は教育センターを通して

案内します。

３－２．日本学生支援機構奨学金

希望する正科生が、人物・学業ともに優れ、かつ健康であって、経済的理由に

より著しく修学に困難があると認められる場合、独立行政法人日本学生支援機

構の奨学金の貸与を受けることができます。詳細は、ＨＩＵ通信等で案内しま

す。

(1)貸与条件
本学会場で実施する夏期または冬期スクーリングを受講すること

(2)金額（平成２６年度実績）
第一種（無利子）：88,000円

第二種（有利子）：30,000円、50,000円、80,000円、100,000円、120,000円

　　　　　　　　　のうちのいずれか

(3)募集時期
ＨＩＵ通信４月号・１０月号で募集案内
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４．学生保険

本学通信教育部は、学生が大学の教育研究活動中その他において生じた突発的

かつ偶然の事故によって身体に障害を被った場合に備え、その障害について補

償救済する「学生教育研究災害傷害保険」（略称：学研災）の賛助会員大学となっ

ています。この保険の概要は次の通りです。

４－１．基本内容

・被 保 険 者：正科生、科目等履修生、特修生

・保険契約者：財団法人　日本国際教育支援協会

・保 険 者：東京海上日動火災保険株式会社を幹事会社とする国内損保各社

・加 入 期 間：在籍中

・保 険 料：大学負担

４－２．補償の対象となる活動

・正課中

・学校行事中

・正課・学校行事以外で学校施設内にいる間

・学校施設外での大学に届け出た課外活動中

・通学中および学校施設等相互間の移動中

４－３．支払保険金の種類と金額

対象範囲 保険金の種類 金　　　　　額

正課中

学校行事中

死 亡 2,000万円
後 遺 障 害 障害の程度により 120万円～ 3,000万円

医 療
治療日数により� 3,000円～ 30万円

（治療日数1日から対象）
入院加算金 日額（180日限度）� 4,000円

学校施設外での

課外活動中

学校施設内

死 亡 1,000万円
後 遺 障 害 障害の程度により� 60万円～ 1,500万円

医 療
治療日数により� 3万円～ 30万円

（治療日数14日以上が対象）
入院加算金 日額（180日限度）� 4,000円

通学中・移動中

死 亡 1,000万円
後 遺 障 害 障害の程度により� 60万円～ 1,500万円

医 療
治療日数により� 6,000円～ 30万円

（治療日数4日以上が対象）
入院加算金 日額（180日限度）� 4,000円

※加入年により異なる場合があります。入学時に配布の「加入者のしおり」をご覧ください。
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４－４．連絡と請求

この保険の対象となる事故が生じた場合には、直ちに事故報告および保険金請

求について本学通信教育部事務部に連絡してください。保険金請求書等、必要

な書類を送付します。書類を入手後、保険会社に連絡をして事故報告・保険金

の請求を行ってください。

(1)事故報告・保険金請求先
・東京海上日動火災保険株式会社

　本店損害サービス部 学校保険コーナー

　フリーダイヤル　０１２０－８６８－０６６

(2)連絡内容
事故の日時・場所・状況・傷害の程度等を通知してください。

事故の日から３０日以内に通知がない場合は、保険金が支払われないことが

あります。

４－５．その他の保険

一部の授業科目の受講者のみを対象として、「学生教育研究賠償責任保険」（略

称：学研賠）、あるいは、「インターンシップ・教職資格活動等賠償責任保険」（略

称：インターン賠）に単年度のみ加入することがあります。いずれも保険料は

大学負担です。
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５．その他の学生生活等

５－１．就職活動

正科生Ｂは所属する教育センターから説明・指導を受けてください。

正科生Ｂ以外への就職指導・斡旋は行っておりません。就職活動に関しては各

自で行ってください。ただし、本学への求人情報の閲覧は可能です。直接、本

学学生サポートセンター事務室で閲覧してください。

５－２．税金の控除

正科生で年間収入が一定額に満たない場合、所得税法により勤労学生控除の適

用が受けられます。詳細については最寄りの税務署に問い合わせてください。

５－３．国家資格試験

次は、本学のカリキュラムからみて、本学在学中に受験しうる主要な国家資格

の所轄省庁および問い合わせ先です。本学からの情報提供・斡旋等はありませ

ん。受験希望者は早期に計画を立てて、各自準備を進めてください。

　(1)情報処理技術者	経済産業省
	 独立行政法人情報処理推進機構　情報処理技術者試験センター

	 http://www.jitec.ipa.go.jp/

　(2)公認会計士(補)	公認会計士・監査審査会
	 http://www.fsa.go.jp/cpaaob/index.html

	 各地方財務局

　(3)税理士	 国税庁
	 http://www.nta.go.jp/

	 各地方国税局

　(4)中小企業診断士	経済産業省
	 http://www.meti.go.jp/information/license/c_text23.html

	 （一社）中小企業診断協会

	 http://www.j-smeca.jp/

　(5)技術士（補）	 文部科学省
	 （公社）日本技術士会

	 http://www.engineer.or.jp/
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Ⅹ．学　費

学費は決められた期日までに納入してください。

学費が納入期限を過ぎても納入されない場合は滞納となり、除

籍処分の対象となります。また、各種証明書の発行も行いません。

１．正科生の学費

１－１．授業料・レポート添削料・科目試験料

学費は本学から学費支払者宛に送付される指定の振込用紙を用い、銀行振込に

て納入してください。手数料は支払者負担となります。

(1) 正科生Ａの授業料等� （円）

年　次　等 入　学　金 授　業　料 合　　計

入学年次
前期 ３０,０００ ６０,０００ ９０,０００

後期 ６０,０００ ６０,０００

２年目以降
前期 ６０,０００ ６０,０００

後期 ６０,０００ ６０,０００

(2) 正科生Ｂの授業料等
専門学校の学費とは別に納入が必要です。� （円）

年　次　等 入学金 施設設備費 授業料 施設利用料 合　計

入学年次
前期 50,000 50,000 100,000 50,000 250,000

後期 100,000 50,000 150,000

２年目以降
前期 100,000 50,000 150,000

後期 100,000 50,000 150,000

(3) レポート添削料、科目試験料（正科生Ａ・Ｂ共通）
項　目 金　額 合　計

レポート添削料 １１,０００円 １７,０００円
(年額)科目試験料 　６,０００円

・卒業までの納入回数

１年次入学生　：４回

２年次編入学生：３回

３年次編入学生：２回

・納入の時期

春期入学生は毎年度前期、秋期入学生は毎年度後期の授業料と共に納入

します。ただし、納入予定の学期に休学し、授業料等の支払いが免除さ

れた場合は、復学した学期での納入となります。

重  要
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(4) 納入期限
授業料等の納入期限は学期毎に次の通りです。

　　前期 ： ３月３１日　  　後期 ： ９月３０日

それぞれ納入期限月の上旬に振込用紙を送付します。

卒業判定や学籍異動等により、別途期限を設定する場合があります。その場

合は振込用紙に記載の期限までに納入してください。

入学時の学費の納入期限については、入学手続時に送付される案内で確認し

てください。

１－２．スクーリング受講料・インターネットメディア授業受講料

スクーリングやインターネットメディア授業を受講するには、所定の受講料が

必要です。詳しくは「６．その他の学費」を参照してください。

１－３．休学料

休学料は、休学が認められた期に支払います。

金額は、前期・後期それぞれ１０,０００円です。

休学が許可された後、学費支払者宛に振込用紙を

送付しますので、送付された指定の振込用紙を用

い銀行振込にて納入してください。手数料は支払

者負担となります。

１－４．特修生から正科生Ａへ入学する場合の入学金

特修生を修了し正科生Ａへ入学する場合の入学金は、２５，０００円です。

休学については…
「Ⅱ．学籍 １－５．学籍
異動（１）休学」参照
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２．科目等履修生の学費

２－１．科目履修料

入学（継続）時に、入学金（継続料）および科目履修料を一括して、本学から

送付される指定の振込用紙を用い銀行振込にて納入してください。手数料は支

払者負担となります。

入学時の振込用紙には金額は記載されていません。金額は、履修登録した単位

数から自分で算出して記入します。計算間違いのないように注意して記入して

ください。継続した場合、２年目以降は履修登録後に金額の記入された振込用

紙を送付します。

４月入学の方が後期に、１０月入学の方が前期に履修科目を追加する場合、科

目履修料の追加分の金額が記入された振込用紙を送付しますので、銀行振込に

て納入してください。

年　次　等 入学金・継続料 科目履修料

１　年　目 ２５,０００円
１単位６,０００円
� ×新規履修単位数

再履修科目の
科目履修料は
徴収しません

２年目以降
(継続)

１５,０００円
１単位６,０００円
� ×新規履修単位数

　　　金額合計

　　　　　１　年　目：入学金 ２５,０００円 ＋ ６,０００円 × 新規履修単位数

　　　　　２年目以降：継続料 １５,０００円 ＋ ６,０００円 × 新規履修単位数

２－２．スクーリング受講料・インターネットメディア授業受講料

スクーリングやインターネットメディア授業を受講するには、所定の受講料が

必要です。詳しくは「６．その他の学費」を参照してください。
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３．特修生の学費

３－１．授業料・レポート添削料・科目試験料

入学手続き時に一括して、本学から送付される指定の振込用紙を用い銀行振込

にて納入してください。手数料は支払者負担となります。

２年目は入学金、授業料、レポート添削料、科目試験料はかかりません。

� (円)

納入時期 入学金 授業料 レポート添削料 科目試験料 合計

入学
手続き時

２５, ０００ ９０, ０００ １１, ０００ ６, ０００ １３２, ０００

３－２．スクーリング受講料・インターネットメディア授業受講料

スクーリングやインターネットメディア授業を受講するには、所定の受講料が

必要です。詳しくは「６．その他の学費」を参照してください。

４．聴講生の学費

科目登録時に一括して、本学から送付される指定の振込用紙を用い銀行振込に

て納入してください。手数料は支払者負担となります。

納入時期 聴講料

科目登録時 １科目１０,０００円×登録科目数

５．教職課程受講料

教職課程に登録した正科生は教職課程受講料を納入しなくてはなりません。

教職課程受講料は、履修する免許教科の数に関係なく１７５,０００円です。

本学より送付される指定の振込用紙を用い、銀行振込にて納入してください。

一括納入が原則ですが、２回に分けて納入することもできます。分納の申込に

ついては、別冊子「平成２７年度　教職課程履修案内」をご覧ください。

分納を希望する場合の金額は次の通りです。

　教職課程登録初年度：１００,０００円　　次年度：７５,０００円

なお、教職課程に登録した後、休学または退学を希望する

場合は、教職課程受講料を事前に全額納入する必要があり

ますのでご注意ください。

重  要
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６．その他の学費

６－１．スクーリング受講料

スクーリング受講料は授業料等とは別に、受講申込の都度支払
わなくてはなりません。再履修の場合でも申込に応じて受講料

がかかります。スクーリング受講申込の確認後、本学から送付する振込用紙を

用いて銀行振込にて納入してください。手数料は支払者負担となります。

スクーリング受講料は入学年度等により金額が異なります。

入学年次等 金　　　　　額

学籍番号の左２桁が
０４の学生

１科目１回１０,０００円
（単位数、実施時間数および日数に関係ない）

学籍番号の左２桁が
０５～１５の学生

講義科目(スクーリング期間３日間)
１科目１回１０,０００円

実習演習科目(スクーリング期間６日間)
１科目１回２０,０００円

平成２７年度の実習演習科目は、プログラミング基礎、システム設計演習です。

それ以外は講義科目です。

６－２．インターネットメディア授業受講料

インターネットメディア授業受講料は授業料等とは別に、受講申込
の都度（受講申込は学期毎に必要）支払わなくてはなりません（正

科生Ｂを除く）。再履修の場合でも申込に応じて受講料がかかります。

インターネットメディア授業受講申込の確認後、本学から送付する振込用紙を用いて

銀行振込にて納入してください。手数料は支払者負担となります。

インターネットメディア授業受講料は入学年度等により金額が異なります。

入学年次等 金　　　　　額

学籍番号の左２桁が
０４の学生

２単位科目１回１５,０００円

４単位科目１回３０,０００円

学籍番号の左２桁が
０５～１５の学生

講義科目１回１５,０００円

実習演習科目１回２０,０００円

平成２７年度の実習演習科目は、情報リテラシー、プログラミング基礎、プログラ

ム言語Ⅰ、システム設計演習、サーバ構築演習です。それ以外は講義科目です。

重  要

重  要
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６－３．卒業論文審査料

卒業論文審査料の納入は、該当者へ別途案内します。

項　目 金　額 納入方法 備　考

卒業論文審査料 １回につき１０,０００円 銀行振込 卒業論文提出時

７．その他の納入金

項　目 金　額 納入方法 備　　　考

教科書代
(教材購入申込
または教材交付
願による)

実　費 代金引換
申込確認後、指定書店を通して宅配業
者が代金引換で配送する。一部離島は
事前に振込確認後配送する。
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Ⅺ．授業科目一覧

ここでは、次の一覧表等を掲載します。

１．平成２７年度授業科目一覧

・卒業要件カリキュラム（’０５）（’１５）の開講科目

・教職課程カリキュラム（’０９）（’１０）（’１１）（’１３）（’１５）の

開講科目

２．平成２７年度インターネットメディア授業開講科目一覧

３．カリキュラム（’０５）（’１５）科目一覧　(閉講科目含む)

４．カリキュラム（’０３）科目一覧

５．科目読み替え表
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科目名

（～サブタイトル～）

単　

位　

数

「
情
報
数
理
専
攻
」

必
修
選
択
区
分

前　　期 後　　期

担当教員 備　　考

印　
　
　
　

刷

面　
　
　
　

接

Ｉ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｍ

印　
　
　
　

刷

面　
　
　
　

接

Ｉ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｍ

教　

養　

教　

育　

科　

目

教 

養 

科 

目

心理学 2 ○ ○ 稲田　尚史

哲学
～人間と世界について考える～

2 ○ ○ ○ 三浦　　洋

物理学の基礎 2 ○ ○ ○ ○ 穴田　有一

基礎生命科学
～「生命」という小宇宙のしくみを知る～

2 ○ ○ 居弥口大介

ミステリを読む
～ミステリで知る文学の見方～

2 ● ● ○ 諸岡　卓真

サスティナビリティ学
～地球と共に生きる～

2 ● ● 横山　　隆 新規開講

モチベーションの科学
～人のやる気はどこから来るのか？～

2 ● ● 金間　大介 新規開講

情報を食べる
～おいしさの秘訣は”情報”～

2 ● ● 奥村　昌子 新規開講

メディア・リテラシー入門
～真実を読み取る力～

2 ● ● 伊東　正剛 新規開講

健康科学
～心身共に元気に生きる方法～

1 ○ ○ 山本　哲二

健康とスポーツ
～健康とスポーツの探求～

1 ○ ○ 山本　哲二

海外事情（アメリカ編） 2 ○ Simon Thollar 正科生Ｂのみ

履修可能海外事情（中国編） 2 ○ 玉置　重俊

外 

国 

語 

科 

目

英語Ⅰ（初級英語読解） 2 ○ ○ ○ C.Mclarty

英語Ⅱ（初級英会話） 2 ○ ○ ● ○ ● Simon Thollar

英語Ⅲ（中級英語読解） 2 ○ ○ 竹内　典彦

英語Ⅳ（中級英会話） 2 ● ○ ● Simon Thollar

英語Ⅴ（実用英語） 2 ○ ○ C.Mclarty

初級中国語
～中国語ビギナーのための入門ガイダンス～

2 ○ ○ ● ○ ● 田中　英夫

教

１．平成２７年度授業科目一覧 平成２７年度授業科目一覧

「インターネットＭ」は「インターネットメディア」の略	 	 	

●はオンラインで科目試験実施（印刷授業の場合レポート提出もオンライン）

教は教職課程に指定されている「教科に関する科目」の科目

サブタイトルは、科目の内容をより具体的にイメージできるよう設定しているもので

「科目名」ではありません。

科目試験の解答用紙やレポート課題等、科目名を記入する際にサブタイトルを記入す

る必要はありません。
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平成２７年度授業科目一覧

分　
　
　
　
　

類

履
修
年
次
の
目
安

科目名

（～サブタイトル～）

単　

位　

数

「
情
報
数
理
専
攻
」

必
修
選
択
区
分

前　　期 後　　期

担当教員 備　　考

印　
　
　
　

刷

面　
　
　
　

接

Ｉ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｍ

印　
　
　
　

刷

面　
　
　
　

接

Ｉ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｍ

基　
　
　

礎

１　

・　

２

憲法
～権力と自由、そして平和～

2 ○ ○ 森山　弘二

経営の基礎
～企業とは何か、経営学とは何か～

2 ○ ○ 林　　啓瑞

経営の応用
～経営戦略の理論と実践～

2 ○ ○ 林　　啓瑞

マーケティング論
～自社の顧客であり続けてもらうための方法～

2 ○ ○ ○ ○ ○ 坂本　英樹

簿記原理基礎編
～企業活動と損益との関係～

2 ○ ○ 長井　敏行

法学 2 ○ ○ ○ 関根　　洋

商法 2 ○ ○ 関根　　洋

経済学入門 2 ○ ○ 佐野　博之

経営史 2 ○ ○ ○ ○ 浜渕　久志

流通概論 2 ○ ○ 佐藤　芳彰

現代経済学
～ニュースによく出る経済学～

2 ○ ○ 山崎　慎吾

人的資源管理論
～働かせ方と働き方～

2 ○ ○ 林　　啓瑞

職業指導
～不透明な仕事の世界を生き抜く力～

2 ○ ○ 神野　賢二

民法入門 2 ○ ○ 関根　　洋 新規開講

情報リテラシー
～ワード・エクセル脱初心者～

2 ○ ● ● 髙井　那美

行列と連立 1次方程式
～線形代数の基本ツール～

2 必修 ○ ○ 森山　洋一

基礎数学
～e-Learning で学ぶ基礎～

2
選択
必修 ● ● 松井　伸也

コンピュータサイエンス入門
～０と１があればなんでもできる～

2 ○ ○ ○ ○ ○ 畑　　裕子

コンピュータアーキテクチャ
～未来のコンピュータを考えよう～

2 ○ ○ ○ ○ ○ 宮永　喜一

プログラムの仕組み 2 ○ ○ ○ 齋藤　康彦

コンピュータの構成 2 ○ ○ 野中　秀俊

コンピュータの利用 2 ○ ○ 野中　秀俊

オペレーティングシステム基礎論
～コンピュータの影分身～

2 ○ ○ ○ ○ ○ 髙井　昌彰

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

「インターネットＭ」は「インターネットメディア」の略	 	 	

●はオンラインで科目試験実施（印刷授業の場合レポート提出もオンライン）

教は教職課程の「教科に関する科目」に指定されている科目
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授
業
科
目

Ⅺ　
一
　
　
覧

平成２７年度授業科目一覧

分　
　
　
　
　

類

履
修
年
次
の
目
安

科目名

（～サブタイトル～）

単　

位　

数

「
情
報
数
理
専
攻
」

必
修
選
択
区
分

前　　期 後　　期

担当教員 備　　考

印　
　
　
　

刷

面　
　
　
　

接

Ｉ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｍ

印　
　
　
　

刷

面　
　
　
　

接

Ｉ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｍ

基　

礎

１
・
２

コミュニケーション概論
～意思疎通のメカニズム～

2 ○ ○ ○ ○ ○ 恵藤　健二

三角関数・指数関数・対数関数
～知ってほしい関数達～

2 必修 ○ ○ ○ 松井　伸也

電子工学概論
～コンピュータを深く理解するために～

2 ○ ○ 渡部　重十

ネットワークシステム概論
～人間社会のいろいろなネットワーク～

2 ○ ○ ○ 柳　　信一

経営情報システム
～企業経営と情報技術～

2 ○ ○ 向原　　強

医学医療
～体の構造と働きから病気を理解しよう～

2 ● ● 西平　　順

複素数
～幾何学への応用～

2 必修 ○ ○ 松井　伸也

一変数の微分法
～変化を探る～

2 必修 ○ ○ ○ ○ ○ 松井　伸也

一変数の積分法
～量の計算～

2 必修 ○ ○ 松井　伸也

データ解析入門
～大規模データ時代の基礎～

2 必修 ○ ○ 内山　俊郎 新規開講

情報倫理
～これを知らずしてネットすべからず～

2 ● ● 中村　忠之 新規開講

不等式入門 2 未　　定 新規開講
（時期未定）

集合と位相 2 未　　定 新規開講
（時期未定）

応　
　
　

用

２　

・　

３

経営者と意思決定 2 ○ ● ○ ○ ● 浜渕　久志

ブランドマネジメント
～私たちがブランドに魅力を感じるのは何故か～

2 ○ ○ 坂本　英樹

定量分析とその応用
～ソフトウェアに頼らない統計解析～

2 ○ ○ ○ 向原　　強

簿記原理応用編
～日々の取引の集積と決算～

2 ○ ○ ○ ○ ○ 長井　敏行

財務会計学基礎編
～資源の配分と資本主義との関係～

2 ○ ○ ○ ○ ○ 長井　敏行

情報システム学概論Ⅰ
～ＩＴと経営課題を結びつけるものは何か？～

2 ● ● 冨士　　隆

情報システム学概論Ⅱ
～企業におけるＩＴ活用の主要な分野とは？～

2 ● ● 冨士　　隆

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

「インターネットＭ」は「インターネットメディア」の略

●はオンラインで科目試験実施（印刷授業の場合レポート提出もオンライン）

教は教職課程の「教科に関する科目」に指定されている科目
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授
業
科
目

Ⅺ　
一
　
　
覧

平成２７年度授業科目一覧

分　
　
　
　
　

類

履
修
年
次
の
目
安

科目名

（～サブタイトル～）

単　

位　

数

「
情
報
数
理
専
攻
」

必
修
選
択
区
分

前　　期 後　　期

担当教員 備　　考

印　
　
　
　

刷

面　
　
　
　

接

Ｉ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｍ

印　
　
　
　

刷

面　
　
　
　

接

Ｉ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｍ

応　
　
　

用

２　

・　

３

経営戦略と組織
～彼れを知り ,己れを知らば ,百戦して危うからず～

2 ○ ○ 齋藤　直機

応用経営戦略論
～イノベーションを実現する戦略と組織～

2 ○ ○ 伊藤　友章

経営科学
～管理者の判断を科学する～

2 ○ ○ ○ 向原　　強

管理会計論
～経営の意思決定に役立つ会計～

2 ○ ○ 松本紗矢子

経済システム分析
～新しい経済とは何か～

2 ○ ○ 角井　　穆

産業心理学
～組織・産業社会における人間行動の科学～

2 ○ ○ 佐藤　恵美

イノベーション概論
～組織と技術をオープンにするビジネスモデル～

2 ● ○ ● ○ 金間　大介

消費者行動論 2 ● ○ ● ○ 遠藤　雄一

ホスピタリティマネジメント
～ホスピタリティをプロフィットチェーンに繋げる～

2 ● ○ ● 中里のぞみ

健康と社会
～格差社会が健康を害する～

2 ● ● 喜多　歳子

ベクトル空間と線形写像
～ＣＧ ＆ 画像処理の基本概念～

2 必修 ○ ○ 森山　洋一

行列の固有値と対角化 2 未　　定 再開講
（時期未定）

プログラム設計 2 ○ ○ 穴田　有一

プログラミング基礎
～PCで空想を現実にする技術の基礎～

4
○ ○ ○ ○ 齋藤　健司

○ 谷川　　健

プログラミング言語の仕組み 2 ○ ○ 齋藤　康彦

アルゴリズム 2 ○ ○ ○ 穴田　有一

オペレーティングシステム
～たっぷり記憶の超整理～

2 ○ ○ 髙井　昌彰

システム設計演習
～演習で実感できる～

2 必修 ○ ○ ○ ○ 内山　俊郎

インターネットアプリケーション
～文系学生がまなぶ情報学～

2 ○ ○ 斎藤　　一

データ伝送のしくみ
～データはどのように相手に伝わるのか？～

2 ○ ○ 藤井　敏史

ディジタル画像概論
～失敗写真を甦らせるかも～

2 必修 ○ ○ ○ ○ ○ 髙井　那美

教

教

教

教

教

教

教

教

「インターネットＭ」は「インターネットメディア」の略	 	 	

●はオンラインで科目試験実施（印刷授業の場合レポート提出もオンライン）

教は教職課程の「教科に関する科目」に指定されている科目
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授
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目
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覧

平成２７年度授業科目一覧

分　
　
　
　
　

類

履
修
年
次
の
目
安

科目名

（～サブタイトル～）

単　

位　

数

「
情
報
数
理
専
攻
」

必
修
選
択
区
分

前　　期 後　　期

担当教員 備　　考

印　
　
　
　

刷

面　
　
　
　

接

Ｉ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｍ

印　
　
　
　

刷

面　
　
　
　

接

Ｉ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｍ

応　

用

２
・
３

プログラム言語Ⅰ
～Java で学ぶプログラミングの基礎～

4
選択
必修 ○ ○ 谷川　　健

知識マネジメントとその応用
～創造活動のための『知』の支援～

2 ○ ○ 斎藤　　一

代数学 2 必修 ○ ○ 笹山　智司

多変数関数の解析 2 選択
必修 ○ ○ 笹山　智司

確率論 2 必修 ○ ○ 笹山　智司

医療制度と医療情報システム
～医療の仕組みを知り、上手に健康管理～

2 ● ● 西平　　順

宇宙への挑戦
～宇宙開発のこれまでとこれから～

2 ○ 若松　義男 新規開講

数論と公開鍵暗号系 2 未　　定 新規開講
（時期未定）

発　
　
　

展

３　

･

　

４

財務会計学応用編
～活動業績の認識、それは経営者の目的そのもの～

2 ○ ○ 長井　敏行

地域システム
～日本の将来を展望する～

2 ○ ○ 角井　　穆

ｅ－ビジネス総論
～進化するネットビジネスを読み解こう！～

2 ○ ○ ○ ○ ○ 中村　忠之

サプライチェーンマネジメント
～企業の繋がりが生み出すバリュー～

2 ○ ○ ○ 中村　忠之

ベンチャービジネス論
～知識の新たな組み合わせがイノベーションを起こす～

2 ○ ○ ○ 坂本　英樹

アントレプレナーシップ論
～企業家が発想する能力～

2 ○ ○ ● ○ ● 坂本　英樹

ＥＲＰシステム
～システム開発の新たな潮流とは何か？～

2 ● ● 冨士　　隆

ソフトウェア開発技術論
～実践的なシステム開発手法を理解する～

2 ○ ○ 岡田　信人

情報社会論
～操作される社会情報と操られ続ける日本国民～

2 ○ ○ 竹中　　健

ＩＴマネジメント 2 ○ ○ 中島　　潤

ネットワークセキュリティ 2 ○ ○ 中島　　潤

知的所有権論
2

○ ○ 尾﨑　史郎
同一科目知的所有権論

～知識と技術と創造の生かし方、護り方～
○ ○ 武部　　悟

情報職業論
～“情報”を生業（なりわい）とするために～

2 必修 ○ ○ ○ 廣石　良雄

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

「インターネットＭ」は「インターネットメディア」の略	 	 	

●はオンラインで科目試験実施（印刷授業の場合レポート提出もオンライン）

教は教職課程の「教科に関する科目」に指定されている科目
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平成２７年度授業科目一覧
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類
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安

科目名

（～サブタイトル～）

単　

位　

数
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報
数
理
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必
修
選
択
区
分

前　　期 後　　期

担当教員 備　　考

印　
　
　
　

刷

面　
　
　
　

接

Ｉ
Ｐ
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デ
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ア
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ッ
ト
Ｍ

印　
　
　
　

刷

面　
　
　
　

接

Ｉ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｍ

発　
　
　

展

３　

･

　

４

データベースシステム 2 必修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 山北　隆典

データベース技術
～Excelとは違うのだよ、Excelとは～

2 ○ ○ 長尾　光悦

データ通信システム
～データを間違いなく相手に伝える～

2 ○ ○ 藤井　敏史

ＣＧモデリング
～物体の形状設計法の基礎～

2 ○ ○ 中村　鎮雄

ＣＧレンダリング
～リアルに見せます～

2 ○ ○ ○ 髙井　那美

音声情報処理 2 ○ ○ ○ 広奥　　暢

オブジェクト指向言語Ⅰ
～Java でオブジェクト指向プログラミングを基礎から学ぶ～

2 ○ ○ 中岡快二郎

オブジェクト指向言語Ⅱ
～Java でオブジェクト指向プログラミングの応用を学ぶ～

2 ○ ○ 中岡快二郎

コンピュータネットワーク
～インターネットの仕組みとセキュリティを理解する～

2
○ ○ ○ ○ 中岡快二郎

○ 広奥　　暢

サーバ構築演習 2 ● ● 広奥　　暢

人工知能の基礎
～賢いコンピュータの基礎技術～

2 ○ ○ 齋藤　健司

ソフトウェアエンジニアリング
～ソフトウェア開発の本質とは何か？～

2 ● ● 冨士　　隆

応用数学 2 選択
必修 ○ ○ 笹山　智司

統計概論 2 必修 ○ ○ 笹山　智司

食と健康情報
～食を知り、病気から身を守る～

2 ● ● 西平　　順

健康情報学
～その健康法、信じますか？～

2 ● ● 喜多　歳子 新規開講

複素解析 2 未　　定 新規開講
（時期未定）

卒業論文 8 ○ ４年次以降

教

教

教

教

教

教

教

教

「インターネットＭ」は「インターネットメディア」の略	 	 	

●はオンラインで科目試験実施（印刷授業の場合レポート提出もオンライン）

教は教職課程の「教科に関する科目」に指定されている科目
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授
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Ⅺ　
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覧

平成２７年度授業科目一覧

授　業　科　目

単　

位　

数

前　　期 後　　期

担当教員 備　　考
印　
　

刷

面　
　

接

Ｉ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｍ

印　
　

刷

面　
　

接

Ｉ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｍ

教職の意義等
に関する科目

教職概論 2 ○ ○ 牧　　貴愛

教育の基礎
理論に関す
る科目　　

教育原理 2 ○ ○ 中村　正巳
教育心理学 2 ○ ○ 佐藤　公治
教育制度論 2 ○ ○ 高島　裕美
教育社会学 2 ○ ○ 小西　二郎

教育課程
及び指導
法に関す
る科目　

教育課程論 2 ○ ○ 林　雄一郎
情報科教育法Ⅰ 2 ○ ○ 櫻田　昭夫
情報科教育法Ⅱ 2 ○ ○ 櫻田　昭夫
商業科教育法Ⅰ 2 ○ ○ 阿部　　諭
商業科教育法Ⅱ 2 ○ ○ 阿部　　諭
数学科教育法Ⅰ 2 ○ ○ 林　雄一郎
数学科教育法Ⅱ 2 ○ ○ 林　雄一郎
数学科教育法Ⅲ ※１ 2 ○ 林　雄一郎 新規開講（後期から）
数学科教育法Ⅳ ※１ 2 ○ 林　雄一郎 新規開講（後期から）
数学科教育法Ⅴ ※１ 2 ○ 林　雄一郎 新規開講（後期から）
道徳教育の理論と実践 ※２ 2 日下部憲一 新規開講（次年度予定）
特別活動論 2 ○ ○ 真鍋　孝徳
教育の方法と技術 2 ○ ○ 前田　　隆

生 徒 指 導、 教 
育 相 談 及 び 進
路 指 導 等 に 関
す る 科 目　　

生徒指導 2 ○ ○ 林　雄一郎
進路指導 2 ○ ○ 植上　一希
学校教育相談 2 ○ ○ 中村　正巳

教育実習

教育実習Ⅰ 1 ○ ○
中村　正巳
林　雄一郎
小西　二郎

教育実習Ⅱ 2 ○ ○
中村　正巳
林　雄一郎
小西　二郎

教育実習Ⅲ 2
未　定

新規開講
（次年度予定）

未　定
未　定

教職実践
演　　習

教職実践演習(中・高) 2 ○
中村　正巳
林　雄一郎 新規開講
小西　二郎

授業科目

単　

位　

数

前　　期 後　　期

担当教員 備　　考
印　
　

刷

面　
　

接

Ｉ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｍ

印　
　

刷

面　
　

接

Ｉ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｍ

特別支援教育論　※３ 2 ○ ○ 五浦　哲也

「インターネットＭ」は「インターネットメディア」の略
※１）※２）教職課程カリキュラム（’１５）以降の学生のみ履修可。
※２）高等学校教諭一種免許状を申請の際は、「教科又は教職に関する科目」の単位となります。

「インターネットＭ」は「インターネットメディア」の略
※３）教職課程カリキュラム（’１３）以前の学生が履修する場合の分類は、法定科目「教育の基礎理
　　　論に関する科目」になります。

教職に関する科目

教科又は教職に関する科目
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授
業
科
目

Ⅺ　
一
　
　
覧

２．平成２７年度インターネットメディア授業開講科目一覧

科　目　名
単
位
数

前期 後期

正科生 

Ｂ受講 

可　能

担当教員 備　考

物理学の基礎 2 ○ ○ ● 穴田　有一

英語Ⅱ（初級英会話） 2 ○ ○ Simon Thollar オンライン試験

英語Ⅳ（中級英会話） 2 ○ ○ Simon Thollar オンライン試験

初級中国語 2 ○ ○ 田中　英夫 オンライン試験

マーケティング論 2 ○ ○ 坂本　英樹

情報リテラシー 2 ○ ○ 髙井　那美 オンライン試験

基礎数学 2 ○ ○ ● 松井　伸也 オンライン試験

コンピュータサイエンス入門 2 ○ ○ 畑　　裕子

コンピュータアーキテクチャ 2 ○ ○ 宮永　喜一

オペレーティングシステム基礎論 2 ○ ○ 髙井　昌彰

コミュニケーション概論 2 ○ ○ 恵藤　健二

医学医療 2 ○ ○ ● 西平　　順 オンライン試験

一変数の微分法 2 ○ ○ ● 松井　伸也

経営者と意思決定 2 ○ ○ 浜渕　久志 オンライン試験

簿記原理応用編 2 ○ ○ 長井　敏行

財務会計学基礎編 2 ○ ○ 長井　敏行

情報システム学概論Ⅰ 2 ○ ○ ● 冨士　　隆 オンライン試験

情報システム学概論Ⅱ 2 ○ ○ ● 冨士　　隆 オンライン試験

プログラミング基礎 4 ○ ○ 齋藤　健司
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科　目　名
単
位
数

前期 後期

正科生 

Ｂ受講 

可　能

担当教員 備　考

システム設計演習 2 ○ ○ 内山　俊郎

ディジタル画像概論 2 ○ ○ 髙井　那美

プログラム言語Ⅰ 4 ○ ○ ● 谷川　　健

医療制度と医療情報システム 2 ○ ○ ● 西平　　順 オンライン試験

e-ビジネス総論 2 ○ ○ ● 中村　忠之

アントレプレナーシップ論 2 ○ ○ ● 坂本　英樹 オンライン試験

ＥＲＰシステム 2 ○ ○ ● 冨士　　隆 オンライン試験

知的所有権論 2 ○ ○ ● 武部　　悟

データベースシステム 2 ○ ○ ● 山北　隆典

コンピュータネットワーク 2 ○ ○ 中岡　快二郎

サーバ構築演習 2 ○ ○ ● 広奥　　暢 オンライン試験

ソフトウェアエンジニアリング 2 ○ ○ ● 冨士　　隆 オンライン試験

食と健康情報 2 ○ ○ ● 西平　　順 オンライン試験

※　正科生Ｂは、「正科生Ｂ受講可能」以外の科目は再履修者に限りすべて受講可能
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３．カリキュラム(’05)(’15)科目一覧 カリキュラム('05)('15)

分　類 科　　目　　名 単位数 備 　　考

教 
 

　

養 

　

 

教　

 
 

育 

　

 

科 

　

 
目

外　

国　

語　

科　

目

心理学 2

哲学 2

物理学の基礎 2

基礎生命科学 2

ミステリを読む 2

サスティナビリティ学 2

モチベーションの科学 2

情報を食べる 2

メディア・リテラシー入門 2

健康科学 1

健康とスポーツ 1

海外事情（アメリカ編） 2

海外事情（中国編） 2

日本近現代小説を読む 2  閉講科目

日本近現代小説入門 2  閉講科目

日本現代小説を読む 2  閉講科目

心理学（基礎） 2  閉講科目

心理学（発展） 2  閉講科目

なぜ、いま、フランス革命か 2  閉講科目

ヴァンデ戦争とは何か 2  閉講科目

フランス革命とヴァンデ 2  閉講科目

哲学のはじまり 2  閉講科目

哲学の歩み 2  閉講科目

運動の物理 2  閉講科目

物質の物理 2  閉講科目

生命科学の基礎 2  閉講科目

生命科学 2  閉講科目

海外事情 2  閉講科目

外　

国　

語　

科　

目

英語Ⅰ（初級英語読解） 2

英語Ⅱ（初級英会話） 2

英語Ⅲ（中級英語読解） 2

英語Ⅳ（中級英会話） 2

英語Ⅴ（実用英語） 2

初級中国語 2

英語Ⅵ（ディベート） 2  閉講科目

英語Ⅵ（ビジネス英語） 2  閉講科目

英語Ⅶ（ディベート） 2  閉講科目

初級ドイツ語 2  閉講科目
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分　類 科　　目　　名 単位数 備 　　考

専　

門　

教　

育　

科　

目　

(
　

基　

礎　

)

憲法 2

経営の基礎 2

経営の応用 2

マーケティング論 2

簿記原理基礎編 2

法学 2

商法 2

経済学入門 2

経営史 2

流通概論 2

現代経済学 2

人的資源管理論 2

職業指導 2

民法入門 2

経済学の基礎知識Ⅰ 2  閉講科目

経済学の基礎知識Ⅱ 2  閉講科目

政治学の基礎 2  閉講科目

法学Ⅰ 2  閉講科目

法学Ⅱ 2  閉講科目

政治を理解するための理論と方法 2  閉講科目

現代日本の政治課題 2  閉講科目

民法Ⅰ 2  閉講科目

民法Ⅱ 2  閉講科目

民法（身分法・物権法） 2  閉講科目

民法（債権法） 2  閉講科目

商法総則・会社法 2  閉講科目

商行為法・手形法小切手法 2  閉講科目

近代的企業の創業 2  閉講科目

日本的経営の展開 2  閉講科目

経営財務論 2  閉講科目

経営職能と経営計画 2  閉講科目

経営組織と指揮統制 2  閉講科目

原価会計論 2  閉講科目

流通システム論 2  閉講科目

ミクロ経済学 2  閉講科目

マクロ経済学 2  閉講科目

情報リテラシー 2

行列と連立1次方程式 2

基礎数学 2

コンピュータサイエンス入門 2

コンピュータアーキテクチャ 2

プログラムの仕組み 2

カリキュラム('05)('15)
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分　類 科　　目　　名 単位数 備 　　考

専 

門 

教 

育 

科 

目 
(
 

基 

礎 
)

コンピュータの構成 2

コンピュータの利用 2

オペレーティングシステム基礎論 2

コミュニケーション概論 2

三角関数・指数関数・対数関数 2

電子工学概論 2

ネットワークシステム概論 2

経営情報システム 2

医学医療 2

複素数 2

一変数の微分法 2

一変数の積分法 2

データ解析入門 2

情報倫理 2
不等式入門 2  開講時期未定
集合と位相 2  開講時期未定

微積分入門 2  閉講科目

関係データベースとＳＱＬ 2  閉講科目

電気と電子回路 2  閉講科目

電子計測と制御 2  閉講科目

プロダクトデザイン概論 2  閉講科目

ものづくりの基礎 2  閉講科目

専 

門 

教 

育 

科 

目 
(
 

応 

用 
)

経営者と意思決定 2

ブランドマネジメント 2

定量分析とその応用 2

簿記原理応用編 2

財務会計学基礎編 2

情報システム学概論Ⅰ 2

情報システム学概論Ⅱ 2

経営戦略と組織 2

応用経営戦略論 2

経営科学 2

管理会計論 2

経済システム分析 2

産業心理学 2

イノベーション概論 2

消費者行動論 2

ホスピタリティマネジメント 2

健康と社会 2

経営者と投資家 2  閉講科目

経営組織論 2  閉講科目

財務管理資本調達論 2  閉講科目

カリキュラム('05)('15)
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分　類 科　　目　　名 単位数 備 　　考

専 

門 

教 

育 

科 

目 
(
 

応 

用 
)

人的資源管理総論 2  閉講科目

人的資源管理各論 2  閉講科目

品質管理の基礎 2  閉講科目

経営工学の基礎 2  閉講科目

マネジメント・サイエンス 2  閉講科目

基礎管理会計論 2  閉講科目

ロジスティクスマネジメント 2  閉講科目

ベクトル空間と線形写像 2

行列の固有値と対角化 2  再開講時期未定

プログラム設計 2

プログラミング基礎 4

プログラミング言語の仕組み 2

アルゴリズム 2

オペレーティングシステム 2

システム設計演習 2

インターネットアプリケーション 2

データ伝送のしくみ 2

ディジタル画像概論 2

プログラム言語Ⅰ 4

知識マネジメントとその応用 2

代数学 2

多変数関数の解析 2

確率論 2

医療制度と医療情報システム 2

宇宙への挑戦 2

数論と公開鍵暗号系 2  開講時期未定

１変数の微積分 2  閉講科目

数値計算入門 2  閉講科目

データベース管理システム 2  閉講科目

情報システムの設計 2  閉講科目

ネットワーク基礎論 2  閉講科目

知識マネジメント入門 2  閉講科目

生活にかかわるデザイン 2  閉講科目

造形の基礎 2  閉講科目

音声情報処理基礎 2  閉講科目

専
門
教
育
科
目

（
発
展
）

財務会計学応用編 2

地域システム 2

ｅ－ビジネス総論 2

サプライチェーンマネジメント 2

ベンチャービジネス論 2

アントレプレナーシップ論 2

ＥＲＰシステム 2

カリキュラム('05)('15)
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分　類 科　　目　　名 単位数 備 　　考

専　

門　

教　

育　

科　

目　

（　

発　

展　

）

特別講義（ファイナンス） 2  閉講科目

経営戦略論 2  閉講科目

財務管理資本運用論 2  閉講科目

品質管理の応用 2  閉講科目

経営工学の応用 2  閉講科目

実際原価計算論 2  閉講科目

経営原価計算論 2  閉講科目

応用管理会計論 2  閉講科目

経済システム 2  閉講科目

経済政策 2  閉講科目

マーケティングの心理学 2  閉講科目

労務管理の心理学 2  閉講科目

国際会計論 2  閉講科目

ソフトウェア開発技術論 2

情報社会論 2

ＩＴマネジメント 2

ネットワークセキュリティ 2

知的所有権論 2

情報職業論 2

データベースシステム 2

データベース技術 2

データ通信システム 2

ＣＧモデリング 2

ＣＧレンダリング 2

音声情報処理 2

オブジェクト指向言語Ⅰ 2

オブジェクト指向言語Ⅱ 2

コンピュータネットワーク 2

サーバ構築演習 2

人工知能の基礎 2

ソフトウェアエンジニアリング 2

応用数学 2

統計概論 2

食と健康情報 2

健康情報学 2

複素解析 2  開講時期未定

卒業論文 8  ４年次以降

プログラミング応用 4  閉講科目

ソフトウェア工学 2  閉講科目

情報システムのモデリング 2  閉講科目

経営と情報技術 2  閉講科目

意思決定支援と情報技術 2  閉講科目

情報産業論 2  閉講科目

カリキュラム('05)('15)
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分　類 科　　目　　名 単位数 備 　　考

専
門
教
育
科
目
（
発
展
）

ネットワークシステム各論 2  閉講科目

知識マネジメントの情報技術 2  閉講科目

画像情報処理 2  閉講科目

企業にかかわるデザイン 2  閉講科目

造形の技法 2  閉講科目

人工知能と問題解決 2  閉講科目

人工知能と推論 2  閉講科目

システムの構築技法と情報量 2  閉講科目

待ち行列理論の応用 2  閉講科目

カリキュラム('05)('15)
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４．カリキュラム(’03)科目一覧 カリキュラム('03)

分　類 科　　目　　名

単　　位　　数

経営ネット 

ワーク学科

システム 

情報学科

必修 選択 必修 選択

教 
 

養 
 

教 
 

育 
 

科 
 

目

基
礎
技
法
科
目

技
法
１

英語Ⅰ 2 2

英語Ⅱ 2 2

情報リテラシー 2 2

技　

法　

２

英語Ⅲ 2 2

英語Ⅳ 2 2

英語Ⅴ 2 2

英語Ⅵ 2 2

英語Ⅵ（ディベート） 2 2

英語Ⅶ 2 2

独語 2 2

中国語 2 2

情
報
社
会
の
人
間
教
育
科
目

人　
　
　

間

文学Ⅰ 2 2

文学Ⅱ 2 2

日本近現代小説を読む 2 2

ミステリを読む 2 2

心理学Ⅰ 2 2

心理学Ⅱ 2 2

心理学 2 2

歴史Ⅰ 2 2

歴史Ⅱ 2 2

フランス革命とヴァンデ 2 2

哲学Ⅰ 2 2

哲学Ⅱ 2 2

哲学 2 2

モチベーションの科学 2 2

情報を食べる 2 2

社　
　
　

会

経済学Ⅰ 2 2

経済学Ⅱ 2 2

法学Ⅰ 2 2

法学Ⅱ 2 2

政治学Ⅰ 2 2

政治学Ⅱ 2 2

憲法 2 2

サスティナビリティ学 2 2

メディア・リテラシー入門 2 2
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カリキュラム('03)

分　類 科　　目　　名

単　　位　　数

経営ネット 

ワーク学科

システム 

情報学科

必修 選択 必修 選択

教　

養　

教　

育　

科　

目

情
報
社
会
の
人
間
教
育
科
目

自　
　
　

然

物理学Ⅰ 2 2

物理学Ⅱ 2 2

物理学の基礎 2 2

線形代数Ⅰ 2 2

線形代数Ⅱ 2 2

微分積分Ⅰ 2 2

微分積分Ⅱ 2 2

確率統計学Ⅰ 2 2

確率統計学Ⅱ 2 2

生物学Ⅰ 2 2

生物学Ⅱ 2 2

基礎生命科学 2 2

健康科学 1 1

健康とスポーツ 1 1

総
合

海外事情 2 2

海外事情（アメリカ編） 2 2

海外事情（中国編） 2 2

専　

門　

教　

育　

科　

目

経
営
学
系
専
門
科
目

経営学総論Ⅰ 2 2

経営学総論Ⅱ 2 2

経営史Ⅰ 2 2

経営史Ⅱ 2 2

企業論Ⅰ 2 2

企業論Ⅱ 2 2

経営管理総論Ⅰ 2 2

経営管理総論Ⅱ 2 2

経営組織論Ⅰ 2 2

経営組織論Ⅱ 2 2

財務管理論Ⅰ 2 2

財務管理論Ⅱ 2 2

労務管理論Ⅰ 2 2

労務管理論Ⅱ 2 2

品質管理Ⅰ 2 2

品質管理Ⅱ 2 2

マーケティング論Ⅰ 2 2

マーケティング論Ⅱ 2 2

経営工学Ⅰ 2 2

経営工学Ⅱ 2 2
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カリキュラム('03)

分　類 科　　目　　名

単　　位　　数

経営ネット 

ワーク学科

システム 

情報学科

必修 選択 必修 選択

専 

　
　

門 

　
　

教 

　
　

育 
　
　

科 

　
　

目

経　
　

営　
　

学　
　

系　
　

専　
　

門　
　

科　
　

目

オペレーションズリサーチⅠ 2 2

オペレーションズリサーチⅡ 2 2

簿記原理Ⅰ 2 2

簿記原理Ⅱ 2 2

会計学原理Ⅰ 2 2

会計学原理Ⅱ 2 2

原価計算論Ⅰ 2 2

原価計算論Ⅱ 2 2

管理会計論Ⅰ 2 2

管理会計論Ⅱ 2 2

商学概論Ⅰ 2 2

商学概論Ⅱ 2 2

経済原論Ⅰ 2 2

経済原論Ⅱ 2 2

経済政策Ⅰ 2 2

経済政策Ⅱ 2 2

地域経済論 2 2

民法Ⅰ 2 2

民法Ⅱ 2 2

商法Ⅰ 2 2

商法Ⅱ 2 2

商法 2 2

産業心理学Ⅰ 2 2

産業心理学Ⅱ 2 2

国際会計論 2 2

ｅ－ビジネス総論 2 2

サプライチェーンマネジメント 2 2

ベンチャービジネス論 2 2

アントレプレナーシップ論 2 2

特別講義（ファイナンス） 2 2

法学 2 2

政治学の基礎 2 2

情報システム学概論Ⅰ 2 2

情報システム学概論Ⅱ 2 2

経済学入門 2 2

民法（身分法・物権法） 2 2

民法（債権法） 2 2
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授
業
科
目

Ⅺ　
一
　
　
覧

カリキュラム('03)

分　類 科　　目　　名

単　　位　　数

経営ネット 

ワーク学科

システム 

情報学科

必修 選択 必修 選択

専　

門　

教　

育　

科　

目

経
営
学
系
専
門
科
目

経営史 2 2

流通概論 2 2

現代経済学 2 2

経営財務論 2 2

人的資源管理論 2 2

原価会計論 2 2

職業指導 2 2

経営戦略と組織 2 2

応用経営戦略論 2 2

経営科学 2 2

管理会計論 2 2

経済システム分析 2 2

産業心理学 2 2

ＥＲＰシステム 2 2

イノベーション概論 2 2

消費者行動論 2 2

ホスピタリティマネジメント 2 2

健康と社会 2 2

民法入門 2 2

卒業論文 8 - -

専　

門　

教　

育　

科　

目

情
報
学
系
専
門
科
目

情報科学概論 2 2

コンピュータⅠ 2 2

コンピュータⅡ 2 2

情報処理概論Ⅰ 2 2

情報処理概論Ⅱ 2 2

情報数学Ⅰ 2 2

情報数学Ⅱ 2 2

プログラム設計論 2 2

プログラミング言語Ⅰ 4 4

プログラミング言語Ⅱ 4 4

ソフトウェア工学Ⅰ 2 2

ソフトウェア工学Ⅱ 2 2

プログラミング言語論 2 2

アルゴリズム論 2 2

オペレーティングシステム論Ⅰ 2 2

オペレーティングシステム論Ⅱ 2 2

システム設計Ⅰ 2 2

システム設計Ⅱ 2 2
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授
業
科
目

Ⅺ　
一
　
　
覧

カリキュラム('03)

分　類 科　　目　　名

単　　位　　数

経営ネット 

ワーク学科

システム 

情報学科

必修 選択 必修 選択

専　

 

門　

 

教　

 

育　

 
科　

 

目

情 

報 

学 

系 
専 
門 

科 

目

システム設計演習 2 2

経営情報システム論Ⅰ 2 2

経営情報システム論Ⅱ 2 2

アプリケーションシステム 2 2

コミュニケーション概論 2 2

情報社会論 2 2

システム監査論 2 2

セキュリティ概論 2 2

知的所有権論 2 2

情報産業論 2 2

情報職業論 2 2

データベース入門Ⅰ 2 2

データベース入門Ⅱ 2 2

データベースシステム論Ⅰ 2 2

データベースシステム論Ⅱ 2 2

データ通信概論Ⅰ 2 2

データ通信概論Ⅱ 2 2

ネットワークシステム論Ⅰ 2 2

ネットワークシステム論Ⅱ 2 2

知識工学Ⅰ 2 2

知識工学Ⅱ 2 2

画像システム論Ⅰ 2 2

画像システム論Ⅱ 2 2

コンピュータグラフィックスⅠ 2 2

コンピュータグラフィックスⅡ 2 2

デザイン概論Ⅰ 2 2

デザイン概論Ⅱ 2 2

造形基礎Ⅰ 2 2

造形基礎Ⅱ 2 2

人工知能Ⅰ 2 2

人工知能Ⅱ 2 2

音声工学概論Ⅰ 2 2

音声工学概論Ⅱ 2 2

電子工学概論Ⅰ 2 2

電子工学概論Ⅱ 2 2

情報処理特論Ⅰ 2 2

情報処理特論Ⅱ 2 2
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授
業
科
目

Ⅺ　
一
　
　
覧

カリキュラム('03)

分　類 科　　目　　名

単　　位　　数

経営ネット 

ワーク学科

システム 

情報学科

必修 選択 必修 選択

専 

　

門 

　

教 

　

育 

　

科 
　

目

情 

報 

学 

系 
専 
門 

科 

目

システム工学Ⅰ 2 2

システム工学Ⅱ 2 2

コンピュータネットワーク 2 2

オブジェクト指向言語Ⅰ 2 2

オブジェクト指向言語Ⅱ 2 2

基礎数学 2 2

サーバ構築演習 2 2

プログラム言語Ⅰ 4 4

人工知能の基礎 2 2

三角関数・指数関数・対数関数 2 2

電子工学概論 2 2

ネットワークシステム概論 2 2

経営情報システム 2 2

プロダクトデザイン概論 2 2

ものづくりの基礎 2 2

医学医療 2 2

複素数 2 2

一変数の微分法 2 2

一変数の積分法 2 2

知識マネジメントとその応用 2 2

代数学 2 2

多変数関数の解析 2 2

確率論 2 2

医療制度と医療情報システム 2 2

ソフトウェアエンジニアリング 2 2

応用数学 2 2

統計概論 2 2

食と健康情報 2 2

データ解析入門 2 2

情報倫理 2 2

不等式入門 2 2

集合と位相 2 2

宇宙への挑戦 2 2

数論と公開鍵暗号系 2 2

健康情報学 2 2

複素解析 2 2

卒業論文 - - 8
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授
業
科
目

Ⅺ　
一
　
　
覧

５．科目読み替え表

カリキュラム （’０５）

科　　目　　名

　

単位数

カリキュラム （’ ０３）

科　　目　　名　

単位数欄の○は必修科目

単位数

経
営
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科

シ
ス
テ
ム
情
報
学
科

経
営
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科

シ
ス
テ
ム
情
報
学
科

日本近現代小説入門 2 2 文学Ⅰ 2 2

日本現代小説を読む 2 2 文学Ⅱ 2 2

日本近現代小説を読む 2 2 日本近現代小説を読む 2 2

ミステリを読む 2 2 ミステリを読む 2 2

心理学（基礎） 2 2 心理学Ⅰ 2 2

心理学（発展） 2 2 心理学Ⅱ 2 2

心理学 2 2 心理学 2 2

なぜ、いま、フランス革命か 2 2 歴史Ⅰ 2 2

ヴァンデ戦争とは何か 2 2 歴史Ⅱ 2 2

フランス革命とヴァンデ 2 2 フランス革命とヴァンデ 2 2

哲学のはじまり 2 2 哲学Ⅰ 2 2

哲学の歩み 2 2 哲学Ⅱ 2 2

哲学 2 2 哲学 2 2

経済学の基礎知識Ⅰ 2 2 経済学Ⅰ 2 2

経済学の基礎知識Ⅱ 2 2 経済学Ⅱ 2 2

法学Ⅰ 2 2 法学Ⅰ 2 2

法学Ⅱ 2 2 法学Ⅱ 2 2

政治を理解するための理論と方法 2 2 政治学Ⅰ 2 2

現代日本の政治課題 2 2 政治学Ⅱ 2 2

運動の物理 2 2 物理学Ⅰ 2 2

物質の物理 2 2 物理学Ⅱ 2 2

物理学の基礎 2 2 物理学の基礎 2 2

行列と連立1次方程式 2 2 線形代数Ⅰ 2 2

ベクトル空間と線形写像 2 2 線形代数Ⅱ 2 2

微積分入門 2 2 微分積分Ⅰ 2 2

１変数の微積分 2 2 微分積分Ⅱ 2 2

マネジメント・サイエンス 2 2 確率統計学Ⅰ 2 2

定量分析とその応用 2 2 確率統計学Ⅱ 2 2

生命科学の基礎 2 2 生物学Ⅰ 2 2

生命科学 2 2 生物学Ⅱ 2 2

基礎生命科学 2 2 基礎生命科学 2 2

海外事情 2 2 海外事情 2 2

海外事情（アメリカ編） 2 2 海外事情（アメリカ編） 2 2

海外事情（中国編） 2 2 海外事情（中国編） 2 2

憲法 2 2 憲法 2 2

健康科学 1 1 健康科学 1 1

健康とスポーツ 1 1 健康とスポーツ 1 1

サスティナビリティ学 2 2 サスティナビリティ学 2 2

モチベーションの科学 2 2 モチベーションの科学 2 2

情報を食べる 2 2 情報を食べる 2 2

メディア・リテラシー入門 2 2 メディア・リテラシー入門 2 2

英語Ⅰ（初級英語読解） 2 2 英語Ⅰ ② ②

英語Ⅱ（初級英会話） 2 2 英語Ⅱ ② ②

英語Ⅲ（中級英語読解） 2 2 英語Ⅲ ② ②

英語Ⅳ（中級英会話） 2 2 英語Ⅳ 2 2

英語Ⅴ（実用英語） 2 2 英語Ⅴ 2 2
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授
業
科
目
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覧

カリキュラム （’０５）

科　　目　　名

　

単位数

カリキュラム （’ ０３）

科　　目　　名　

単位数欄の○は必修科目

単位数

経
営
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科

シ
ス
テ
ム
情
報
学
科

経
営
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科

シ
ス
テ
ム
情
報
学
科

英語Ⅵ（ビジネス英語） 2 2 英語Ⅵ 2 2

英語Ⅵ（ディベート） 2 2 英語Ⅵ（ディベート） 2 2

英語Ⅶ（ディベート） 2 2 英語Ⅶ 2 2

初級ドイツ語 2 2 独語 2 2

初級中国語 2 2 中国語 2 2

コンピュータサイエンス入門 2 2 情報科学概論 ② ②

コンピュータアーキテクチャ 2 2 コンピュータⅠ ② ②

プログラムの仕組み 2 2 コンピュータⅡ ② ②

情報リテラシー 2 2 情報リテラシー ② ②

経営の基礎 2 2 経営学総論Ⅰ ② ②

経営の応用 2 2 経営学総論Ⅱ ② ②

近代的企業の創業 2 2 経営史Ⅰ 2 2

日本的経営の展開 2 2 経営史Ⅱ 2 2

経営者と投資家 2 2 企業論Ⅰ 2 2

経営者と意思決定 2 2 企業論Ⅱ 2 2

経営職能と経営計画 2 2 経営管理総論Ⅰ 2 2

経営組織と指揮統制 2 2 経営管理総論Ⅱ 2 2

経営組織論 2 2 経営組織論Ⅰ 2 2

経営戦略論 2 2 経営組織論Ⅱ 2 2

財務管理資本調達論 2 2 財務管理論Ⅰ 2 2

財務管理資本運用論 2 2 財務管理論Ⅱ 2 2

人的資源管理総論 2 2 労務管理論Ⅰ 2 2

人的資源管理各論 2 2 労務管理論Ⅱ 2 2

品質管理の基礎 2 2 品質管理Ⅰ 2 2

品質管理の応用 2 2 品質管理Ⅱ 2 2

マーケティング論 2 2 マーケティング論Ⅰ 2 2

ブランドマネジメント 2 2 マーケティング論Ⅱ 2 2

経営工学の基礎 2 2 経営工学Ⅰ 2 2

経営工学の応用 2 2 経営工学Ⅱ 2 2

オペレーションズリサーチⅠ 2 2

オペレーションズリサーチⅡ 2 2

簿記原理基礎編 2 2 簿記原理Ⅰ 2 2

簿記原理応用編 2 2 簿記原理Ⅱ 2 2

財務会計学基礎編 2 2 会計学原理Ⅰ ② 2

財務会計学応用編 2 2 会計学原理Ⅱ ② 2

実際原価計算論 2 2 原価計算論Ⅰ 2 2

経営原価計算論 2 2 原価計算論Ⅱ 2 2

基礎管理会計論 2 2 管理会計論Ⅰ 2 2

応用管理会計論 2 2 管理会計論Ⅱ 2 2

流通システム論 2 2 商学概論Ⅰ 2 2

ロジスティクスマネジメント 2 2 商学概論Ⅱ 2 2

ミクロ経済学 2 2 経済原論Ⅰ 2 2

マクロ経済学 2 2 経済原論Ⅱ 2 2

経済システム 2 2 経済政策Ⅰ 2 2

経済政策 2 2 経済政策Ⅱ 2 2

地域システム 2 2 地域経済論 2 2

民法Ⅰ 2 2 民法Ⅰ 2 2

民法Ⅱ 2 2 民法Ⅱ 2 2

商法総則・会社法 2 2 商法Ⅰ 2 2

商行為法・手形法小切手法 2 2 商法Ⅱ 2 2
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授
業
科
目

Ⅺ　
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覧

カリキュラム （’０５）

科　　目　　名

　

単位数

カリキュラム （’ ０３）

科　　目　　名　

単位数欄の○は必修科目

単位数

経
営
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科

シ
ス
テ
ム
情
報
学
科

経
営
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科

シ
ス
テ
ム
情
報
学
科

商法 2 2 商法 2 2

労務管理の心理学 2 2 産業心理学Ⅰ 2 2

マーケティングの心理学 2 2 産業心理学Ⅱ 2 2

国際会計論 2 2 国際会計論 2 2

ｅ－ビジネス総論 2 2 ｅ－ビジネス総論 2 2

サプライチェーンマネジメント 2 2 サプライチェーンマネジメント 2 2

ベンチャービジネス論 2 2 ベンチャービジネス論 2 2

アントレプレナーシップ論 2 2 アントレプレナーシップ論 2 2

特別講義（ファイナンス） 2 2 特別講義（ファイナンス） 2 2

法学 2 2 法学 2 2

政治学の基礎 2 2 政治学の基礎 2 2

情報システム学概論Ⅰ 2 2 情報システム学概論Ⅰ 2 2

情報システム学概論Ⅱ 2 2 情報システム学概論Ⅱ 2 2

経済学入門 2 2 経済学入門 2 2

民法(身分法・物権法) 2 2 民法(身分法・物権法) 2 2

民法(債権法) 2 2 民法(債権法) 2 2

経営史 2 2 経営史 2 2

流通概論 2 2 流通概論 2 2

現代経済学 2 2 現代経済学 2 2

経営財務論 2 2 経営財務論 2 2

人的資源管理論 2 2 人的資源管理論 2 2

原価会計論 2 2 原価会計論 2 2

職業指導 2 2 職業指導 2 2

経営戦略と組織 2 2 経営戦略と組織 2 2

応用経営戦略論 2 2 応用経営戦略論 2 2

経営科学 2 2 経営科学 2 2

管理会計論 2 2 管理会計論 2 2

経済システム分析 2 2 経済システム分析 2 2

産業心理学 2 2 産業心理学 2 2

ＥＲＰシステム 2 2 ＥＲＰシステム 2 2

イノベーション概論 2 2 イノベーション概論 2 2

消費者行動論 2 2 消費者行動論 2 2

ホスピタリティマネジメント 2 2 ホスピタリティマネジメント 2 2

健康と社会 2 2 健康と社会 2 2

民法入門 2 2 民法入門 2 2

コンピュータの構成 2 2 情報処理概論Ⅰ 2 2

コンピュータの利用 2 2 情報処理概論Ⅱ 2 2

行列の固有値と対角化 2 2 情報数学Ⅰ 2 2

数値計算入門 2 2 情報数学Ⅱ 2 2

プログラム設計 2 2 プログラム設計論 2 ②

プログラミング基礎 4 4 プログラミング言語Ⅰ 4 4

プログラミング応用 4 4 プログラミング言語Ⅱ 4 4

ソフトウェア工学 2 2 ソフトウェア工学Ⅰ 2 2

ソフトウェア開発技術論 2 2 ソフトウェア工学Ⅱ 2 2

プログラミング言語の仕組み 2 2 プログラミング言語論 2 2

アルゴリズム 2 2 アルゴリズム論 2 2

オペレーティングシステム基礎論 2 2 オペレーティングシステム論Ⅰ 2 2

オペレーティングシステム 2 2 オペレーティングシステム論Ⅱ 2 2

情報システムの設計 2 2 システム設計Ⅰ 2 2

情報システムのモデリング 2 2 システム設計Ⅱ 2 2
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授
業
科
目
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カリキュラム （’０５）

科　　目　　名

　

単位数

カリキュラム （’ ０３）

科　　目　　名　

単位数欄の○は必修科目

単位数

経
営
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科

シ
ス
テ
ム
情
報
学
科

経
営
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科

シ
ス
テ
ム
情
報
学
科

システム設計演習 2 2 システム設計演習 2 2

経営と情報技術 2 2 経営情報システム論Ⅰ 2 2

意思決定支援と情報技術 2 2 経営情報システム論Ⅱ 2 2

インターネットアプリケーション 2 2 アプリケーションシステム 2 2

コミュニケーション概論 2 2 コミュニケーション概論 2 2

情報社会論 2 2 情報社会論 2 2

ＩＴマネジメント 2 2 システム監査論 2 2

ネットワークセキュリティ 2 2 セキュリティ概論 2 2

知的所有権論 2 2 知的所有権論 2 2

情報産業論 2 2 情報産業論 2 2

情報職業論 2 2 情報職業論 2 2

関係データベースとSQL 2 2 データベース入門Ⅰ 2 2

データベース管理システム 2 2 データベース入門Ⅱ 2 2

データベースシステム 2 2 データベースシステム論Ⅰ 2 2

データベース技術 2 2 データベースシステム論Ⅱ 2 2

データ伝送のしくみ 2 2 データ通信概論Ⅰ 2 2

データ通信システム 2 2 データ通信概論Ⅱ 2 2

ネットワーク基礎論 2 2 ネットワークシステム論Ⅰ 2 2

ネットワークシステム各論 2 2 ネットワークシステム論Ⅱ 2 2

知識マネジメント入門 2 2 知識工学Ⅰ 2 2

知識マネジメントの情報技術 2 2 知識工学Ⅱ 2 2

ディジタル画像概論 2 2 画像システム論Ⅰ 2 2

画像情報処理 2 2 画像システム論Ⅱ 2 2

ＣＧモデリング 2 2 コンピュータグラフィックスⅠ 2 2

ＣＧレンダリング 2 2 コンピュータグラフィックスⅡ 2 2

生活にかかわるデザイン 2 2 デザイン概論Ⅰ 2 2

企業にかかわるデザイン 2 2 デザイン概論Ⅱ 2 2

造形の基礎 2 2 造形基礎Ⅰ 2 2

造形の技法 2 2 造形基礎Ⅱ 2 2

人工知能と問題解決 2 2 人工知能Ⅰ 2 2

人工知能と推論 2 2 人工知能Ⅱ 2 2

音声情報処理基礎 2 2 音声工学概論Ⅰ 2 2

音声情報処理 2 2 音声工学概論Ⅱ 2 2

電気と電子回路 2 2 電子工学概論Ⅰ 2 2

電子計測と制御 2 2 電子工学概論Ⅱ 2 2

情報処理特論Ⅰ 2 2

情報処理特論Ⅱ 2 2

システムの構築技法と情報量 2 2 システム工学Ⅰ 2 2

待ち行列理論の応用 2 2 システム工学Ⅱ 2 2

コンピュータネットワーク 2 2 コンピュータネットワーク 2 2

オブジェクト指向言語Ⅰ 2 2 オブジェクト指向言語Ⅰ 2 2

オブジェクト指向言語Ⅱ 2 2 オブジェクト指向言語Ⅱ 2 2

基礎数学 2 2 基礎数学 2 2

Ｗｅｂサイト構築演習 2 2 Ｗｅｂサイト構築演習 2 2

サーバ構築演習 2 2 サーバ構築演習 2 2

プログラム言語Ⅰ 4 4 プログラム言語Ⅰ 4 4

人工知能の基礎 2 2 人工知能の基礎 2 2

三角関数・指数関数・対数関数 2 2 三角関数・指数関数・対数関数 2 2

電子工学概論 2 2 電子工学概論 2 2

ネットワークシステム概論 2 2 ネットワークシステム概論 2 2
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一
　
　
覧

カリキュラム （’０５）

科　　目　　名

　

単位数

カリキュラム （’ ０３）

科　　目　　名　

単位数欄の○は必修科目

単位数

経
営
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科

シ
ス
テ
ム
情
報
学
科

経
営
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科

シ
ス
テ
ム
情
報
学
科

経営情報システム 2 2 経営情報システム 2 2

プロダクトデザイン概論 2 2 プロダクトデザイン概論 2 2

ものづくりの基礎 2 2 ものづくりの基礎 2 2

医学医療 2 2 医学医療 2 2

複素数 2 2 複素数 2 2

一変数の微分法 2 2 一変数の微分法 2 2

一変数の積分法 2 2 一変数の積分法 2 2

知識マネジメントとその応用 2 2 知識マネジメントとその応用 2 2

代数学 2 2 代数学 2 2

多変数関数の解析 2 2 多変数関数の解析 2 2

確率論 2 2 確率論 2 2

医療制度と医療情報システム 2 2 医療制度と医療情報システム 2 2

ソフトウェアエンジニアリング 2 2 ソフトウェアエンジニアリング 2 2

応用数学 2 2 応用数学 2 2

統計概論 2 2 統計概論 2 2

食と健康情報 2 2 食と健康情報 2 2

データ解析入門 2 2 データ解析入門 2 2

情報倫理 2 2 情報倫理 2 2

不等式入門 2 2 不等式入門 2 2

集合と位相 2 2 集合と位相 2 2

宇宙への挑戦 2 2 宇宙への挑戦 2 2

数論と公開鍵暗号系 2 2 数論と公開鍵暗号系 2 2

健康情報学 2 2 健康情報学 2 2

複素解析 2 2 複素解析 2 2

卒業論文 8 8 卒業論文 8 8

カリキュラム ('05) と対応する科目がない場合は履修できません。また、カリキュラム ('05) の全ての科目が開講されてい

るわけではありません。開講科目は、本年度の授業科目一覧を確認してください。
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Ⅻ．添付資料

１．北海道情報大学のご案内

１－１．本学までの主な交通手段

高速バス

（岩見沢・滝川・

富良野方面）

(540 円)

約２５分

ＪＲバス

（情報大学前、

野幌運動公園行）

(380円)

約２８分

ＪＲ(札幌方面)

(1,070円)

快速：約３７分

普通：約５４分

新千歳空港

ＪＲ(札幌方面)

(880円)

快速：約２７分

普通：約３９分

ＪＲバス

（情報大学前、

野幌運動公園行）

(170円)

約６分

ＪＲ(岩見沢方面)

(360円)

快速：約１６分

普通：約２０分

公共交通機関

徒歩

ＪＲ新札幌駅
ＪＲ札幌駅

新札幌駅

バスターミナル

北レーン

ＪＲ野幌駅

ＪＲバス

野幌駅南口

中央バス札幌駅前

ターミナル

高速バス

高速野幌
ＪＲバス 情報大学前

北海道情報大学

※あさひかわ号は
　「高速野幌」で
　降車できません

※自家用車・自転車でお越しの場合は、学生駐車場・駐輪場をご利用ください。

※ＪＲバス・高速バスは、土日祝日の本数が限られます。

※各運賃は平成２６年１２月１日現在のものです。
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◇タクシーを利用する場合

　ＪＲ野幌駅から　　約５分（約９００円）

　ＪＲ新札幌駅から　約１５分（約３,０００円）

新千歳空港から　　約６０分（約１０,０００円）

◇徒歩の場合

　ＪＲ野幌駅南口から　　　約３０分

　高速バス高速野幌から　　約３分

　ＪＲバス情報大学前から　約１分
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大
学

周
辺
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１－３．キャンパス案内図
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１－４．北海道情報大学　校舎配置図

　(1) １階校舎配置図
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　(2) ２階・３階校舎配置図
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　(3) ｅＤＣタワー
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２．教育センター

２－１．教育センター 一覧

教　　育　　セ　　ン　　タ　　ー

札幌教育センター
〒003-0806　北海道札幌市白石区菊水6条3-4-28

北海道情報専門学校内� TEL(011)831-5511(代)

秋田教育センター
〒010-0001　秋田県秋田市中通4丁目3-11

秋田情報ビジネス専門学校内� TEL(018)831-2535(代)

新潟教育センター
〒950-0901　新潟県新潟市中央区弁天2-3-13

新潟情報専門学校内� TEL(025)241-1181(代)

名古屋教育センター
〒456-0062　愛知県名古屋市熱田区大宝4-19-14

名古屋情報メディア専門学校内� TEL(052)681-9500(代)

大阪教育センター
〒537-0022　大阪府大阪市東成区中本1-5-21

大阪情報専門学校内� TEL(06)6974-4611(代)

広島教育センター

〒732-0816　広島県広島市南区比治山本町16-35

広島産業文化センター
広島情報専門学校内� TEL(082)252-4411(代)

北九州教育センター
〒802-0001　福岡県北九州市小倉北区浅野2-4-1

ＫＣＳ北九州情報専門学校内� TEL(093)531-9131(代)

福岡教育センター
〒810-0003　福岡県福岡市中央区春吉1-11-18

ＫＣＳ福岡情報専門学校内� TEL(092)711-0401(代)

大分教育センター
〒870-0037　大分県大分市東春日町17-19

ＫＣＳ大分情報専門学校内� TEL(097)537-3911(代)

鹿児島教育センター
〒890-0065　鹿児島県鹿児島市郡元1-9-5

ＫＣＳ鹿児島情報専門学校内� TEL(099)258-0121(代)

沖縄教育センター
第１キャンパス

〒900-0012　沖縄県那覇市泊2-1-8

沖縄情報経理専門学校 那覇校内� TEL(098)862-3719(代)

沖縄教育センター
第２キャンパス

〒904-0014　沖縄県沖縄市仲宗根町8-11

沖縄情報経理専門学校 沖縄校内� TEL(098)938-3719(代)
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２－２．教育センター所在地

(1)札幌教育センター
【所在地】

〒003-0806　札幌市白石区菊水６条３丁目４－２８　北海道情報専門学校内

TEL.(011)831－5511（代）

【交通案内】

・地下鉄東西線「菊水」駅下車、６番出口より左へ徒歩約５分

(2)秋田教育センター
【所在地】

〒010-0001　秋田市中通４丁目３－１１　秋田情報ビジネス専門学校内

TEL.(018)831－2535（代）

【交通案内】

・ＪＲ「秋田」駅より徒歩約５分
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(3)新潟教育センター
【所在地】

〒950-0901　新潟市中央区弁天２－３－１３　新潟情報専門学校内

TEL.(025)241－1181（代）

【交通案内】

・ＪＲ「新潟」駅万代口より徒歩約５分

・万代シテイバスセンターより徒歩約２分

(4)名古屋教育センター
【所在地】

〒456-0062　名古屋市熱田区大宝４－１９－１４

　　　　　　名古屋情報メディア専門学校内

TEL.(052)681－9500（代）

【交通案内】

・地下鉄名港線「六番町」駅下車、1番出口より北へ徒歩約３分
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(5)大阪教育センター
【所在地】

〒537-0022　大阪市東成区中本１－５－２１　大阪情報専門学校内

TEL.(06)6974－4611（代）

【交通案内】

・地下鉄中央線・今里筋線「緑橋」駅下車、２番出口より西へ徒歩約２分

・地下鉄長堀鶴見緑地線・中央線「森ノ宮」駅下車、４番出口より東へ徒歩約８分

・ＪＲ「森ノ宮」駅下車、改札を出て東へ徒歩約８分

(6)広島教育センター
【所在地】

〒732-0816　広島市南区比治山本町１６－３５　広島産業文化センター

　　　　　　広島情報専門学校内

TEL.(082)252－4411（代）

【交通案内】

・路面電車(約１０分):

　ＪＲ「広島」駅南口５番の

りば比治山下経由広島港

(宇品)行乗車｢南区役所前｣

下車、徒歩約１分

・広島バス(約１２分):

　紙屋町県庁前から大学病院

行( ２３番)乗車｢皆実町１

丁目｣下車、徒歩約１分

※大学病院行(23-1)は経由が違います

ので注意してください
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(7)北九州教育センター
【所在地】

〒802-0001　北九州市小倉北区浅野２－４－１　ＫＣＳ北九州情報専門学校内

TEL.(093)531－9131（代）

【交通案内】

・ＪＲ「小倉」駅新幹線口より徒歩約５分

(8)福岡教育センター
【所在地】

〒810-0003　福岡市中央区春吉１－１１－１８　ＫＣＳ福岡情報専門学校内

TEL.(092)711－0401（代）

【交通案内】

・西鉄バス：「柳橋バス停」徒歩約１分、「渡辺通一丁目バス停」徒歩約３分

・西鉄天神大牟田線：「薬院」駅より徒歩約１０分、「福岡(天神)」駅より

徒歩約１５分

・ＪＲ：「博多」駅より徒歩約１８分

・福岡市営地下鉄：「渡辺通」駅より徒歩約５分

（新幹線口）

sinnka
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(9)大分教育センター
【所在地】

〒870-0037　大分市東春日町１７－１９　ＫＣＳ大分情報専門学校内

TEL.(097)537－3911（代）

【交通案内】

・ＪＲ「大分」駅府内中央口より徒歩約１５分

・バス：大分交通大分駅前バス停から県立図書館行(オアシスひろば経由）、

柞原行(西春日町経由)、机張原行(西春日町経由)に乗車、｢オアシスひろ

ば前｣または｢高砂町｣下車、徒歩約３分、県立図書館行(ソフトパーク経由)

｢ソフトパーク前｣下車、徒歩約３分

(10)鹿児島教育センター
【所在地】

〒890-0065　鹿児島市郡元１－９－５　ＫＣＳ鹿児島情報専門学校内

TEL.(099)258－0121（代）

【交通案内】

・市電「鹿大工学部前」下車、徒歩約１分

・ＪＲ指宿枕崎線「郡元」駅下車、徒歩約３分
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(11)沖縄教育センター　第１キャンパス
【所在地】

〒900-0012　沖縄県那覇市泊２－１－８　沖縄情報経理専門学校 那覇校内

TEL.(098)862-3719(代)

(12)沖縄教育センター　第２キャンパス
【所在地】

〒904-0014　沖縄県沖縄市仲宗根町８－１１　沖縄情報経理専門学校 沖縄校内

TEL.(098)938-3719(代)

沖縄情報経理専門学校

沖縄情報経理専門学校
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３．その他の科目試験・スクーリング会場

(1) 東京会場（科目試験・スクーリング会場）
【所在地】

〒164-0001　東京都中野区中野５－６２－１　ｅＤＣビルＢ１セミナールーム

【交通案内】　

・ＪＲ「中野」駅北口より徒歩約１分

(2) 旭川会場（科目試験会場）
【所在地】

〒070-0035　北海道旭川市５条通４丁目　旭川市ときわ市民ホール

【交通案内】

・ＪＲ「旭川」駅より徒歩約１５分
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(3) 仙台会場（科目試験会場）
【所在地】

〒981-0933　仙台市青葉区柏木１-２-４５

フォレスト仙台

【交通案内】

・ＪＲ仙山線「北仙台」駅下車、徒歩約

１０分

・地下鉄「北四番丁」駅下車、北２出口

より徒歩約７分

・バス：ＪＲ仙台駅周辺バス停より北仙

台方面行きに乗車、「堤通雨宮町」下車、

徒歩約２分

(4) 横浜会場（科目試験会場）
【所在地】

〒220-0021　横浜市西区桜木町７丁目４２番地　八洲学園大学

【交通案内】

・JR「横浜」駅（東口）から徒歩１０分

・横浜市営地下鉄「高島町」駅から徒歩１分

・横浜高速鉄道みなとみらい線「新高島」駅から徒歩５分

・京浜急行「戸部」駅から徒歩５分
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(5) 静岡会場（科目試験会場）
【所在地】

〒420-0839　静岡市葵区鷹匠３－６－１　静岡県職員会館 もくせい会館

【交通案内】

・ＪＲ「静岡」駅北口より徒歩約１５分

・ＪＲ「静岡」駅北口バス乗り場５番・６番から、「新静岡」駅バスターミ

ナル３番・４番から乗車「水落町もくせい会館入口」下車、徒歩約２分
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４．北海道情報大学　諸規程

４－１．学校法人　電子開発学園　北海道情報大学　学則（抜粋）

　　　第１章　総　　則

（目　的）

第１条　本大学は、教育基本法に基づき学校教育法の定めるところに従い、国際情報

化・高度情報通信社会の進展に適応した広い分野の知識と専門の学術を深く教授研

究するとともに、情報メディアを駆使し、実践的教育並びに人格教育を通して、豊

かな知性と国際感覚及び応用的能力を兼ね備えた有為の人材を育成し、もって学術・

文化の向上と人類社会の発展に寄与することを目的とする。

（名　称）

第２条　本大学は、北海道情報大学と称する。

　　　第２章　学部・学科、課程、大学院及び修業年限

（学部・学科および課程）

第３条　本大学には、次の学部・学科及び課程を置く。

　・経営情報学部

　　　　先端経営学科

　　　　システム情報学科

　・通信教育課程

　・医療情報学部

　　　　医療情報学科

　　　　　　メディカル・マネジメント専攻

　　　　　　メディカル・サイエンス専攻

　・情報メディア学部

　　　　情報メディア学科

　　　　　　メディアデザイン専攻

　　　　　　メディアテクノロジー専攻

２　通信教育課程に関する規程は、別に定める。
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　　　第７章　休学、転籍、転学部、転学科、転専攻、留学、退学、転学及び除籍

（転　籍）

第２７条の２　本大学の学生が、通学の経営情報学部と通信教育課程の相互間で異動

することを転籍という。

２　本大学の通学の経営情報学部に所属する学生が、通信教育課程に転籍を志願する

とき、又は通信教育課程に所属する学生が通学の経営情報学部に転籍を志願すると

きには、欠員のある場合に限り、選考の上、学長が許可することがある。

３　転籍を許可された者が既に修得した授業科目及び単位の取扱いについては、別に

定める。

　　　第１６章　賞　　罰

（表　彰）

第５８条　学長は、学部教授会の議を経て学業成績、その他の優秀な学生を、表彰す

ることがある。

（懲　戒）

第５９条　本大学の学生が本大学の学則及び諸規定に違反しまた学生の本分に反した

行為をした者について学長は、学部教授会の議を経てこれを懲戒することがある。

２　懲戒は戒告、停学及び退学とする。

３　停学期間が３か月以上にわたるときは、その期間は第４条に定める修業年限に算

入しない。ただし、在学年限に算入する。

第６０条　前条の退学は、次の各号の一に該当する学生について、これを行う。

　（１）　刑罰法令に違反した行為をした者

　（２）　性行不良で改悛の情がないと認められる者

　（３）　学業を怠り成業の見込みがないと認められる者

　（４）　懲戒処分を受けてもあらためない者

　（５）　本大学の秩序を乱し、その他学生の本分に反した者
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４
－

２
．

北
海

道
情

報
大

学
通

信
教

育
部

規
程

（
抄

）

　
　
　
第
１
章
　
総
則

（
目
的
）

第
１
条
　
こ
の
規
程
は
、
北
海
道
情
報
大
学
学
則
第
３
条
第
２
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
通
信
教
育
課
程
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

第
２
条
　
こ
の
規
程
に
定
め
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
他
の
法
令
等

を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
第
２
章
　
通
信
教
育
部
の
構
成
及
び
修
業
年
限

（
学
部
学
科
等
）

第
３

条
　

北
海

道
情

報
大

学
（

以
下
「

本
学

」
と

い
う
。
）

の
通

信
教

育
課
程
は
、
通
信
教
育
部
と
称
し
、
次
の
学
科
及
び
専
攻
を
置
く
。

　
　
　
　
　
経
営
情
報
学
部
　
経
営
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
情
報
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
情
報
学
科
　
情
報
数
理
専
攻

（
修
業
年
限
及
び
在
学
年
限
）

第
４
条
　
通
信
教
育
部
の
修
業
年
限
及
び
在
学
年
限
は
、
次
の
と
お
り

と
し
、
在
学
年
限
を
超
え
て
在
学
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

�
（

入
学

年
次

）
�

（
修

業
年

限
）
�

（
在

学
年

限
）

�
１

年
次

�
４

年
�

１
０

年

�
２

年
次

�
３

年
�

　
９

年

�
３

年
次

�
２

年
�

　
８

年

�
４

年
次

�
１

年
�

　
７

年

（
入
学
定
員
）

第
５
条
　
学
生
の
定
員
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

�
（
入
学
定
員
）
�（
収
容
定
員
）

　
　
通
信
教
育
部
　
経
営
情
報
学
部

�
経
営
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科
�　
4
0
0
人
　
1
,
6
0
0
人

�
シ
ス
テ
ム
情
報
学
科
�　
　
　
8
0
0
人
　
3
,
2
0
0
人

�
シ
ス
テ
ム
情
報
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
情
報
数
理
専
攻
�　
　
　
　
�（
8
0
人
）
　
（
3
2
0
人
）

�
　
　
　
　
計
�　
　
　
　
　
1
,
2
0
0
人
　
4
,
8
0
0
人

２
　
シ
ス
テ
ム
情
報
学
科
情
報
数
理
専
攻
の
定
員
は
、
シ
ス
テ
ム
情
報

学
科
の
定
員
の
内
数
と
す
る
。

　
　
　
第
３
章
　
学
年
及
び
休
業
日

（
学
年
）

第
６
条
　
学
年
は
、
４
月
１
日
に
始
ま
り
翌
年
３
月
３
１
日
に
終
わ
る
。

（
学
期
）

第
６
条
の
２
　
学
年
を
次
の
２
学
期
に
分
け
る
。

　
前
学
期
　
４
月
１
日
に
始
ま
り
９
月
３
０
日
に
終
わ
る
。

　
後
学
期
　
１
０
月
１
日
に
始
ま
り
翌
年
３
月
３
１
日
に
終
わ
る
。

（
休
業
日
）

第
７
条
　
休
業
日
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

　
　
　
第
４
章
　
教
育
課
程
及
び
履
修
方
法

（
教
育
課
程
）

第
８
条
　
通
信
教
育
部
に
お
い
て
教
授
す
る
授
業
科
目
は
、
教
養
教
育

科
目
及
び
専
門
教
育
科
目
と
す
る
。

２
　
卒
業
の
た
め
に
必
要
と
す
る
単
位
は
、
１
２
４
単
位
以
上
と
す
る
。
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３
　
授
業
科
目
の
名
称
、
単
位
数
等
は
、
別
表
第
１
の
と
お
り
と
す
る
。

た
だ
し
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
経
営
情
報
学
部
教
授
会
（
以
下
「
教

授
会

」
と

い
う
。
）

の
議

を
経

て
、

学
長

は
、

そ
の

一
部

を
変

更
す

る
こ
と
が
あ
る
。

（
履
修
方
法
）

第
９
条
　
学
生
は
、
前
条
に
よ
り
所
定
の
授
業
科
目
を
履
修
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
　
学
生
は
、
毎
年
度
の
初
め
に
履
修
し
よ
う
と
す
る
授
業
科
目
を
選

択
し
、
履
修
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
学
生
は
、
印
刷
教
材
等
に
よ
る
授
業
（
以
下
「
印
刷
授
業
」
と
い

う
。
）
、
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
行
う
授
業
（
以
下
「
メ
デ
ィ
ア
授
業
」

と
い
う
。
）
、
面
接
授
業
及
び
そ
の
組
合
せ
に
よ
る
授
業
で
単
位
を
修

得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
他
学
科
の
授
業
科
目
の
履
修
）

第
９
条
の
２
　
学
生
は
、
別
表
第
１
に
定
め
る
他
の
学
科
又
は
専
攻
の

授
業
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
履
修
し
修
得
し
た
単
位
は
、
卒
業
の
た
め
に

必
要
と
す
る
単
位
に
算
入
す
る
。

（
面
接
授
業
）

第
１
０
条
　
第
８
条
第
２
項
に
よ
り
卒
業
の
た
め
に
必
要
と
す
る
単
位

数
１
２
４
単
位
の
う
ち
、
３
０
単
位
以
上
は
面
接
授
業
に
よ
り
修
得

す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
３
０
単
位
は
、
す
べ
て
メ
デ
ィ

ア
授
業
に
よ
り
修
得
し
た
単
位
で
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
面
接
授
業
は
、
本
学
校
舎
及
び
本
学
が
指
定
す
る
施
設
に
お
い
て

実
施
す
る
。
面
接
授
業
に
つ
い
て
の
細
則
は
別
に
定
め
る
。

（
メ
デ
ィ
ア
授
業
）

第
１
１
条
　
メ
デ
ィ
ア
授
業
の
種
類
は
、
実
施
方
法
に
よ
り
次
の
と
お

り
と
す
る
。

　
　
（
実
施
方
法
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
称
）

　
地
上
専
用
回
線
を
利
用
し
た
授
業
　
Ｉ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア
授
業

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
授

業
　

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
授
業

２
　
メ
デ
ィ
ア
授
業
に
つ
い
て
の
細
則
は
、
別
に
定
め
る
。

（
印
刷
授
業
）

第
１
２
条
　
印
刷
授
業
は
、
本
学
が
指
定
す
る
教
科
書
、
学
習
指
導
書

及
び
添
削
指
導
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
。

２
　
教
科
書
、
学
習
指
導
書
そ
の
他
の
教
材
は
、
教
育
課
程
に
応
じ
て

本
学
又
は
本
学
が
指
定
し
た
も
の
よ
り
配
布
あ
る
い
は
購
入
す
る
。

３
　
学
生
は
、
教
科
書
の
内
容
に
関
し
質
疑
の
あ
る
場
合
は
、
質
問
票

に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
学
生
は
、
１
科
目
に
つ
き
１
回
以
上
与
え
ら
れ
た
課
題
に
つ
い
て

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
、
添
削
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
印
刷
授
業
に
つ
い
て
の
細
則
は
別
に
定
め
る
。

第
１
３
条
　
削
除

第
１
４
条
　
削
除

（
学
習
指
導
）

第
１
５
条
　
学
習
指
導
の
内
容
充
実
の
た
め
、
本
学
及
び
全
国
各
地
区

で
面
接
指
導
、
講
演
会
等
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ
る
。

２
　
学
習
指
導
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
、
各
種
の
印
刷
物
を
配

布
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
第
５
章
　
科
目
の
修
了
認
定
及
び
卒
業

（
科
目
の
修
了
認
定
）

第
１
６
条
　
各
履
修
科
目
の
修
了
は
、
試
験
及
び
そ
の
他
の
方
法
に
よ
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り
当
該
科
目
担
当
者
が
こ
れ
を
認
定
す
る
。

２
　
試
験
は
、
本
学
が
指
定
す
る
試
験
場
に
お
い
て
実
施
す
る
。
そ
の

細
則
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
。

３
　
試
験
を
受
け
る
た
め
に
は
、
別
に
定
め
る
受
験
資
格
を
認
め
ら
れ

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
成
績
は
、
優
、
良
、
可
、
不
可
の
４
種
に
分
け
て
評
価
し
、
優
、
良
、

可
を
合
格
と
し
、
不
可
を
不
合
格
と
す
る
。

５
　
合
格
者
は
、
別
表
第
１
に
定
め
る
当
該
科
目
の
単
位
を
修
得
し
た

も
の
と
す
る
。

（
放
送
大
学
と
の
単
位
互
換
）

第
１
６
条
の
２
　
放
送
大
学
と
の
単
位
互
換
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め

る
。

２
　
放
送
大
学
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
に
つ
い
て
は
、
印
刷
授
業
で

の
単
位
修
得
と
み
な
す
。

（
他
の
大
学
又
は
短
期
大
学
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
）

第
１
７
条
　
本
学
が
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
他
大
学
又
は
短

期
大
学
と
の
協
議
に
基
づ
き
、
学
生
に
当
該
他
の
大
学
等
の
授
業
科

目
を
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
他
の
大
学
等
で
修
得
し
た
単
位
に
つ
い

て
は
、
本
学
通
信
教
育
部
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
に
よ
り
修
得

し
た
も
の
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
大
学
以
外
の
教
育
施
設
等
に
お
け
る
学
修
）

第
１
７
条
の
２
　
本
学
が
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生
が
行

う
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
の
専
攻
科
に
お
け
る
学
修
そ
の
他

文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
次
の
学
修
を
、
本
学
通
信
教
育
部
に
お
け

る
授
業
科
目
の
履
修
と
み
な
し
、
本
学
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
単

位
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
　
専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
う
ち
修
業
年
限
が
２
年
以
上
の
も
の

に
お
け
る
学
修
で
、

大
学
教
育
に
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

（
２
）
　
文
部
科
学
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
技
能
審
査
の
合
格
に
係
わ

る
学
修
で
、
大
学
教
育
に
相
当
す
る
水
準
を
有
す
る
と
認
め
ら

れ
る
も
の

（
３
）
　
社
会
的
評
価
の
高
い
知
識
及
び
技
能
に
関
し
て
、
国
等
が
全

国
的
な
規
模
に
お
い
て
年
１
回
以
上
行
う
審
査
の
合
格
に
係
わ

る
学
修
で
、
大
学
教
育
に
相
当
す
る
水
準
を
有
す
る
と
認
め
ら

れ
る
も
の

（
入
学
前
の
既
修
得
単
位
等
の
認
定
）

第
１
７
条
の
３
　
学
生
が
本
学
に
入
学
す
る
前
に
大
学
又
は
短
期
大
学

に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
（
科
目
等
履
修
生
と
し
て
修
得
し
た
単
位

を
含

む
。
）

に
つ

い
て

は
、

本
学

通
信

教
育

部
に

お
け

る
授

業
科

目
の
履
修
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
学
生
が
本
学
に
入
学
す
る
前
に
行
っ
た
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門

学
校
の
専
攻
科
に
お
け
る
学
修
そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
学

修
に
つ
い
て
は
、
本
学
通
信
教
育
部
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
と

み
な
し
、
本
学
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
単
位
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
認
定
単
位
の
上
限
）

第
１
７
条
の
４
　
第
１
６
条
の
２
、
第
１
７
条
、
第
１
７
条
の
２
及
び

第
１

７
条

の
３

に
よ

り
認

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
単

位
数

の
合

計
は
、
本
学
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
並
び
に
編
入
学
及
び
転
入
学
の

場
合
を
除
き
、
６
０
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

（
卒
業
）

第
１
８
条
　
通
信
教
育
部
に
４
年
以
上
在
学
し
、
第
８
条
第
２
項
に
規

定
す

る
単

位
を

修
得

し
た

者
に

対
し

て
は
、

教
授

会
の

議
を

経
て
、

学
長
が
卒
業
を
認
め
、
学
士
（
経
営
情
報
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
。
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第
６
章
　
資
格
の
取
得

（
教
育
職
員
免
許
状
授
与
の
所
要
資
格
の
取
得
）

第
１
８
条
の
２
　
教
育
職
員
免
許
状
授
与
の
所
要
資
格
を
取
得
し
よ
う

と
す
る
者
は
、
卒
業
の
た
め
に
必
要
と
す
る
単
位
を
修
得
す
る
ほ
か
、

教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
２
４
年
法
律
第
１
４
７
号
）
及
び
教
育
職

員
免
許
法
施
行
規
則
（
昭
和
２
９
年
文
部
省
令
第
２
６
号
）
に
定
め

る
所
要
の
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　

教
職

に
関

す
る

科
目

及
び

教
科

又
は

教
職

に
関

す
る

科
目

の
名

称
、
単
位
数
等
は
、
別
表
第
２
の
と
お
り
と
す
る
。

３
　
教
科
に
関
す
る
科
目
に
つ
い
て
は
、
同
一
学
部
の
他
の
学
科
の
授

業
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
教
育
職
員
免
許
状
授
与
の
所
要
資
格
の
取
得
に
関
す
る
必
要
な
事

項
は
、
別
に
定
め
る
。

　
　
　
第
７
章
　
入
学

（
入
学
時
期
）

第
１
９
条
　
入
学
の
時
期
は
、
学
期
の
初
め
と
す
る
。

（
入
学
資
格
）

第
２
０
条
　
入
学
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当

す
る
者
と
す
る
。

（
１
）
　
高
等
学
校
若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者

（
２
）
　

通
常

の
課

程
に

よ
る

１
２

年
の

学
校

教
育

を
修

了
し

た
者
、

又
は
通
常
の
課
程
以
外
の
課
程
に
よ
り
こ
れ
に
相
当
す
る
学
校

教
育
を
修
了
し
た
者

（
３
）
　

外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る
１
２
年
の
課
程
を
修
了
し

た
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
で
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
も
の

（
４
）
　
文
部
科
学
大
臣
が
高
等
学
校
の
課
程
と
同
等
の
課
程
を
有
す

る
も
の
と
し
て
認
定
し
た
在
外
教
育
施
設
の
当
該
課
程
を
修
了

し
た
者

（
５
）
　
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
者

（
６
）
　
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
規
則
（
平
成
１
７
年
文
部
科

学
省
令
第
１
号
）
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
に
合

格
し
た
者
（
同
規
則
附
則
第
２
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
大

学
入

学
資

格
検

定
規

程
（

昭
和

２
６

年
文

部
省

令
第

１
３

号
）

に
よ
る
大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格
し
た
者
を
含
む
。
）

（
７
）
　
専
修
学
校
の
高
等
課
程
（
修
業
年
限
が
３
年
以
上
で
あ
る
こ

と
そ
の
他
の
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
に

限
る
。
）

で
文

部
科

学
大

臣
が

別
に

指
定

す
る

も
の

を
文

部
科

学
大
臣
が
定
め
る
日
以
後
に
修
了
し
た
者

（
８
）
　
本
学
に
お
い
て
、
個
別
の
入
学
資
格
審
査
に
よ
り
、
高
等
学

校
を

卒
業

し
た

者
と

同
等

以
上

の
学

力
が

あ
る

と
認

め
た

者
で
、
１
８
歳
に
達
し
た
も
の

（
入
学
の
出
願
）

第
２
１
条
　

通
信

教
育

部
に

入
学
を

志
願

す
る
者

は
、

所
定
の
書

類
に

選
考
料
を
添
え
て
指
定
の
期
日
ま
で
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
入
学
者
の
選
考
及
び
入
学
許
可
）

第
２
２
条
　
前
条
の
入
学
志
願
者
に
対
し
て
は
、
書
面
審
査
に
よ
る
選

考
に
よ
り
、
学
長
は
入
学
を
許
可
す
る
。
た
だ
し
、
必
要
に
応
じ
て

面
接
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。

２
　
入
学
許
可
を
受
け
た
者
は
、
指
定
の
期
日
ま
で
に
誓
約
書
、
保
証

人
の
保
証
書
及
び
所
定
の
書
類
を
提
出
し
、
入
学
金
、
授
業
料
、
そ

の
他
所
定
の
納
入
金
を
納
入
す
る
こ
と
で
入
学
手
続
と
み
な
す
。

（
入
学
許
可
の
取
消
し
）

第
２
２
条
の
２
　
学
長
は
、
入
学
手
続
後
に
必
要
な
要
件
を
欠
く
こ
と

が
判
明
し
た
者
に
は
、
教
授
会
の
議
を
経
て
入
学
の
許
可
を
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
る
。
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（
保
証
人
）

第
２
３
条
　
第
２
２
条
の
保
証
人
は
、
父
母
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の

で
独
立
の
生
計
を
営
む
成
年
者
で
あ
る
こ
と
を
要
す
。
保
証
人
と
し

て
不
適
当
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

第
２
４
条
　
保
証
人
は
、
学
生
の
在
学
中
に
関
す
る
一
切
の
事
項
に
つ

き
そ
の
責
に
任
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
２
５
条
　
保
証
人
が
死
亡
し
、
又
は
そ
の
他
の
事
由
で
そ
の
責
務
を

尽
く
し
得
な
い
場
合
は
、
新
た
に
保
証
人
を
選
定
し
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
２
５
条
の
２
　
削
除

（
編
入
学
及
び
転
入
学
）

第
２
５
条
の
３
　
本
学
に
他
の
大
学
等
か
ら
編
入
学
又
は
転
入
学
を
志

願
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
選
考
の
上
、
教
授
会
の
議
を
経
て
学
長

が
相
当
年
次
に
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

２
　
編
入
学
及
び
転
入
学
に
関
す
る
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

（
再
入
学
）

第
２
６
条
　
本
学
通
信
教
育
部
を
第
３
４
条
の
規
定
に
よ
り
退
学
し
た

者
及
び
第
３
６
条
第
１
号
又
は
第
２
号
の
規
定
に
よ
り
除
籍
に
な
っ

た
者
で
再
入
学
を
志
願
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
選
考
の
上
、
教
授

会
の

議
を

経
て

学
長

が
相

当
年

次
に

入
学

を
許

可
す

る
こ

と
が

あ
る
。

２
　
再
入
学
に
関
す
る
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

（
転
籍
）

第
２
７
条
　
通
信
教
育
部
の
学
生
が
、
本
学
の
通
学
の
経
営
情
報
学
部

に
転
籍
を
志
望
す
る
場
合
及
び
本
学
の
通
学
の
経
営
情
報
学
部
の
学

生
が
通
信
教
育
部
に
転
籍
を
志
望
す
る
場
合
に
は
、
欠
員
の
あ
る
場

合
に
限
り
選
考
の
上
、
学
長
が
こ
れ
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

２
　
転
籍
を
許
可
さ
れ
た
者
が
転
籍
以
前
に
修
得
し
た
単
位
の
取
扱
い

に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
。

（
二
重
在
籍
の
禁
止
）

第
２
８
条
　
通
信
教
育
部
の
学
生
は
、
本
学
の
通
学
課
程
並
び
に
他
の

大
学
、
短
期
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
等
に
在
籍
す
る
こ
と
は
認
め

な
い
。

　
　
　
第
８
章
　
休
学
・
留
学
・
退
学
・
転
学
及
び
除
籍

（
休
学
）

第
２
９
条
　
病
気
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
修
学
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

者
は
、
休
学
願
を
提
出
し
、
学
長
の
許
可
を
得
て
休
学
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

２
　
休
学
の
始
期
は
、
前
学
期
又
は
後
学
期
の
開
始
日
と
し
、
学
期
途

中
か
ら
の
休
学
は
認
め
な
い
。

３
　
休
学
は
、
当
該
年
度
限
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
が
あ

る
場
合
に
は
、
引
き
続
き
１
年
以
内
に
限
り
休
学
を
許
可
す
る
こ
と

が
あ
る
。

４
　
休
学
期
間
は
、
通
算
し
て
４
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
３
０
条
　
病
気
の
事
情
に
よ
っ
て
は
、
学
長
が
休
学
を
命
ず
る
こ
と

が
あ
る
。

第
３
１
条
　
休
学
の
事
由
が
終
了
し
た
と
き
は
、
学
長
に
復
学
を
願
い

出
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
復
学
は
学
期
の
初
め
と
す
る
。

第
３
２
条
　
休
学
期
間
は
、
在
学
年
数
に
算
入
し
な
い
。
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第
３
２
条
の
２
　
休
学
を
許
可
さ
れ
た
者
の
授
業
料
等
納
付
金
に
つ
い

て
は
、
別
に
定
め
る
。

（
留
学
）

第
３
３
条
　
外
国
の
大
学
に
留
学
し
て
授
業
科
目
を
履
修
し
よ
う
と
す

る
者
が
、
保
証
人
連
署
の
上
、
そ
の
旨
を
学
長
に
願
い
出
た
と
き
は
、

留
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

２
　
留
学
期
間
は
、
第
４
条
に
定
め
る
修
業
年
限
に
算
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

３
　
留
学
期
間
中
、
外
国
の
大
学
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
に
つ
い
て

は
、
第
１
７
条
の
定
め
を
準
用
す
る
。

４
　
留
学
期
間
中
、
学
生
は
授
業
料
そ
の
他
の
学
生
納
付
金
を
全
額
納

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
留
学
に
関
す
る
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

（
退
学
）

第
３
４
条
　
退
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
保
証
人
連
署
の
退
学
願
を
提

出
し
、
学
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　

学
年

の
途

中
に

お
い

て
退

学
し

た
者

は
、

そ
の

学
期

の
授

業
料
、

そ
の
他
納
入
金
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
転
学
）

第
３
５
条
　
他
の
大
学
へ
転
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
事
由
を
明

記
し
た
保
証
人
連
署
の
願
い
出
を
提
出
し
、
学
長
の
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
除
籍
）

第
３
６
条
　
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
教
授
会
の
議
を
経
て

学
長
が
除
籍
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
　
在
学
年
限
を
超
え
て
な
お
卒
業
し
得
な
い
者

（
２
）
　
所
定
の
授
業
料
及
び
そ
の
他
の
納
入
金
を
期
日
ま
で
に
納
入

せ
ず
、
か
つ
督
促
に
応
じ
な
い
者

（
３
）
　
休
学
期
間
を
超
え
て
、
な
お
復
学
で
き
な
い
者

（
４
）
　
長
期
に
わ
た
る
欠
席
そ
の
他
の
事
由
で
、
成
業
の
見
込
み
の

な
い
者

２
　
死
亡
し
た
者
は
、
保
証
人
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
者
か
ら
死
亡
の
届

出
等
に
よ
り
こ
れ
を
除
籍
す
る
。

３
　
学
年
の
途
中
に
お
い
て
、
第
１
項
第
２
号
以
外
の
事
由
に
よ
り
除

籍
さ
れ
た
者
は
、
そ
の
学
期
の
授
業
料
、
そ
の
他
納
入
金
を
納
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
第
９
章
　
科
目
等
履
修
生
及
び
特
別
科
目
等
履
修
生

（
科
目
等
履
修
生
）

第
３

７
条
　

本
学

の
学

生
（

大
学

院
生

を
除

く
。
）

以
外

の
者

で
、

通
信
教
育
部
の
授
業
科
目
の
一
部
を
履
修
し
よ
う
と
す
る
者
が
あ
る
と

き
は
、
収
容
定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
選
考
の
上
科
目
履

修
生
と
し
て
履
修
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

２
　
科
目
等
履
修
生
に
関
す
る
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

第
３
８
条
　
削
除

第
３
９
条
　
削
除

第
４
０
条
　
削
除

（
特
別
科
目
等
履
修
生
）

第
４
０
条
の
２
　
通
信
教
育
部
の
特
定
の
授
業
科
目
を
履
修
す
る
こ
と

を
志
願
す
る
他
の
大
学
又
は
短
期
大
学
（
外
国
の
大
学
又
は
短
期
大

学
を
含
む
）
の
学
生
若
し
く
は
高
大
連
携
協
定
を
締
結
し
た
高
等
学

校
か
ら
推
薦
さ
れ
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
他
の
大
学
又
は
短
期

大
学
若
し
く
は
高
等
学
校
と
の
協
定
に
基
づ
き
、
特
別
科
目
等
履
修
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生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
特
別
科
目
等
履
修
生
に
関
す
る
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

　
　
　
第
１
０
章
　

聴
講
生
、

科
目
ト
ラ
イ
ア
ル
生
及
び
科
目
カ
プ
セ
ル
生

（
聴
講
生
）

第
４
１
条
　
通
信
教
育
部
の
授
業
科
目
の
一
部
を
聴
講
し
よ
う
と
す
る

者
が
あ
る
と
き
は
、
収
容
定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
聴
講

生
と
し
て
聴
講
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
聴
講
生
に
関
す
る
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

（
科
目
ト
ラ
イ
ア
ル
生
）

第
４
１
条
の
２
　
本
学
の
学
生
以
外
の
者
で
、
別
に
定
め
る
通
信
教
育

部
の
科
目
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
科
目
を
受
講
し
よ
う
と

す
る

者
が

あ
る

と
き

は
、

収
容

定
員

に
余

裕
が

あ
る

場
合

に
限

り
、

科
目
ト
ラ
イ
ア
ル
生
と
し
て
受
講
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

２
　
科
目
ト
ラ
イ
ア
ル
生
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

（
科
目
カ
プ
セ
ル
生
）

第
４
１
条
の
３
　
本
学
の
学
生
以
外
の
者
で
、
別
に
定
め
る
通
信
教
育

部
の
科
目
カ
プ
セ
ル
講
座
の
授
業
科
目
を
受
講
し
よ
う
と
す
る
者
が

あ
る
と
き
は
、
収
容
定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
科
目
カ
プ

セ
ル
生
と
し
て
受
講
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

２
　
科
目
カ
プ
セ
ル
生
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

　
　
　
第
１
１
章
　
特
修
生

（
特
修
生
）

第
４
２
条
　
高
等
教
育
を
広
く
公
開
す
る
理
念
に
よ
り
、
通
信
教
育
部

に
特
修
生
の
制
度
を
置
く
。

第
４
３
条
　
特
修
生
は
、
大
学
入
学
資
格
が
な
い
者
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
者
が
学
習
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
か
つ
収
容
定
員
に
余
裕
が

あ
る
場
合
に
限
り
、
特
修
生
と
し
て
の
履
修
を
許
可
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

２
　
特
修
生
に
関
す
る
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

　
　
　
第
１
２
章
　
組
織

（
通
信
教
育
部
長
）

第
４
４
条
　
通
信
教
育
部
に
通
信
教
育
部
長
を
置
く
。

２
　
通
信
教
育
部
長
は
、
本
学
経
営
情
報
学
部
の
通
信
教
育
部
担
当
教

授
を
も
っ
て
充
て
る
。

（
教
員
）

第
４
４
条
の
２
　
通
信
教
育
部
の
授
業
は
、
本
学
の
教
員
が
担
当
す
る
。

２
　
通
信
教
育
部
は
、
非
常
勤
講
師
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
非
常
勤
講
師
に
関
す
る
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

（
事
務
組
織
）

第
４
４
条
の
３
　
通
信
教
育
部
に
事
務
部
を
置
く
。

（
通
信
教
育
委
員
会
）

第
４
５
条
　
通
信
教
育
部
に
、
通
信
教
育
委
員
会
を
置
く
。

２
　
通
信
教
育
委
員
会
に
関
す
る
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

　
　
　
第
１
３
章
　
選
考
料
・
入
学
金
・
授
業
料
及
び
そ
の
他
の
経
費

（
選
考
料
）

第
４
６
条
　
第
２
１
条
に
よ
り
入
学
を
志
願
す
る
者
は
、
選
考
料
と
し

て
別
に
定
め
る
金
額
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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資
料

（
入
学
金
・
授
業
料
等
）

第
４
７
条
　
入
学
を
す
る
者
は
、
別
に
定
め
る
入
学
金
・
授
業
料
及
び

そ
の
他
の
納
入
金
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
選
考
料
、
入
学
金
、
授
業
料
等
の
金
額
は
物
価
の
変
動
そ
の
他
の

変
化
に
よ
り
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。

３
　
入
学
金
、
授
業
料
等
の
納
入
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

４
　
停
学
者
は
、
停
学
期
間
中
も
授
業
料
及
び
そ
の
他
の
納
入
金
を
納

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
科
目
履
修
料
、
特
別
科
目
履
修
料
、
聴
講
料
及
び
受
講
料
）

第
４
８
条
　
科
目
履
修
料
、
特
別
科
目
履
修
料
、
聴
講
料
及
び
受
講
料

に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
金
額
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
教
職
科
目
の
受
講
料
等
）

第
４
８
条
の
２
　
教
職
に
関
す
る
科
目
及
び
教
科
又
は
教
職
に
関
す
る

科
目
を
履
修
す
る
者
及
び
教
育
実
習
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
別
に
定

め
る
金
額
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
返
還
）

第
４
９
条
　
既
納
の
納
入
金
の
返
還
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

　
　
　
第
１
４
章
　
雑
則

（
雑
則
）

第
５
０
条
　
奨
学
制
度
、
学
生
の
諸
活
動
、
賞
罰
に
つ
い
て
は
、
本
学

学
則
を
準
用
す
る
。





（
切
り
取
り
線
）

学 籍 番 号

学 科

教育センター名

氏　　　 名 ㊞

既修得単位の認定願

このことについて、下記科目の既修得単位の認定をお願いしたく、

成績証明書を添付の上申請しますのでよろしくお取り計らい願います。

記

昭和・平成　　　 年　　　 月

大学

短期大学

高等専門学校

専門学校

卒業

中途退学

希望する科目を下に列記すること

既修得単位科目
（卒業または中途退学した学校の科目名）

単位数 認定を願い出る科目
（相当する本学の科目名）

単位数

　※提出時期：履修登録時のみ





（
切
り
取
り
線
）

北海道情報大学

学 長 殿

北海道情報大学

学 長 殿

休学・退学願

休学・退学願

提　出　日� 平成　　　年　　　月　　　日

学 籍 番 号

氏　　　名� ㊞
携 帯 電 話

センター名

※センター名は正科生Ｂのみ記入

提　出　日� 平成　　　年　　　月　　　日

学 籍 番 号

氏　　　名� ㊞
携 帯 電 話

センター名

※センター名は正科生Ｂのみ記入

下記の事由により休学・退学したいので、許可願います。
（どちらかに○）　 　　　　　

記

下記の事由により休学・退学したいので、許可願います。
（どちらかに○）　 　　　　　

記

１．休 学 期 間

　　退　学　日

平成　　　年度（ 前期 ・ 後期 ・ 前後期 ）※いずれかに○

平成　　　年　　　月　　　日 　※退学日は記入不要

２．事　　　由
〔該当するものに○〕

ａ．時間がとれない　ｂ．他大学等へ入学　ｃ．経済的理由　ｄ．目的達成

ｅ．傷病　ｆ．授業方法が合わない　ｇ．学部・学科が合わない　ｈ．諸手続が煩雑

ｉ．講義が難解（科目名：� ）

ｊ．単位が修得できない（科目名：� ）

ｋ．その他（� ）

３．保　証　人 氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　㊞ 　　 続柄　　　 　　　　　　　 
〔正科生Ｂのみ記入、本学に届け出のある者に限る〕

１．休 学 期 間

　　退　学　日

平成　　　年度（ 前期 ・ 後期 ・ 前後期 ）※いずれかに○

平成　　　年　　　月　　　日 　※退学日は記入不要

２．事　　　由
〔該当するものに○〕

ａ．時間がとれない　ｂ．他大学等へ入学　ｃ．経済的理由　ｄ．目的達成

ｅ．傷病　ｆ．授業方法が合わない　ｇ．学部・学科が合わない　ｈ．諸手続が煩雑

ｉ．講義が難解（科目名：� ）

ｊ．単位が修得できない（科目名：� ）

ｋ．その他（� ）

３．保　証　人 氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　㊞ 　　 続柄　　　 　　　　　　　 
〔正科生Ｂのみ記入、本学に届け出のある者に限る〕

（注） ・正科生Ｂは必ず所属センターに提出すること。

　　 ・学費を完納していなければ休学、退学は認められません。

　　 ・休学は本学到着日以降の学期でなければ認められません。

　　 ・本人と保証人の印鑑は別のものを用いること。

　　 ・返信用封筒（宛先明記、82円切手貼付）と学生証（退学の場合

　　　のみ）を同封すること。

（注） ・正科生Ｂは必ず所属センターに提出すること。

　　 ・学費を完納していなければ休学、退学は認められません。

　　 ・休学は本学到着日以降の学期でなければ認められません。

　　 ・本人と保証人の印鑑は別のものを用いること。

　　 ・返信用封筒（宛先明記、82円切手貼付）と学生証（退学の場合

　　　のみ）を同封すること。

センター確認 受　付 決　裁

北海道情報大学通信教育部

センター確認 受　付 決　裁

北海道情報大学通信教育部





１．復　学　日 平成　　　年　　　月　　　日 

２．保　証　人

〔
正科生Ｂのみ記入
本学に届け出のあ
るものに限る　　〕

氏　　名　　　　　　　　　　　　　㊞ 　　　続柄� 　

（
切
り
取
り
線
）

北海道情報大学
学 長 殿

北海道情報大学
学 長 殿

提　出　日� 平成　　　年　　　月　　　日

学 籍 番 号

氏　　　名� ㊞
携 帯 電 話

センター名

※センター名は正科生Ｂのみ記入

提　出　日� 平成　　　年　　　月　　　日

学 籍 番 号

氏　　　名� ㊞
携 帯 電 話

センター名

※センター名は正科生Ｂのみ記入

センター確認 受　付 決　裁

北海道情報大学通信教育部

センター確認 受　付 決　裁

北海道情報大学通信教育部

復 学 願

復 学 願

かねてより休学していましたが、この度復学を希望しますので

許可願います。

記

かねてより休学していましたが、この度復学を希望しますので

許可願います。

記

１．復　学　日 平成　　　年　　　月　　　日 

２．保　証　人

〔
正科生Ｂのみ記入
本学に届け出のあ
るものに限る　　〕

氏　　名　　　　　　　　　　　　　㊞ 　　　続柄� 　

（注） ・正科生Ｂは必ず所属教育センターに提出すること。
　　 ・休学料を完納していなければ復学は認められませ
　　　 ん。
　　 ・本人と保証人の印鑑は別のものを用いること。
　　 ・返信用封筒（宛先明記、８２円切手貼付）を同封
　　　 すること。

（注） ・正科生Ｂは必ず所属教育センターに提出すること。
　　 ・休学料を完納していなければ復学は認められませ
　　　 ん。
　　 ・本人と保証人の印鑑は別のものを用いること。
　　 ・返信用封筒（宛先明記、８２円切手貼付）を同封
　　　 すること。





（
切
り
取
り
線
）

諸　変　更　届（本人）

諸　変　更　届（本人）

提出日 　平成　　年　　月　　日

提出日 　平成　　年　　月　　日

学籍番号 学科 氏名

センター名（正科生Ｂのみ）

学籍番号 学科 氏名

センター名（正科生Ｂのみ）

(変更がある項目の番号に○をつける ) 変　　更　　内　　容

１． フ　リ　ガ　ナ

氏　　　　　名

２． 住　　　　　所 （〒　　　 －　　　 ）

３． 電　話　番　号 　　　　　　　 （　　　　　）　　　　　　　 －

４． 勤　　務　　先

５． 本　　籍　　地 都道
府県

(変更がある項目の番号に○をつける ) 変　　更　　内　　容

１． フ　リ　ガ　ナ

氏　　　　　名

２． 住　　　　　所 （〒　　　 －　　　 ）

３． 電　話　番　号 　　　　　　　 （　　　　　）　　　　　　　 －

４． 勤　　務　　先

５． 本　　籍　　地 都道
府県

保証人、学費支払者、緊急連絡先が本人住所と同じ場合または、学
費支払者が本人自身の場合は、右の該当欄に○印を付けてください。
この場合、「諸変更届（その他）」は提出の必要がありません。

保証人、学費支払者、緊急連絡先が本人住所と同じ場合または、学
費支払者が本人自身の場合は、右の該当欄に○印を付けてください。
この場合、「諸変更届（その他）」は提出の必要がありません。

（注） ・学籍番号、氏名等は必ず記入すること
　　 ・変更する項目の番号のみ○印を付け、記入すること
　　 ・氏名の変更については戸籍抄本を添付し、学生証再発行の手続き
　　　 を同時に行うこと

（注） ・学籍番号、氏名等は必ず記入すること
　　 ・変更する項目の番号のみ○印を付け、記入すること
　　 ・氏名の変更については戸籍抄本を添付し、学生証再発行の手続き
　　　 を同時に行うこと

保証人 学費支払者 緊急連絡先

保証人 学費支払者 緊急連絡先

受　

付

受　

付

北海道情報大学通信教育部

FAX：011-385-1074

北海道情報大学通信教育部

FAX：011-385-1074





（
切
り
取
り
線
）

諸　変　更　届 （その他）

諸　変　更　届 （その他）

提出日 　平成　　年　　月　　日

提出日 　平成　　年　　月　　日

受　

付

受　

付

北海道情報大学通信教育部

FAX：011-385-1074

北海道情報大学通信教育部

FAX：011-385-1074

学籍番号 学科 氏名

センター名（正科生Ｂのみ）

学籍番号 学科 氏名

センター名（正科生Ｂのみ）

(変更がある項目の番号に○をつける ) 変　　更　　内　　容

１．緊急連絡先又は保

護者 （氏名、 続柄、 

住所、 電話番号） 

 （〒　　　－　　　　） 

　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　　　　　－　　　　－
フリガナ

続　柄氏　名

２．保 証 人 の 住 所、

電　話　番　号

 （〒　　　－　　　　） 

　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　　　　　－　　　　－

３．学 費 支 払 者 の

住所、電話番号

 （〒　　　－　　　　） 

　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　　　　　－　　　　－

(変更がある項目の番号に○をつける ) 変　　更　　内　　容

１．緊急連絡先又は保

護者 （氏名、 続柄、 

住所、 電話番号） 

 （〒　　　－　　　　） 

　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　　　　　－　　　　－
フリガナ

続　柄氏　名

２．保 証 人 の 住 所、

電　話　番　号

 （〒　　　－　　　　） 

　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　　　　　－　　　　－

３．学 費 支 払 者 の

住所、電話番号

 （〒　　　－　　　　） 

　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　　　　　－　　　　－

（注） ・学籍番号、氏名等は必ず記入すること

　　 ・変更する項目の番号のみ○印を付け、記入すること

　　 ・保証人および学費支払者を他の者に変更するときは、

　　　「保証人・学費支払者変更届」で届け出ること

（注） ・学籍番号、氏名等は必ず記入すること

　　 ・変更する項目の番号のみ○印を付け、記入すること

　　 ・保証人および学費支払者を他の者に変更するときは、

　　　「保証人・学費支払者変更届」で届け出ること





（
切
り
取
り
線
）

北海道情報大学

学 長 殿

北海道情報大学

学 長 殿

提　出　日� 平成　　　年　　　月　　　日

学 籍 番 号

氏　　　名� ㊞

センター名（正科生Ｂのみ）

提　出　日� 平成　　　年　　　月　　　日

学 籍 番 号

氏　　　名� ㊞

センター名（正科生Ｂのみ）

保証人・学費支払者　変更届

保証人・学費支払者　変更届

保証人・学費支払者（該当するものに○印を付すこと）

を下記のとおり変更いたします。

記

保証人・学費支払者（該当するものに○印を付すこと）

を下記のとおり変更いたします。

記

変更日　　平成　　　年　　　月　　　日

変更日　　平成　　　年　　　月　　　日

住　　所
〒

電話　　　　　　－　　　　　　－

フ リ ガ ナ 続　柄

氏　　名 ㊞

住　　所
〒

電話　　　　　　－　　　　　　－

フ リ ガ ナ 続　柄

氏　　名 ㊞

（注） 印鑑は、本人と保証人および学費支払者は別のものを用いること

　　 ただし、学費支払者の変更で、本人が学費支払者の場合は、

　　 同一の印鑑でもかまわない

（注） 印鑑は、本人と保証人および学費支払者は別のものを用いること

　　 ただし、学費支払者の変更で、本人が学費支払者の場合は、

　　 同一の印鑑でもかまわない

受　

付

受　

付

北海道情報大学通信教育部

北海道情報大学通信教育部
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